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序

福岡市には豊かな自然と先人によって育まれた歴史が残されています。これらを活用
するとともに、保護し未来に伝えていくことは、現在に生きる我々の重要な務めです。
しかし、近年の著しい都市化により、その一部が失われつつあることもまた事実です。
福岡市教育委員会では、開発に伴いやむを得ず失われていく埋蔵文化財について、事

前に発掘調査を実施し、記録保存に努めています。
本書は、平成15・16年度に実施した土壌改良に伴う吉塚祝町遺跡第２次調査の成果を

報告するものです。
本書が文化財保護への理解と認識を深める一助となり、また研究資料として活用いた

だければ幸いです。
最後に、発掘調査から本書の刊行まで、多くの方々のご理解とご協力を賜りました事

に対しまして、心からの謝意を表します。

平成18年３月31日

福 岡 市 教 育 委 員 会
教育長　植 木 と み 子



例　　言

１．本書は福岡市教育委員会が博多区吉塚１丁目551番（A区）、２丁目558番（B区）における土壌改

良に伴い、発掘調査を実施した吉塚祝町遺跡第２次調査の報告書である。

２．本書で報告する調査の細目は以下の通りである。

３．本書に掲載した遺構実測図の作成は星野惠美、名取さつき、中村桂子、上田龍児が行った。

４．本書に掲載した遺物実測図の作成は星野、名取、遠藤茜、楠瀬慶太が行った。

５．本書に掲載した遺構写真の撮影は星野が行った。

６．本書に掲載した空中写真の撮影は写測エンジニアリング（株）、モザイク写真は朝日航洋株式会

社が行った。

７．本書に掲載した遺物写真の撮影は星野が行った。

８．本書に掲載した挿図の製図は名取、遠藤、星野、加集和子が行った。

９．本書に使用した座標は国土座標第Ⅱ系を使用した。

10．本書で用いた方位は磁北で、真北より６°21′西偏する。

11．遺構の呼称は建物をSB、井戸をSE、土坑をSK、溝をSD、ピットをSP、その他の遺構をSXと略

号化した。

12．遺物番号はB区を1～、A区を2001～とし、挿図と図版の遺物番号は一致する。

13．本書で記述する輸入陶磁器、国産陶器の分類については以下の文献を参考とした。

太宰府市教育委員会『大宰府条坊跡ⅩⅤ―陶磁器分類編―』(太宰府市の文化財第49集）2000年

乗岡実『備前焼擂鉢の編年について』第３回中近世備前焼研究会資料　2000年

伊野近富「土師器皿」『概説　中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編　1995年

14．本書の金属製品の保存科学処理・分析は福岡市埋蔵文化財センターの比佐陽一郎、片多雅樹が行

った。

15．本書に関わる記録・遺物等は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定である。

16．本書の執筆は付編を除いて星野が行った。

17．付編として同埋蔵文化財課　屋山洋による獣骨の報告を掲載している。なお、樹種同定について

は古環境研究所、銅関連遺物・鉄滓についての分析は九州テクノリサーチ・TACセンターに委託し

た。

18．本書の編集は星野が行った。

調査番号

0362

遺跡番号

YZI-2

調査面積

910㎡（A区）1,250㎡（B区）

調査期間

2004.2.3～9.27

分布地図番号

吉塚35



目次
Ⅰ．はじめに …………………………………………………………………………………………………１

１．調査に至る経緯 ………………………………………………………………………………………１

２．調査の組織 ……………………………………………………………………………………………１

Ⅱ．遺跡の立地と環境 ………………………………………………………………………………………２

Ⅲ．調査の記録 ………………………………………………………………………………………………５

１．調査の方法と経過 ……………………………………………………………………………………５

２．基本層序 ………………………………………………………………………………………………６

３．B区の遺構と遺物………………………………………………………………………………………７

１）掘立柱建物 ………………………………………………………………………………………10

SB2420 ……………………………………………………………………………………………10

２）井戸 ………………………………………………………………………………………………20

SE1109……………20 SE1139……………21 SE1201・1416・1417…………22

SE1212……………25 SE1317……………26 SE1342……………27

SE2021……………28 SE2022……………31 SE2055……………33

SE2056……………34 SE2091……………35 SE2455……………36

SE2462……………38 SE2466……………39

３）土坑 ………………………………………………………………………………………………40

SK1001……………40 SK1002……………41 SK1011・1058……42

SK1067……………43 SK1073……………44 SK1077……………45

SK1079……………46 SK1080……………47 SK1092・1108・1137…………49

SK1140……………51 SK1150・1160・1165……………………………52

SK1169……………53 SK1173……………54 SK1180……………55

SK1183・1205・1210……………………………56 SK1315……………57

SK1316……………59 SK1326……………60

SK1327・1336・1343・1344・1345 …………63

SK1371・1395・1396……………………………64 SK1398・1399……66

SK1403……………68 SK1406・1407……69 SK1413……………71

SK1430・1433・1437……………………………72 SK1439・1440……73

SK2057……………74 SK2074……………75 SK2097……………76

SK2176・2330……79 SK2354・2402・2406……………………………80

SK2403……………81 SK2418・2421……82 SK2428・2429……84

SK2430……………85 SK2435……………86 SK2446・2457……88

４）溝 …………………………………………………………………………………………………88

SD1188……………88 SD2039・2217・2236・2266・2410……………90

５）その他の遺構 ……………………………………………………………………………………91

SX2407……………91 SX1435……………93 SX1441……………95

SX1442・1443……96 SX2029・2408・2413……………………………98

SX2414 ……… 100 SX2401 …………102

６）ピット出土の遺物………………………………………………………………………………105



７）その他の出土遺物………………………………………………………………………………108

４. A区の遺構と遺物……………………………………………………………………………………116

１）井戸………………………………………………………………………………………………120

SE3067………… 120 SE3109………… 122 SE3111………… 123

SE3134………… 124 SE3335………… 125 SE3342………… 127

SE4001………… 128 SE4002………… 129 SE4014………… 131

SE4120………… 133 SE4121………… 135 SE4233………… 137

SE4509………… 138 SE4515………… 139

２）土坑………………………………………………………………………………………………139

SK3001………… 140 SK3027・3060 ………………………………… 142

SK3077・3078・3079・3085………………… 143 SK3110………… 144

SK3117・3136…145 SK3137・3189… 146 SK3200…………147

SK3214・3216…148 SK3217・3218…149 SK3227………… 150

SK3235・3236…151 SK3238・3301・3336・3349 ………………… 152

SK3363・3370…153 SK3377………… 154 SK3379・3381… 155

SK4003………… 156 SK4004………… 157

SK4027・4063・4065・4066・4074………… 158 SK4099・4119… 159

SK4135・4139…160 SK4154・4171…161

SK4184・4223・4248………………………… 162 SK4263・4266… 163

SK4290………… 164 SK4464・4497… 165 SK4508・4525…166

３）溝…………………………………………………………………………………………………166

SD3145………… 167 SD3159………… 168 SD3251・3375…171

SD4005・4006・4042・4043………………… 172

SD4052・4153・4246・4253………………… 173

４）ピット出土の遺物………………………………………………………………………………175

５）その他の出土遺物………………………………………………………………………………176

６）弥生時代の遺構と遺物…………………………………………………………………………182

Ⅳ. まとめ……………………………………………………………………………………………………189

付　編

１．吉塚祝町遺跡第２次調査出土動物遺存体について………………………………………………193

（福岡市埋蔵文化財課　屋山洋）

２．吉塚祝町遺跡第２次調査における樹種同定………………………………………………………195

（古環境研究所　金原明）

３．吉塚祝町遺跡出土銅鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査………………………………………201

（九州テクノリサーチ・TACセンター　大澤正己）



－ 1－

Ⅰ．はじめに

１．調査に至る経緯
都市再生機構九州支社より、福岡市教育委員会埋蔵文化財課に土壌改良に伴う埋蔵文化財事前審査

申請書が提出された。申請地は吉塚１丁目551番（A区）、吉塚２丁目588番（B区）、吉塚２丁目330番

１他（C区）の三カ所である。2003年１月15日、B区における申請書が提出され、これを受けて埋蔵

文化財課では同１月16日と２月27日に試掘調査を行った。試掘調査の結果、土抗や柱穴等の遺構が検

出され、弥生土器・須恵器・土師器が出土した。2003年２月28日、A・C区における埋蔵文化財事前

審査申請書が提出された。これを受けて2003年３月５・６日に試掘調査を行った。A区ではB区と同

様の結果を得たが、C区では遺構・遺物ともに確認できなかった。その後、両者で協議を行った結果、

記録保存のための発掘調査を実施することとなった。吉塚祝町遺跡第２次調査は2004年２月３日から

９月27日まで行った。

２．調査の組織
調査委託：都市再生機構九州支社

調査主体：福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

調査総括：文化財課長　山崎純男（前任）山口譲治（現任）

同課調査第２係長　田中壽夫（前任）池崎譲二（現任）

調査庶務：文化財整備課　御手洗清（前任）鈴木由喜（現任）

事前審査：同課事前審査係長　池崎譲二（前任）濱石哲也（現任）

同係主任文化財主事　米倉秀紀（前任）吉留秀敏（現任）

同係文化財主事　田上勇一郎（前任）井上繭子（現任）

調査担当：同課調査第２係文化財主事　星野惠美

調査補助：名取さつき

調査作業：石橋テル子　大庭智子　近藤澄江　澄川アキヨ　中村フミ子　村田敬子　小川秀雄　

中村幸子　花田則子　田中フキ子　岩本三重子　越智信孝　藤野トシ子　浦伸英

長野嘉一　本郷満子　宮崎雅秀　田端名穂子　関哲也　尊田絹代　宗像正勝

宮川ヤエ子　中村サツエ　藤野幾志　前田勉　中村桂子　西川シズ子　徳山孝恵

藤沢義一　阿部純子　宮崎幸子 野孝子　冨永美樹　花田昌代　井上ヨシ子

崎村雄介　竹原吉秋　永松弘恵　野田トヨ子　安藤史郎　光安晶子　遠山勲

原勝輝　松本修一　黒木三千夫　更級成人　片岡博　冨田猷生　桑野孝子

三浦まり子　中島道夫　芹川淳子　川下信弘　広瀬つぐみ　上田龍児　脇山達基

整理作業：馬場イツ子　加集和子　山本良子　樋口三恵子　西島信枝　松尾真澄　木本恵利子

遠藤茜

なお、発掘調査から報告書作成に至るまで都市再生機構九州支社をはじめとして秋田組、多数の関

係者の皆様には多大なご理解とご協力を賜りまして、ここに謝意を表します。
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Ⅱ．遺跡の立地と環境

吉塚祝町遺跡は博多湾岸に形成された箱崎砂層と呼ばれる古砂丘上に立地する。この砂丘は博多湾

の南岸、東区箱崎から博多区堅粕、中央区天神、早良区西新を経て、室見川河口に至る範囲に分布す

る。箱崎砂層の形成時期については、少なくとも縄文時代晩期を下らないとする自然科学的知見が得

られている。また、箱崎砂層は海岸部に平行して幾列かの砂丘を形成し、さらに鞍部や旧河道により

画されると考えられる。それぞれの微高地上には、各遺跡が所在する。本遺跡の周辺では北から箱崎

遺跡、吉塚本町遺跡群、吉塚祝町遺跡、堅粕遺跡群、吉塚遺跡群、博多遺跡群が位置する。

本遺跡の北東側には、かつて「筥崎ノ津」と呼ばれた入り江が博多湾から湾入しており、筥崎宮の

私港として利用されていた。よって本遺跡のわずか5.0km付近までは海がひろがっていたことが想像

できる。また、遺跡の北側には吉塚本町遺跡群、西側には堅粕遺跡群、南側には吉塚遺跡群が位置し、

いずれも浅い谷を隔てて独立する。今回の調査地点は吉塚祝町遺跡の南東側の周縁部に位置する。調

査区内では南東側の谷へ向かって傾斜する落ちを検出し、遺跡の範囲を確定できた。

今回の調査は第２次調査であり、前回の調査では、弥生時代から中世に至る遺構と遺物が確認され

た。概観すると、まず検出した遺構は弥生時代中期中頃の甕棺墓に遡る。その後、古墳時代中期の住

居を検出するが、顕著な遺構がみられるのは古墳時代後期以降、６世紀後半から7世紀前半になって

からである。横穴式石室、土壙墓、石棺墓などの埋葬施設が出現する。７世紀後半以降は集落になる

とみられ、奈良時代には竪穴住居と掘立柱建物が点在する。越州窯系青磁の出土が目立つことや石製

権の出土から、何らかの公的施設の存在が予想される。平安時代も遺構が継続し、中世へと続く。中

世の遺構の展開には消長があり、13世紀～14世紀前半の遺構が最も多く、ついで11世紀後半前後、12

世紀～13世紀初頭の遺構はやや少なくなる。出土遺物からは畿内産瓦器と古瀬戸が出土しており、こ

れは博多を経由して持ち込まれたものと推測されている。大量の土師器の廃棄土坑や道路状遺構の検

出とあわせ、中世都市「博多」の衛星都市的な位置関係が想定されている。

次に本遺跡を取り巻く他の遺跡について概要する。北側に隣接する吉塚本町遺跡は弥生時代から奈

良時代までの集落遺跡である。土錘や製塩土器などの漁具、生産用具が出土する一方で、公的施設を

うかがわせる瓦や硯も出土する。箱崎砂層の北端に位置する箱崎遺跡は古墳時代初頭から中世にかけ

ての集落遺跡である。特に、延喜21年（923年）、筥崎宮が創建されると、これを端緒に対外貿易の拠

点都市が形成される。西側に隣接する堅粕遺跡群は弥生時代から平安時代前半期の集落遺跡である。

越州窯系青磁、緑釉陶器、墨書土器など特殊な遺物もみられ、こちらも律令期の公的施設の存在がう

かがえる。遺跡の西側からは古墳時代初頭の方形周溝墓等、東側からは古墳時代後期の馬具を副葬し

た土壙墓が検出される。南側に隣接する吉塚遺跡群は弥生時代中期から中世前期にかけて継続的に営

まれた集落遺跡である。弥生時代の貨泉や銅鏃、古代の滑石製権が出土する。また、「筑前国続風土

記」では806年の創建とされる東光院が遺跡の中央に立地する。さらに南側には中世の対外貿易の港

湾都市「博多」が位置する。弥生時代中期から続く集落遺跡である。奈良時代から平安時代前期にか

けては石帯、銅製帯金具、墨書土器、硯、輸入陶磁器、国産陶磁器が出土し、その出土量は鴻臚館に

準じ、「鴻臚中島館」という交易を司る官衙があったと推定されている。

以上のように、本遺跡周辺は弥生時代以降、豊富な遺構・遺物が確認されており、注目される遺跡

群を形成している。特に、古代における公的施設の存在をうかがわせる遺物は各遺跡から出土してお

り、全てをただちに公的な遺跡と結びつけることは難しい。また、中世においては博多遺跡群、吉塚

遺跡群、吉塚祝町遺跡、箱崎遺跡と砂丘上に連なって、豊富な遺物量を誇る遺跡群が所在する。
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１　吉塚祝町遺跡　　２　吉塚遺跡群　　３　堅粕遺跡群　　４　吉塚本町遺跡群　　　５　箱崎遺跡
６　博多遺跡群 Fig.１　周辺遺跡分布図（1/50,000）
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Ⅲ．調査の記録

１．発掘調査の方法と経過
調査に先行して、事業主によるアスファルト除去と盛土の鋤取りを行った。アスファルト等の産業

廃棄物は場外へ搬出し、盛土は調査を行っていない別区に借り置きした。試掘調査では、A・B区に

おいて遺構を確認し、C区においては遺構が確認されなかった。結果、A・B区を調査対象とした。

調査を行わないC区の試掘状況であるが、トレンチを敷地の北端と南端に設定した。地表より1.5m

までは盛土が行われ、その下1.8mまでは灰黒色粘土、黒色粘土が堆積する。さらに2.4m下までは灰

褐色砂、その下は青灰色砂が堆積する。表土下は水成の堆積層で、近代以前の文化層は確認されなか

った。南北２つの砂丘にはさまれた湿地状の地形であったと推測される。B区の試掘では北側は遺構

を確認したが、南側はC区と同様の堆積であった。表土の下は暗褐色砂、黒褐色砂、褐色砂が堆積し、

後背湿地の状況を呈していた。そこで北側部分のみの調査となった。A区でも同様の結果が得られた。

A区・B区ともにC区に向かって地山は落ちていく。その落ちは調査区の中央付近で検出した。今回

の調査では吉塚祝町遺跡の南限を確認した。

調査はB区を先行して2004年２月３日から同5月27日までおこなった。しかし、重機により表土を

剥いだところ、地山面より約0.2m上で遺構面を確認した。そこで、急遽２面の調査をおこなうことと

なった。さらに、当初の予想よりも遺構面が南側に延びてしまったため、調査区を１回で剥ぐことが

できず、廃土を反転して南側部分の調査をおこなった。南側では第１面の遺構面が検出できなかった

ため、第２面のみの調査を行った。南側では、第１面の遺構面は緩やかに傾斜を始めるとともに、中
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Fig.２ 周辺発掘調査地点分布図（1/8,000）
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世の削平を受けていたため、確認できなかったと考えられる。第１面の標高は北側で3.0m、南側で

2.5m、第２面の標高は北側で2.8m、南側の端で1.8mを測る。第１面から第２面の間の包含層に関し

ては、時間の制約もあったため重機を用い、状況によって人力による掘削をおこなった。特に地形が

傾斜する南側部分は遺物を多量に含んでいたため、人力で掘削した。B区の調査が終了し、A区の調

査へと移った。A区も当初１面の調査の予定であったが、状況はB区と同じため２面の調査を行った。

第１面は北側で標高3.2m、南側で3.1m、第２面は北側で3.0m、南側で2.6mを測る。A区の調査は2004

年６月４日から同９月27日までである。B区の調査対象面積は1250㎡、A区の調査対象面積は910㎡で

あった。
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Fig.３ 吉塚祝町第２次調査地点一位置図（1/1,500）



２．基本層序
B区の基本層序であるが、

アスファルト、盛土の下は灰

褐色粘質土、灰黄褐色土の旧

耕作土が堆積する。その下は

遺物包含層である褐色砂質

土、灰色土の層となる。この

包含層は北側で良好に堆積す

るが、南側の落ち際付近では

Fig.6に示すTr1420のような堆

積へと変わる。木質を含んだ

湿地状の堆積となり、第１面

の遺構面は確認できなかっ

た。北側に広がる包含層の下

は黄白色、褐色砂の地山であ

る砂丘砂層の上面にあたる。

A区もほぼ同様の堆積を呈し

（Fig.93に示すTr4555）、南側

部分もFig.93に示すTr4554の

堆積となる。A区では再度、

調査区の南端を掘削できる機

会があったため、トレンチを

入れて確認したところ標高

1.4ｍ付近までは黒色粘質土、

青灰色砂質土、青灰色砂と黄

色砂の層、その下は黒色粘質

土や黄灰褐色粘質土が厚さ

10cm程、部分的に堆積する。

この下層は木質を多く含み、

湿地状となっていた。確認で

きた最下層は青灰色砂であ

り、標高1.2ｍで湧水する。

南側には堅粕遺跡がのる砂

丘があり、吉塚祝町遺跡が位

置する砂丘との間には谷が入

る。現在は開発により、現況

からは谷の存在はうかがえな

い。堅粕遺跡は中世の遺構を

欠いており、吉塚祝町遺跡と

は違う様相を呈する。
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Ph.１ B区第１面調査区全景（真上から）

Ph.２ B区第２面調査区全景（真上から）

Ph.３ B区南側調査区全景（南から）
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Fig.４　B区第１面全体図（1/150）
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Fig.５　B区第２面全体図（1/150）



３．B区の遺構と遺物
B区の南側には谷が入っており、調査区ではその落ちが検出された。調査区内の地形であるが、北

側はほぼ平坦、南側は緩斜面となる。その緩斜面には、弥生時代前期から中世にかけての遺物を含ん

だ包含層が堆積する。その状況はTr1420、Tr1114（Fig.６　Ph.４）からうかがえる。地山の直上には

古墳時代の遺物を主体とするC層（10・11・13層）、その上に古代の遺物を主体とするB層（５～９層）、

さらに中世の遺物を主体とするA層（１～４層）が堆積する。A層は北側ではほとんど確認できず、

B・C層に関しては平面的に分層することはできなかったが、調査区全体に広がっている。遺構検出

面は基本的に第１面がB層上面、第２面が地山面である。B・C層を掘削する途中で、新たな遺構がみ

られることから、もっと細かく遺構面が存在すると思われる。第１面では古代～中世の遺構、第２面

では古墳時代初頭・古墳時代後期・古代・第１面で検出しきれなかった中世の遺構を検出する。地山

面での標高は、調査区北側では約2.8ｍ、南側では約1.8mを測り、SB2420付近から傾斜は急となる

（Fig.７）。包含層からは弥生時代前期から中期にかけての遺物が少量ながらみられるが、弥生時代の

遺構は検出できなかった。また、古墳時代初頭・古墳時代後期の遺物も包含層からは大量に出土する

が、その量に比して遺構は少ない。

検出した遺構は古代の建物1棟、古代・中世・近世の井戸16基、古墳時代から中世の土坑、古墳時

代前期から古代の溝、柱穴である。
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Ph.４ Tr1420土層（東から）
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Tr1420出土遺物（Fig.８　Ph.５） 21・22区に設定した。A層から出土する遺物（１～15）は、回

転糸切り底をもつ土師器の皿や坏が最も多く、他に黒色土器Ａ・Ｂ類、瓦器、輸入陶磁器等である。

弥生時代から古代にかけての遺物も混入する。B層からは主に古墳時代後期から古代にかけての遺物

（16～22）が出土する。須恵器や土師器の回転ヘラ切り底の坏や椀、甕がある。C層からは古墳時代

の遺物（23）が出土する。このトレンチの東側に位置するSX1435の遺物は、トレンチに準じて掘削

することができ、後に掲載している（Fig.73・74）。

1～15はA層出土遺物である。１～７は回転糸切り底の土師器である。１～４は小皿で、口径7.6～

8.5cm、器高1.0～2.0cmを測る。５～７は坏で、口径12.0～16.2cm、器高2.4～3.7cmを測る。８は東藩

系の須恵器の片口鉢である。９・10は白磁で、９は皿Ⅵ－2a類、10は碗Ⅷ類である。11は龍泉窯系青

磁碗Ⅲ－１ｂ類で、口縁部は外反し、内面には輪花部分から分割線状に２本の沈線がみられる。12は

中国陶器の鉢の口縁部片で、口縁部上面には胎土目が残る。胎土は黒色粒を含んだ灰色を呈し、灰緑

色の釉薬がかかる。13は須恵器の高台付き坏である。外底部には工具状のもので、環状に刻んだ跡が

残る。14は椀状滓である。表面の中央部はわずかに凹んでおり、隅丸長方形を呈する。酸化鉄土砂を

多く含み、色調は黄褐色である。裏面には幅2mm程の木炭痕を付ける。破面には気泡が多く発し、

凸凹状を呈し、側面４面に破面をもつ。蛍光X線分析では主成分として鉄、微量元素としてストロン

チウム、バリウム、亜鉛を検出した。15は滑石製品である。中央部は窪み、４つの穿孔が確認できる。

重さは9.74gである。

16～22はB層出土遺物である。16～20は須恵器である。16はつまみを付し、短い立ち上がりをもつ

坏蓋である。天井部にはヘラケズリを行い、ヘラ記号を有する。17は坏蓋で、体部は丸みを帯び、天

井部にはヘラケズリを行う。18・19は無蓋高坏で、同一個体の可能性もある。胎土には白色砂粒を含

み、色調は明橙色を呈する。18は坏部片で、中位には沈線を巡らせ、下位にはカキ目を行う。19は脚

部片で、中位は強い横方向の回転ナデで調整する。20は平瓶の口縁部片である。21・22は土師器であ

る。21は鉢の体部片で、口縁部は横方向、体部は斜方向のミガキを行う。22は甕の口縁部片で、体部

外面は刷毛目、内面はケズ

リで調整する。

23はC層出土遺物の須恵

器の坏蓋で、短い立ち上が

りをもち、底部は横方向の

ケズリを行う。
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Fig.７ B区地形測量図（1/400）
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Fig.８ Tr1420出土遺物実測図（1/3）

Ph.５ Tr1420出土遺物
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１）掘立柱建物
SB2420（Fig.９～11 Ph.6～34） 第１面10・11・15・16区に位置する。柱穴は古代包含層（整地

層）上面から掘り込まれたため、遺構検出が困難で、すべての柱穴を第１面で検出することができな

かった。そのため建物として認識することができず、一部の柱痕だけを第１面で掘削してしまった。

包含層を掘り下げていく段階ですべての柱穴を検出した。しかし、庇部分の柱穴に関しては、建物南

際から中世の削平を受けており、一部確認できなかった。現状では、建物部分の標高は北側2.6ｍ、

南側は標高2.4ｍを測り、南側に傾斜している。また、地山も同様に南側の谷に向かって、ちょうど

この建物の南側部分から傾斜する（Fig.７）。そのため、まず建物を構築するには、ある程度の平坦

面を築く必要があったと思われる。基底面になったトレンチ1420（Fig.６）のB層からは、６・７世

紀代の遺物が多量に出土し、この層が調査区南側に広がっていることからかなり大規模な造成を行っ

たのではないかと考えられる。整地層は青灰色シルト、オリーブ灰色シルト、灰黒色粘質土、白色粗

砂、褐色粗砂等からなる。土質がシルト、砂であるためか、ブロック状の堆積は見られず、層状の堆

積であった。

復元できる建物は、総庇をもつ２間×５間の東西に長い建物である。主軸方位はN－59°－Eであ

る。桁行全長は12.7ｍで、柱間は東から2.7m、2.3m、2.5m、2.5m、2.7mを測る。梁行全長は4.5ｍで、

柱間は北から2.3m、2.2ｍを測る。庇の出にはばらつきが見られ、北側で1.4～2.0ｍ、南側で1.45～1.6

ｍ、東側で1.7～1.8m、西側で1.6mを測る。側柱は円形から隅丸方形プランで、柱痕跡が残るものが

９つ、うち柱根の残るものが４つある。庇部分の柱プランは円形で、柱根の残るものが１つある。柱

穴覆土は基本的に砂質土とシルトの互層である。一部わずかであるが粘質土が入り、版築状となって

いるが、締まりがない。SP‐１は第１面で検出した。第１面で他の柱穴を確認できず、建物との認

識ができずに掘削してしまった。そのため、土層図をとっていない。半裁した際には柱等の痕跡は確

認できなかった。径92～120cmの円形プランで、深さは67cmである。SP‐2は径105cmの円形プラン

で、深さは40cmである。柱痕跡が残り、柱根が直径15cm、高さ13cmほど残存するが、心材も外皮も

残っていなかった。取り上げる際に細かく砕けてしまった。SP‐３は径95cmの円形プランで、深さ

は50cmである。砂質土で細かく版築されている。柱根が残り、直径は13～18cm、長さは26.7cmを測

る。樹種はチャンチンモドキ（付編２参照）である。遺存状況は悪く、加工痕はみられない。柱は底

面よりやや浮いた状態である。東側に扁平礫が２石あるが、根固めに用いたと考えられる。SP‐４

は径107～128cmの円形プランで、深さは32cmである。先行して、柱部分にあたる柱穴のみ掘削して

しまったため、この掘方に伴う柱であるか不明である。遺物は出土しなかった。この柱穴が柱であれ

ば、底面よりやや沈み込んだ様相を呈する。SP‐５は108×118cmの隅丸方形プランで、深さは33cm

である。土層からは約38cmの柱痕跡が確認できる。SP‐６は南東側を大きく削平される。115×82＋

αcmの隅丸方形プランで、深さは26cmである。柱痕跡は確認できない。SP‐７は径118cmの円形プ

ランで、深さは32cmである。27×34cm、厚さ12cmの扁平な花崗岩を根石として用いている。掘りす

ぎてしまったため、根石は浮いた状態にあるが、土層からは底面に据えられている状況がうかがえる。

SP‐８は南側を大きく削平される。現状では約140cmの円形プランで、深さは28cmである。土層か

ら約27cmの柱痕跡が確認できる。SP‐９は88～112cmの楕円形プランで、深さは46cmである。土層

からは約22cmの柱痕跡が確認できる。SP‐10は118～124cmの円形プランで、深さは28cmである。土

層からは柱痕が、底面の地山より12cm沈み込んでいる様子が看取できる。柱材にはSP‐３と同様の

チャンチンモドキ（付編２参照）を用いる。柱は19.5～23.7cmの直径をもち、約40cmの長さを測る。

底面には先端を尖らせるように斜め方向の粗い加工痕がみられるが、遺存状況は悪い。SP‐11は96
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～102cmの円形プランで、深さは48cmである。土層からは13cm程の柱痕跡がうかがえる。７石の頭

大の花崗岩や砂岩を根固め石として用い、そのため石の中央には25cm程の円形の窪みが残る。SP‐

12は104～110cmの円形プランで、深さは40cmである。SP‐11同様、７石の頭大の花崗岩や砂岩を根

固め石として用いる。石の中央には33cm程の円形の窪みが残る。根石はなく、石を斜めに入れて固

める。南側には石は置かれていない。柱根が遺存しており、チャンチンモドキ（付編２参照）である。

柱は直径20cm、長さ30cmを測り、SP‐10と異なり、底面は平坦である。SP‐13は東側をトレンチで

削平される。90～104cmの円形プランで、深さは48cmである。柱痕跡は確認できない。頭大から拳大

の11個の花崗岩が南側に寄って、床面に置かれる。SP‐14は東側を削平される。約100cmの円形プラ

ンと考えられ、深さは33cmである。柱痕跡は確認できなかった。庇部分の柱は33～88cmの円形プラ

ンを呈し、深さは14～50cmを測る。庇の柱痕で柱根が確認できたものはSP‐29だけである。径53～

60cmの円形プランを呈し、深さは17cmである。柱根が残り、北側に接して頭大の花崗岩が１石据え

られる。柱根は床面から18cm程、地山に沈んでいる。柱材はイスノキ（付編２参照）である。心材

を除く1/2周程が遺存する。復元直径は17cm、長さ34.5cmを測る。加工痕は残っていない。

－ 11－
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１　灰黒色土・黄白色砂
２　灰色土
３　白灰色砂
４　灰色砂質土
５　白黄色シルト
６　灰白色シルト・灰色シルト
７　灰黒色土
８　灰色砂質土
９　灰黒色砂質土
��　白色シルト

 
１　黄灰色砂質土・黄色砂 
２　灰黒色土・灰黄色砂 
３　灰黒色土 
４　灰黒色砂質土 
５　黄褐色砂 
６　灰黒色土・灰黒色砂質土 
７　灰褐色粗砂に灰黒色土混入 
８　灰黒色土 

 
１　灰黒色土・褐色砂 
２　灰色砂質土・灰色土 
３　褐色砂に少量灰色土混入 
４　灰色砂質土 
５　灰色砂・褐色砂・灰色土 
６　褐色砂に灰色砂質土斑状に混入 
７　褐色粗砂（地山） 
８　褐色砂質土（別ピット） 

 
１　灰白色砂質土
２　灰色砂・黄白色砂
３　灰色砂質土　４　黄白色砂
５　灰黒色土（炭化物混入）
６　灰黒色土（粘質帯びる）
７　黄色砂
８　灰色砂・茶色砂（炭化物混入）
９　灰色砂質土
��　黄色砂・灰色土
��　白色シルト
��　黄色砂質土　��　灰黒色土
��　灰色砂　　　��　黄灰色砂質土
��　灰色土・黄灰色砂質土
��　黄色砂質土・灰白色砂質土　　 
 

 
１　灰色砂質土 
２　灰黒色砂質土 
３　黄褐色砂 
４　灰褐色砂質土 
５　灰褐色砂質土・褐色砂 
６　灰色砂質土 
７　褐色砂・灰色砂 
８　褐色砂質土（ピット） 

 
１　黄褐色粗砂 
２　灰色砂質土 
３　灰黒色土 
４　灰褐色粗砂 
５　褐色粗砂（地山） 

 
１　黄褐色土・灰黒色土（柱痕）
２　黄白色粗砂（柱痕）
３　灰黒色土に黒色土混入
４　灰黒色土に黒色土・黄褐色シルト混入
５　黄褐色砂・灰黒色砂
６　灰黒色砂
７　黒色粗砂
８　灰黒色土に黒色土混入
９　灰黒色土に黒色土・黄褐色シルト混入
��　灰色砂・黄色砂
��　褐色粗砂・灰褐色粗砂（地山）

 
１　灰黒色シルト・黄色シルト（柱痕）　２　黄褐色砂・灰色砂（柱痕）
３　黄灰色シルト（柱痕）　　　　４　灰色シルト（柱痕） 
５　灰黒色シルト　　　　　　　　６　黄灰色砂・灰色シルト 
７　灰黒色シルト（炭化物混入）　８　灰色シルト・黄褐色砂 
９　褐色粗砂　　　　　　　　　　��　黄白色粗砂・褐色粗砂（柱痕）
��　灰色シルト・白色シルト　　　��　灰色粗砂　　　��　黄灰色粗砂
��　灰色シルト　　　　　　　　　��　黄褐色砂　　　��　灰色砂
��　灰色シルト・灰白色砂（整地層） 
��　灰黒色粘質土・灰黒色シルト（整地層） 
�	　灰黒色シルト（整地層） 

 
１　黄褐色土・灰色土　２　灰黒色土・黄色土 
３　灰色土・黄色土　　４　灰褐色砂質土
５　灰黒色土に黒色粘土混入）　６　黄白色砂
７　にぶい褐色粗砂　　８　にぶい灰褐色土
９　灰黒色土に黒色粘土混入
��　灰白色粗砂に黒色土混入）
��　白色粗砂（整地層？）
��　灰黒色土（整地層？）
��　灰色土・白色砂（整地層？）
��　褐色粗砂（整地層？）
��　白色砂（整地層？）
��　灰黒色粘質土と褐色砂の互層（整地層？）
��　褐色土に黒色土混入（整地層？）
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１　灰色土・白色砂　　　　　２　灰黒色土
３　黄褐色砂・黄褐色シルト　４　灰黒色シルト
５　黄褐色砂　　　　　　　　６　灰色シルト
７　黄褐色粗砂　　　　　　　８　灰色砂質土
９　灰色砂質土・灰色シルト　��　灰黒色土
��　灰黒色シルト　　　　　　��　青灰色砂
��　黄褐色土（柱痕）　　　　��　灰白色砂（柱痕）
��　灰色砂質土　　　　　　　��　灰色シルト
��　灰色粘質土

 
１　灰褐色砂質土　２　灰黒色土・青灰色砂
３　灰黒色土・灰色砂・灰白色砂
４　青灰色砂質土　５　褐色砂・灰黒色土
６　青灰色シルト　７　灰黒色シルト
８　灰黒色シルト・褐色砂
９　灰黒色シルトに黒色シルト班状に混入
��　灰色砂（炭化物混入）　��　黒色シルト
��　黒色シルト・灰色砂
��　青灰色シルト・灰黒色シルト
��　灰色シルト　　��　灰褐色シルト・灰黒色シルト
��　褐色シルト　　��　青灰色シルト・黒色シルト
��　青灰色砂・青灰色シルト
�	　青灰色砂　　　��　オリーブ灰色シルト　

 
１　青灰色シルト　２　灰色砂
３　青灰色シルト（炭化物混入）
４　青灰色シルト・白色シルト（炭化物混入）
５　灰色シルト　　６　灰白色シルト
７　灰色シルト　　８　灰白色シルト
９　黄褐色砂質土　��　灰色シルト
��　灰黒色シルト（炭化物多い）
��　灰色砂・黄色砂（炭化物多い）
��　白色シルト　　��　灰色粘質土・灰色シルト
��　灰色シルト　　��　白色シルト（地山）
��　灰色粘質土・シルト
��　灰白色シルト（地山）
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Fig.10 SB2420土層実測図（1/40）
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Ph.７ SB2420 SP-1（北東から） Ph.８ SB2420 SP-14（北東から）

Ph.９ SB2420 SP-2（北西から） Ph.10 SB2420 SP-2土層（北西から）

Ph.11 SB2420 SP-3（北西から） Ph.12 SB2420 SP-3土層（北西から）

Ph.13 SB2420 SP-4（北西から） Ph.14 SB2420 SP-4（北西から）
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Ph.15 SB2420 SP-5（北西から） Ph.16 SB2420 SP-5土層（北西から）

Ph.17 SB2420 SP-6（北西から） Ph.18 SB2420 SP-6土層（南東から）

Ph.19 SB2420 SP-7（南西から） Ph.20 SB2420 SP-7土層（南西から）

Ph.21 SB2420 SP-8（南西から） Ph.22 SB2420 SP-8土層（南東から）
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Ph.23 SB2420 SP-9（南東から） Ph.24 SB2420 SP-9土層(南東から）

Ph.25 SB2420 SP-10（南東から） Ph.26 SB2420 SP-10土層(南東から）

Ph.27 SB2420 SP-11（南東から） Ph.28 SB2420 SP-11土層(南東から）

Ph.29 SB2420 SP-12（南東から） Ph.30 SB2420 SP-12土層(南東から）



出土遺物（Fig.12 Ph.35） 側柱の柱穴からは土師器の椀、回転ヘラ切り底の坏、甕、須恵器の高

台付き坏、黒色土器A類、B類の椀や皿が出土する。柱痕からの遺物は少量であるが、掘方と比較し

て大きな相違はみられなかった。当然、掘方からは上記の遺物の他、弥生土器、古墳時代の須恵器・

土師器も多く出土する。他にSP‐10の南側掘方から長門産と思われる緑釉陶器片が出土する。SP‐

23からは越州窯青磁の小片が出土する。滑石片がSP‐10上層・11北側掘方・12北側掘方上層から出

土し、SP‐11のものの外面には煤の付着がみられ、石鍋と考えられる。また、銅の鋳造関連に使用

されたと考えられる土師器・須恵器の転用品が、SP‐6最上層、SP‐７西側掘方から出土する。また

羽口（遺物番号53）がSP‐11南側掘方から出土する。Fig.12中の最上層とした遺物は遺構検出面から

約10cm掘り下げて出土したものである。

28～31はSP‐1出土である。28～30は土師器の椀、31は黒色土器A類の椀で、内外面ともに丁寧に

磨く。32～36はSP‐2出土で、36は北側掘方から、他は最上層出土遺物である。すべて土師器で、34

は高台付き皿、36は坏の底部片、他は椀である。底部はすべてヘラ切りで、板状圧痕が残る。37は

SP‐3掘方出土の黒色土器B類の椀である。内外面ともに研摩され、内面には工具痕が残る。38～40

はSP‐4最上層出土の遺物である。いずれも椀で、38の色調は明橙色を呈し、赤褐色粒を多く含む。

他は橙色を呈し、赤褐色粒は少量含む。41はSP‐5最上層出土遺物の丸瓦片である。凸面はナデで調

整し、凹面には布目が残る。色調は凸面が灰色、凹面がにぶい橙色を呈する。42はSP‐6出土の土師

器の椀である。少量の赤褐色粒を含み、白橙色を呈する。43はSP‐7最上層出土の黒色土器B類の椀

の底部片である。内外面ともに丁寧な研磨が施される。44・45はSP‐8出土である。44は南側掘方出
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Ph.31 SB2420 SP-13（北東から） Ph.32 SB2420 SP-13土層(北東から）

Ph.33 SB2420 SP-29（北東から）
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Fig.11 SB2420出土遺物実測図①（1/6）

Ph.34 SB2420出土遺物①
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Fig.12 SB2420出土遺物実測図②（1/3）
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土の土師器の坏である。底部はヘラ切りで、色調は白橙色を呈する。45は柱痕部分である１層出土の

黒色土器B類の皿である。口縁部は体部中位で屈曲し、上方へ伸びる。46～49はSP‐9出土遺物であ

る。46・47は南側掘方から出土し、46は須恵器の高台付き坏で、外底部はナデで調整する。47は土師

器の椀である。低い高台が大きく外に開く。48・49は北側掘方上層出土の遺物で、48はヘラ切りの底

部に板状圧痕が残る土師器の坏である。49は黒色土器B類の皿である。口縁部は底部からそのままの

び、端部は面取りされ、平坦を呈する。内外面ともに細かく研磨される。50はSP‐10最上層出土の

土師器の椀である。胎土には金雲母を多く含み、白橙色を呈する。51はSP‐10北側掘方上層出土の

坏部とSP‐11最上層出土の高台が接合したものである。土師器の椀で、内面は明褐色、外面は白橙

色を呈する。52・53はSP‐11出土である。52は南側部分の柱痕と掘方部分から出土した土師器の椀

である。白橙色を呈する。53は南側の掘方から出土した羽口で、先端部を欠損する。胎土には金雲母

を少量、白色砂粒を多く含み、指なで、指押さえで調整する。被熱により先端部分は黄橙色から、明

褐色、黒色を呈する。54～58はSP‐12出土で、54は南側掘方、58は最上層、他は北側掘方の出土で

ある。54は須恵質の丸瓦で、凸面は斜格子のタタキを部分的にナデ消し、凹面も粗くナデを行うが、

布目が残る。胎土には白色砂粒を多く含む。55は土師器の椀、56は黒色土器A類の甕の口縁部片であ

る。内外面ともに横方向のナデで調整し、内面にはわずかにミガキがみられる。57は須恵器の高台付

き坏である。58は土玉で、径2.0×2.1cm、長さ1.9cmとほぼ球形を呈し、中央には0.4cmの穿孔がある。

器面には指ナデの痕跡が残る。重さは7.26gを量る。59・60はSP‐13東側出土遺物である。59は須恵

器の高台付き坏で、外底部はヘラケズリを行い、ヘラ記号が残る。60はヘラ切りの底部をもつ土師器

の坏で、復元口径13.0cmを測る。61～64はSP‐14出土である。61は土師器の椀で、内面にはミガキ

がみられる。高い高台が底部と体部の境に付く。赤褐色粒をわずかに含み、明橙色を呈する。62はヘ

ラ切りの底部をもつ土師器の坏である。色調は黄橙色を呈し、底部には板目圧痕が残る。63・64は黒

色土器A類の椀である。64は内面のミガキはやや粗で、外面下位には指頭圧痕が残る。65・66はSP‐

22出土である。65は土師器の坏で、ナデで調整する。66は黒色土器B類の椀である。体部は内外面と

もに丁寧なヘラミガキが施される。以上の出土遺物より創建は10世紀後半と思われる。新しい遺物

（60・64）が掘方等に混在するが、これは後の混入と考え、廃絶は11世紀前半と思われる。

－ 19－

Ph.35 SB2420出土遺物②

32 66

535834



73

0 5cm

H＝3.2m

0 1m

0 20cm

72（掘方） 

70（井側内） 71 
（井側内） 

69（掘方） 

68 
（掘方） 

67（掘方） 

－ 20－

Fig.13 SE1109実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/6）

Ph.36 SE1109（南東から) Ph.37 SE1109出土遺物

73



２）井戸
井戸は７世紀から近世に至るまでの16基を検出した。

現在は標高1.2ｍ付近で湧水する。

SE1109（Fig.13 Ph.36・37） 第１面20区に位置し、

北東側を試掘トレンチに切られる。掘方の平面プランは

東西方向に長い楕円形を呈し、長径2.95m、短径2.2mを測

る。上面からの深さ約0.7mの箇所に平坦面を設け、やや

南西寄りに井側下部を据えるためさらに約1.0m掘削する。

その掘り込みは径約1.0ｍを測る円形を呈する。ちょうど

この掘り込み部分から下で、木桶が上下二段にわたり確

認できた。下段の内側に据え付けられた水溜用の桶の板

材は、スギ（付編２参照）のナナメ取り材を用いている。

実測できたもの（遺物番号73）は、現存で長さ46＋αcm、

幅16cm、厚さ1.8cmを測る。確認できた板材から復元す

ると、桶は約11枚の板材を用いたと考えられる。上段の

外側の桶は遺存状況が悪く、現存では長さ29cm程である。下段同様のスギの板材で、復元すると14

枚用いたことになる。なお、底面の標高は1.5mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.13） 67～69は回転糸切り底の土師器である。67・68は小皿、69は坏である。口径

はそれぞれ7.1、8.0、14.1cmを測る。70・71は肥前系の陶磁器である。70は小碗で、乳白色の胎土に

青みを帯びた灰白色の釉がかかる。器面には細かい貫入が多く入る。71は染付の小碗である。72は石

鍋転用の滑石製品と思われ、石鍋の鍔をつまみに利用し、下面は凸面に仕上げる。欠損部以外は、全

面を研磨する。他に陶磁器ではたこ唐草文をもつ染付、製鉄関連では炉壁２点、鉄滓2点、鉄釘１点

が出土する。井戸の時期は18世紀～19世紀と考えられる。

SE1139（Fig.14 Ph.38） 第１面10区に位置し、東側を柱穴に切られる。掘方の平面プランは径

1.8mの円形を呈する。上面からの深さ約0.2mの箇所に平坦面を設け、やや南西寄りに井側下部を据

えるためさらに約1.0m掘削する。その掘り込みは径約1.0ｍを測り、円形を呈する。壁面の傾斜は急

で、上面からの深さ約0.8m付近からは、さらに直立気味となる。なお、底面の標高は1.55mを測り、
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Fig.14 SE1139実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）

Ph.38 SE1139（北東から）
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Fig.15 SE1201・SE1416・SE1417実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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内部に木質等は確認できなかった。

出土遺物（Fig.14） 74は土師器の坏で、復元口径10.2cmを測る。底部はヘラ切り後、中央に板状

圧痕を残し、周囲を丁寧にナデる。75は越州窯系青磁碗Ⅲ－１a類の碗の底部片である。76は石鍋の

小片である。最も厚い部分で3.0cmを測り、外面には煤が付着する。他には黒色土器A類や瓦（内面

布目、外面縄目タタキ）が出土する。遺物から、11世紀中頃と考えられる。

SE1201・1416・1417（Fig.15 Ph.39～42） 第１面13区に位置し、南側は攪乱を受け、北側は調

査区外へ延びる。掘方検出面から1.0m掘削した段階で、井側を２基確認した。また、南側の壁面土層

と井側の切り合いから３基の井戸が存在することが判明した。最も新しい井戸はSE1201、次に

SE1417、古いものはSE1416となる。SE1201は掘方のみの検出で、井側を確認するまで掘削した部分

である。井側は調査区外に存在すると考えられる。SE1417は井側のみの検出である。井側は径0.53m

の円形プランの掘り込みで、深さは0.25mを測る。遺存状況は悪いが、その内部には水溜に用いたと

考えられる、厚さ1.0cm程の木質が遺存していた。曲物と考えられる。底面の標高は1.8mを測り、湧

水は認められなかった。下層には細かい白色砂が堆積し、地山面は粗砂となる。SE1416も井側のみ

の検出である。井側掘方は長径1.0m、短径0.8mの楕円形を呈し、深さ0.65mを測る。その内部に曲物

を水溜として用いる。曲物の東側基底面には土師器の坏（遺物番号84）が伏せて据えてある。曲物を

据えた後、掘方の下層を青灰色粘土と砂の互層で、上層を青灰色粘土で充填する。曲物の遺存状況は

良好で、径は0.6mを測り、土圧でやや歪んでいる。高さは現存で0.25mを測る。曲物を除去すると裏

に幅3.0cm、厚さ3.0mm程の木質が縦方向と横方向にみられた。補強に用いたと考えられる。なお、

底面の標高は約1.8mを測る。

出土遺物（Fig.15） 77～83はSE1201出土の遺物である。77は回転糸切り底の土師器の小皿である。
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Ph.39 SE1201・1416・1417（南東から） Ph.40 SE1417井側（北西から）

Ph.41 SE1416井側（南東から） Ph.42 SE1416井側除去後（北西から）



口径は8.1cmを測り、灯明皿として使用する。78は朝鮮時代の軟質白磁と思われる。白濁色の釉が厚

くかかり、外底面は露胎である。79は須恵質の瓦玉で、上面はナデ調整、下面は布目がわずかに残る。

重さは23.94gを量る。80・81は土錘で、いずれも欠損する。現存で重さは15.27g、28.66gを量る。82

は石鍋転用の滑石製品と思われ、石鍋の鍔をつまみに利用し、下面はやや凹面に仕上げる。欠損部以

外は、全面を研磨する。83は滑石石鍋である。井戸の時期は掘方のみの掘削であったため、詳細は不

明であるが、14世紀前後と考えられる。16世紀の遺物（78）が１点出土するが、混入と思われる。84

はSE1416出土の土師器の坏である。底部はヘラ切りで、板状圧痕が残る。復元口径は11.0cmを測る。

他は黒色土器A類が出土し、時期は10世紀前半と考えられる。85はSE1417井側内出土の甕の口縁部片

である。外面は縦方向の刷毛目、内面はケズリで調整する。掘方からは、底部にナデ調整で仕上げた

須恵器の坏が出土する。遺物が少数のため詳細な時期は不明であるが、８世紀後半から９世紀頃と考

えられる。

SE1212（Fig.16 Ph.43） 第１面13区に位置し、南側を大きく削平される。上面からの深さ約

0.9mの箇所に平坦面を設け、ほぼ中央に井側下部を据えるためさらに約0.4m掘削する。その掘り込

みは径約0.7ｍを測る。ちょうどこの掘り込み部分から下で、遺存状況は悪いが、曲物が上下二段に

わたり確認できた。現状では土圧で大きく歪んでいるが、下段の内側に据え付けられた水溜用の曲物

は径約0.4m、上段の外側の曲物は径約0.7mと考えられる。下段の水溜は東側に寄っている。上下段

ともに曲物の厚さは１.0cm程である。なお、底面の標高は1.6mを測る。

出土遺物（Fig.16） 86～88は土師器である。86は回転ヘラ切り底の坏で、復元口径11.7cmを測る。

87は高台付き小皿、88は椀の底部片である。89は黒色土器B類、90は黒色土器A類の椀である。91は

越州窯系青磁碗Ⅱ類の口縁部片である。他に管状土錘、滑石、鉄滓が１点出土する。水溜内からは越

州窯系青磁片が出土し、井戸の時期は11世紀頃と考えられる。

SE1317（Fig.17 Ph.44） 第１面14区に位置し、北側を大きく削平される。掘方の平面プランは

南北方向にやや長い隅丸方形を呈し、長辺約4.0m、短辺3.6mを測る。壁面は上面からの深さ約0.9m

の部分から傾斜を緩やかにし、深さ約1.2mの箇所に平坦面を設ける。そこからやや東寄りに井側下部

を据えるためさらに約10cm掘削する。その掘り込みは径約1.2ｍを測る円形を呈する。内部に木質等

は確認できなかった。なお、底面の標高は1.7mを測る。

出土遺物（Fig.17 巻頭図版４） 92・93は回転ヘラ切り底の土師器の坏である。復元口径は

10.5cm、13.5cmを測る。94は防長産の緑釉陶器である。胎土は淡黄褐色を呈し、淡緑色の釉が全面に

かかる。底部はヘラ切りで、わずかにミガキがみられる。95は土師器の甕である。外面は縦方向の刷

毛目、内面口縁部は横方向の刷毛目、胴部は縦方向のケズリで調整される。96は越州窯系青磁碗の口

縁部片である。胎土は精良で淡黄灰色を呈し、黄緑色の釉がかかる。97は高麗青磁と思われる。碗の

口縁部片で、胎土は灰色を呈し、わずかに白色砂粒を含む。暗緑色の釉がかかる。98は管状土錘で、

重さは20.13gを量る。99は瓦質の丸瓦である。凸面はナデで調整し、凹面には布目が残る。100は鉄

製鍋の小片と思われる。内面はゆるやかに湾曲し、外面には鈍い屈曲がみられる。他に小片であるが、

黒色土器A・B類、砂岩製の砥石片、滑石が出土する。水溜内からは遺物の出土はなかったが、以上

の出土遺物から井戸の時期は11世紀中頃と考えられる。

SE1342（Fig.18 Ph.45） 第１面18区に位置し、北西側は調査区外へ延びる。掘方の平面プラン

はやや南北方向に長い楕円形を呈し、長径1.9m、短径1.7mを測る。上面からの深さ約0.9mの箇所に

平坦面を設け、中央に井側下部を据えるためさらに約0.3m掘削する。その掘り込みは径約0.45ｍを測

る円形を呈する。内部には青灰色粘土がブロック状で入るが、木質等は確認できなかった。なお、底

－ 24－



－ 25－

H＝3.2m

H
＝
3.2m

88（上層） 

0 1m

0 10cm

86（上層） 

87（上層） 

89（上層） 90（上層） 

91（上層） 

Fig.16 SE1212実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.43 SE1212井側（南から） Ph.44 SE1317（南から）
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面の標高は1.85mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.18） 101～104は回転糸切り底の土師器で、底部には

板状圧痕が残る。101は小皿、102～104は坏である。105は白磁碗Ⅷ－３

類、106は龍泉窯系青磁碗Ⅱ－b類である。107は細身の管状土錘で、重
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Fig.17 SE1317実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/2）



さは現存で3.19gを量る。108は竈片で、内面はケズリ、他は強いナデで調整する。他に鉄釘が出土す

る。水溜内から遺物の出土はなかったが、以上の出土遺物から井戸の時期は13世紀前半と考えられる。

SE2021（Fig.19 Ph.46～51） 第２面６区に位置する。掘方の平面プランは径1.8mの円形を呈す

る。北側の壁面は上面からの深さ約0.45mの箇所で段となり、さらに0.35m緩やかに傾斜する。南側
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Fig.18 SE1342実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.45 SE1342（南東から）



の壁面は底面まで緩やかに傾斜する。井側には丸太刳り抜き材を据え、頭大の小振りな石で裏込めし、

その周囲や上位に大降りの石を据える。石の中には長さ50cmを測るものもある。井側は検出面で径

35cm、底面で径31cmとややすぼまり、高さは23cmを測る。遺存状況は悪く、幅1.0cmにも満たない

木質が表皮状に遺存する。水溜には曲物を使用する。曲物は南北方向に長い楕円形を呈し、現状で、

長径45cm、短径35cmを測る。木質は東側に遺存するが、西側では痕跡を確認できる程度である。し

かし、東側の木質も一部、前にせり出すなど良好とはいえない状況である。掘方底面は曲物とほぼ同

じ形状を呈し、南北方向に長い楕円形である。長径70cm、短径50cm、底面の標高は1.55mである。こ

の井戸は井側が内径35cmと、腐食したことを考慮しても非常に小さい。それに較べ、復元径40cmの

水溜用の曲物の方が、ほぼ同じか若干大きくなる。そこで、井側が曲物の上にのるように曲物をたわ

ませた可能性も考えられる。曲物を据え、砂で充填した後、井側となる刳り抜き材を据え、石と砂で

裏込めする。裏込めの石は、井側が腐敗しても現況を保っており、井側が検出面までほぼ同じ径であ

ることを示す。なお、湧水は認められなかった。

0 2m

H＝2.6m
H
＝
2.
5m
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Fig.19 SE2021実測図（1/40）
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Ph.46 SE2021（北東から） Ph.47 SE2021井側検出状況（北東から）

Ph.48 SE2021井側検出状況（南東から） Ph.49 SE2021井側検出状況（南東から）

Ph.50 SE2021曲物検出状況（南東から) Ph.51 SE2021曲物検出状況（南から）



出土遺物（Fig.20） 109～113は須恵器である。109は蓋で、口縁端部をわずかにつまみだす。110

～112は高台付き坏で、低い高台が、体部と底部の境よりやや内側に付く。110・111の底部外面はナ

デ、112はヘラケズリで調整される。113は鉢で、体部から直線的に口縁部へと立ち上がり、口縁端部

は平坦面を呈する。114～117は土師器である。114・115は回転ヘラ切り底の坏で、114はヘラ切り後、

丁寧にナデで調整する。116・117は復元口径15.5cmを測る皿である。116は口縁部内面に煤が付着す

る。117は外底部に墨書を有するが、詳細は不明である。118は黒色土器A類の椀である。119～122は

管状の土錘である。重さは119が12.68g、120が18.72g、121が24.32g、122が33.5gである。他に椀状滓

が２点出土する。以上の出土遺物から井戸の時期は８世紀後半から9世紀初頭と考えられる。

SE2022（Fig.21 Ph.52） 第２面５・６区に位置する。実線は井側等の内部構造あるいはそれを

破壊した際に由来するプラン、破線は掘方である。掘方の平面プランは南北方向に長い隅丸方形を呈

し、長辺3.5m、短径2.85mを測る。上面からの深さ約0.2mの箇所に平坦面を設け、ほぼ中央に井側下

部を据えるためさらに約0.7m掘削する。その掘り込みは、上面で径約2.2ｍを測る隅丸方形を呈する。

底面では径0.45～0.55mの円形を呈し、この部分に水溜を設けたと考えられる。水溜は北西寄りに付

けられる。木質等は認められなかった。なお、底面の標高は1.55mを測る。

出土遺物（Fig.21） 123～126は須恵器である。123・124は蓋で、123は外側に、124は下方に口縁

端部をつまみだす。125は浅い坏の口縁部片で、口縁部は外反する。126は高台付き坏で、低い高台が、
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Fig.20 SE2021出土遺物実測図（1/3）
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Fig.21 SE2022実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



体部と底部の境よりやや内側に付く。底部外面はナデで調整される。127・128は土師器の椀である。

127は外面にわずかだが、ミガキが認められる。胎土は金雲母、細かい砂粒を含むが、精良で、色調

は外面が白橙色、黒色、内面が白橙色、褐色を呈する。129・130は須恵器の壺である。129は肩部片

で、肩から胴部にかけては強く屈曲する。外面はタタキ、内面は回転ナデで調整する。外面には自然

釉がかかる。白色砂粒を含み、胎土は灰黄色を呈する。130は底部片で、外底部には円弧タタキが残

り、体部外面は粗いケズリ、内面は強いナデで調整される。白色砂粒を多く含み、胎土は紫灰色を呈

する。全面に自然釉がかかる。131は竈の小片である。132～134は管状土錘で、重さは132が9.0g、

133が11.41g、134は一部欠損するが、32.64gを量る。井戸の時期は８世紀中頃から後半と考えられる。

SE2055（Fig.22 Ph.53～55） 第２面１区に位置し、東側を削平される。掘方の平面プランは隅

丸長方形を呈し、長辺2.9m、短径2.1＋αmを測る。南側の壁面は上面からの深さ約0.6mの箇所で段

となり、さらに0.2m程緩やかに落ちる。北側の壁面は底面まで緩やかに傾斜する。井側は掘方の北西

寄りに設け、方形を呈し、内側と外側の二重に確認できた。内側の井側は遺存状況が比較的良好で、
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Ph.52 SE2022（西から) Ph.53 SE2055（南東から）

Ph.54 SE2055井側内側（北から） Ph.55 SE2055井側外側（東から）
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四方の板材が確認できた。長さ約50cm、幅は現存で34cm、厚さは約1.0cmを測る。外側の井側は遺存

状況が悪く、南側の板材で、長さ55cm、幅25cm、厚さ1.5cmを測る。他は北側と西側に一部遺存する

だけである。その内部には黒褐色土の堆積が確認でき、この土は径45cmの円形を呈しており、水溜

部分と考えられる。なお、底面の標高は1.75mを測る。

出土遺物（Fig.22） 135は須恵器の高台付き坏である。底部外面はナデで調整される。136は黒色

土器である。内外面ともにナデで調整される。137は竈の小片である。138・139は焼塩壺の底部片で、

内面には布目が残る。外面は強い指押さえとナデで調整する。140は管状土錘で、半分が欠損する。

重さは16.78gを量る。井戸の時期は8世紀後半と考えられる。
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Fig.22 SE2055実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



SE2056（Fig.23 Ph.56） 第２面１区に位置し、東側をSE2055に切られる。掘方の平面プランは

隅丸方形に近く、南北方向で2.2mを測る。上面からの深さ約0.7mの箇所に平坦面を設け、中央に井

側下部を据えるためさらに約0.45m掘削する。その掘り込みは上面で楕円形を呈するが、底面では径

45cmの正円形をなす。内部に木質等は確認できなかった。底面の標高は1.55mを測る。

出土遺物（Fig.23） 141～145は須恵器である。141～143は蓋で口縁端部をわずかにつまみだす。

141と143の天井部には回転ヘラケズリが残る。144・145は坏で、145の底部外面はヘラケズリで調整

される。146・147は土師器の甕である。146は内面刷毛目、外面はタタキの後、ナデで調整する。148

は竈の小片である。149は管状土錘で一部欠損するが、重さは17.93gを量る。井戸の時期は８世紀中

頃と考えられる。
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Fig.23 SE2056実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.56 SE2055・2056（南東から）



0 1m

H＝2.8m

0 10cm 0 5cm

157（井側内） 

156 
（上層） 

160 
（上層） 

161 
（上層） 

162 
（上層） 

150（上層） 
153（井側掘方） 

158 
（井側掘方） 

155 
（井側掘方） 

154（井側掘方） 151（上層） 

152（上層） 159 
（上層） 

163 
（井側内） 

－ 35－

Fig.24 SE2091実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/2）
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３　黒色粘土と青灰色粗砂の互層 

SE2091（Fig.24 Ph.57・58） 第２面14区に位置し、東側を現代井戸に削平される。実線は井側

等の内部構造に由来するプラン、破線は掘方のプランである。掘方の平面プランは隅丸方形を呈し、

一辺3.5mを測る。上面からの深さ約0.2mの箇所に平坦面を設け、そこから0.3m掘り込んだ部分に井

側下部を据えるため、さらに約0.8m掘削する。井側は木質等の痕跡は残っていなかったが、井側部分
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Ph.57 SE2091（南から） Ph.58 SE2091掘方検出状況（南東から）

Ph.59 SE2455（西から） Ph.60 SE2455草木検出状況（南東から）

Fig.25 SE2455実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



にやや黒色を帯びた土が堆積していたため、プランを確認できた。平面プランは東西方向に長い長方

形を呈し、上面では0.85×0.9m、下面では0.45×0.55mを測る。なお、底面の標高は1.5mを測り、湧

水は認められなかった。

出土遺物（Fig.24 巻頭図版４） 150～154は土師器である。いずれも底部はヘラ切りで、ナデ調

整をおこなう。153・154は椀で、153は腰部下位で強く屈曲して立ち上がる。155は緑釉陶器と思われ

る。釉は全面に施釉された痕跡があるが、残っていない。胎土は淡黄褐色を呈する。底部は細い工具

状のもので磨いている。156は黒色土器B類の椀の底部片である。157は黒色土器A類の椀で、体部は

丸みを帯び、口縁部で強く外反する。内面は丁寧に磨かれ、一部銀化している。158・159は越州窯系

青磁の碗である。159はⅠ－２類で、全面施釉後、高台畳付の釉を削る。160～162は管状土錘で、重

さは160が4.98g、161が16.05g、162が27.7gを量る。163は銅鋺の口縁部片である。復元口径は約

14.0cm、現存では高さ1.7cmを測る。器壁は0.13mmと非常に薄く、口縁部は内側に折り返して作って

おり、厚さは1.2mmを測る。体部から口縁部にかけては直線的で、浅い形状と考えられる。外面には

横方向に稜線がみられ、研磨された痕跡が残る。『EDX分析』からは銅と錫がみられ、鉛はほとんど

含まれていなかった。非常に硬質な佐波理の鋺である。他に滑石の小片が掘方から２点出土する。井

戸の時期は10世紀後半と考えられる。

SE2455（Fig.25 Ph.59・60） 第２面12区に位置する。掘方の平面プランは東西方向に長い楕円

形を呈し、長径0.95m、短径0.7mを測る。壁は上面からの深さ約10cmの部分から傾斜を変えて、底面

へと急に落ちる。上層の灰黒色土と下層の黒色粘土との間には藁状の繊維質のものが堆積する。外観

はSK2435の藁状のもの（草本）に類似する。他に木質等は確認できなかった。なお、底面の標高は

1.4mを測り、湧水する。

出土遺物（Fig.25 巻頭図版４） 164～166は土師器である。164は蓋、165は坏、166は椀である。

167は緑釉陶器の底部片である。高台は外に踏ん張るように付けられ、高台下端には凹線が巡り、明

瞭な段をなす。緑灰色の釉が全面に施釉される。胎土は白灰色を呈し、精良である。近江産と思われ

る。井戸の時期は10世紀後半と考えられる。

SE2462（Fig.26 Ph.61） 第２面11区に位置し、北側をSK2354に切られる。掘方の平面プランは

径2.7mの円形を呈する。上面からの深さ約0.2、0.3mの箇所に平坦面を設け、ほぼ中央に井側下部を

据えるためさらに約10cm掘削する。掘り込みプランは南北方向60cm、東西方向70cmの楕円形を呈す

る。内面には木質等は確認できなかった。なお、底面の標高は1.9mを測る。上層でウマの歯・骨片が

集中して出土した。（付編１参照）

出土遺物（Fig.26） 168・169・173は須恵器である。168は坏蓋で、天井部はヘラケズリで調整す

る。169は甕で、球状の体部から外反する口縁部が付く。体部外面は格子目タタキを行った後、カキ

目を施す。内面には同心円の当て具痕が残る。173は大型の甕で、頸部にあまり締まりがなく、体部

から口縁部は緩やかに外反する。体部外面はタタキ、内面は縦方向のケズリで調整する。色調は明橙

色を呈する。170は管状土錘で、重さは14.30gを量る。171・172は土師器の甕である。171は口縁端部

内面に沈線状の窪みがあり、横方向の刷毛目で調整する。体部内面はケズリ、外面は下位に斜方向の

刷毛目が残るが、ナデで仕上げる。172は土師器の甕である。体部は丸みを帯び、頸部から口縁部へ

外反する。強い二次的加熱を受けており、外面の器面は頸部付近まで部分的に剥がれ、内面は焦げが

付着している。外面には叩きの痕跡がわずかにみられ、内面には当て具痕が残る。井戸の時期は６世

紀後半と考えられる。

SE2466（Fig.27 Ph.62・63） 第２面７区に位置し、南側を現代の井戸、北側をSE2021、SK2057

－ 37－



H＝2.6m

0 1m

168

171

170
169

173

172

0 10cm 0 10cm

ウマの歯・骨 

－ 38－

Fig.26 SE2462実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/4）

Ph.61 SE2462（南から）
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５　白色シルトに灰色シルト混入 
６　灰色土・灰色シルト（井筒） 
７　白灰色シルト 

に切られる。掘方の平面プランは円形を呈し、径3.0mを測る。壁は上面からの深さ約0.2mの箇所で、

傾斜を急にして底面に至る。井側部分は土層で確認して判明したため、最初に掘削した北側部分では

検出できなかった。径約40cmを測り、円形プランを呈すると思われる。内部には木質等は確認でき

なかった。なお、底面の標高は1.8mを測り、湧水は認められなかった。
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Ph.62 SE2466（北から） Ph.63 SE2466土層（北から）

Fig.27 SE2466実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（Fig.27） 174～178は須恵器である。174は短い立ち上がりをもつ坏蓋である。175は坏

で、底部はヘラケズリの後、部分的にナデを行う。176・177は高台付き坏である。176の底部外面は

ヘラケズリが残り、胎土に白色砂粒を多く含み、色調は赤褐色を呈する。178は甕の口縁部片である。

胎土は赤褐色を呈し、外面は紫灰色に発色する。179・180は土師器の坏である。179は口縁部片で、

直立気味に立ち上がり口縁端部はそのまま丸くおさめる。内外面ともに磨滅しており、調整は不明で

ある。180は高坏の坏部片で、内面は丁寧な研磨調整の後、暗文風のミガキを縦方向に施す。外面に

は赤色顔料の塗布がみられる。井戸の時期は７世紀中頃から後半と考えられる。

３）土坑
検出した土坑の時期は古墳時代後期、古代、中世のものである。
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Fig.28 SK1001実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.64 SK1001（南から）



SK1001（Fig.28 Ph.64） 第１面８区に位置し、西側を攪乱される。平面プランは楕円形を呈す

ると思われ、長径0.98＋αm、短径0.68mを測る。西側にテラスを有し、深さは0.25mを測る。覆土は

灰褐色土である。遺物はテラスとほぼ同じ高さからまとまって出土する。

出土遺物（Fig.28） 181～189は回転糸切り底の土師器である。181・182は小皿で、口径はそれぞ

れ8.2cm、8.4cmである。183～189は坏で、口径は11.9～14.0cmを測り、186と189は底部に板状圧痕を

有する。190は瓦質土器の片口の擂鉢である。５条以上のすり目が施される。191は古墳時代前期の土

師器の鉢の体部片である。外面は粗い斜方向のミガキで調整され、内面は細い沈線状の暗文が施され

る。192は軽石で、全面研磨されている。重さは7.26gを量る。他に白磁片１点、瓦器の小片、須恵質

土器の小片が出土し、以上の遺物から土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK1002（Fig.29 Ph.65） 第１面４区に位置し、東側を試掘トレンチに切られる。平面プランは

ほぼ円形を呈し、径は0.55m、深さは0.4mを測る。覆土は灰褐色土である。遺物は上層と下層に分け

られ、下層からは完形品がまとまって出土する。

出土遺物（Fig.29） 193～203は回転糸切り底の土師器である。193～197は小皿で、口径は7.9cm～

8.6cmである。198～203は坏で、口径は11.9～13.0cmを測り、193・195・198～201は底部に板状圧痕

を有する。197・200は内面に煤が付着する。204は白磁の皿である。205は把手状の土製品である。指

ナデで調整する。胎土には黒色粒と多量の金雲母が含まれる。他に施釉陶器、瓦器、須恵質土器が出

土し、土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK1011（Fig.30 Ph.66） 第１面１・２区に位置し、中央部は現代の井戸に削平される。平面プ

ランはほぼ円形を呈し、径は2.55～2.7mを測る。深さは0.53mで、ほぼ中央に深さ0.25mのピットを有
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Fig.29 SK1002実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.65 SK1002下層（南東から）



する。覆土は灰黒色土を主体とし、上層

には炭化物が多く混入する。

出土遺物（Fig.30） 206は回転ヘラ切

り底の土師器の小皿で、低部には板状圧

痕を有する。他に黒色土器Ａ類の椀、白

磁、青磁が出土する。土坑の時期は11世

紀後半から12世紀前半と考えられる。

SK1058（Fig.31） 第１面４区に位

置する。平面プランは楕円形を呈し、長

径1.0m、短径0.8m、深さは0.56mを測る。

覆土は灰黒色土で、炭化物を多く含み、

下層はやや粘質を帯びる。

出土遺物（Fig.31） 207は滑石製品で、

下面の剥離した部分である。外面は縦方
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Fig.30 SK1011実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.66 SK1011（南から）
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Fig.31 SK1058実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



向の剥離、底部には細かい

剥離がみられる。煤等の付

着はみられない。他に回転

糸切り底とヘラ切り底の土

師器小片が出土するが、詳

細な時期は不明である。

SK1067（Fig.32 Ph.67）

第１面４区に位置する。平

面プランは楕円形を呈し、

長径1.85m、短径1.2m、深

さは0.55mを測る。覆土は

上層が灰褐色土、下層が砂

質を帯びた灰黒色土であ

る。

出土遺物（Fig.32） 208

～214は回転糸切り底の土

師器である。208・209は小

皿で、口径はそれぞれ7 .8

cm、7.4cmである。210～

214は坏で、口径は12.0～

13.0cmを測り、211は底部

に板状圧痕を有する。215

・216は混入と考えられる

古墳時代前期の土師器の鉢

である。215の口縁部は体

部から外反し、短く立ち上

がる。外面はケズリの後、
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Ph.67 SK1067（東から）



部分的にミガキで調整する。口縁部内面は横方向、体部内面は斜方向に暗文状のミガキを施す。216

は口縁部が強く外傾し、長く伸びる。体部と口縁部の境には沈線状の段を有する。体部外面は斜方向

のケズリの後、ミガキ、口縁部外面は横方向のミガキで調整する。内面は丁寧なミガキ調整の後、暗

文状のミガキを施す。217は瓦質土器の擂鉢である。内面には５条のすり目が施される。218は土師質

土器の鍋である。体部内外面下半には横方向、斜方向、縦方向の刷毛目、上半には横方向のナデを行

う。他に鎬連弁の龍泉窯系青磁、白磁碗Ⅴ類、白磁皿Ⅴ類、褐釉陶器、瓦器椀、黒色土器Ａ類、土師

質土器の甕、鉄釘、滑石が小片であるが出土する。土坑の時期は14世紀前半と考えられる。

SK1073（Fig.33 Ph.68） 第１面５区に位置する。平面プランは東西方向にやや長い楕円形を呈

する。長径0.92m、短径0.77m、深さは0.25mを測り、底面はほぼ平坦である。覆土はしまりのない茶

褐色土を呈する。ほぼ完形品の土師器の甕が、やや底面から浮いた状況で出土する。

出土遺物（Fig.33） 219～221は土師器である。219は椀で、断面が台形を呈する低い高台が付く。

220・221は甕である。220は口縁部片で、体部外面には縦方向の刷毛目を施す。口縁部内面は横方向

の刷毛目、体部内面は横方向のケズリで調整し、口縁部と体部の境には明瞭な稜線を有する。221は

小甕で、口径は14.8cmを測る。底部は平底で、色調は黄橙色を呈する。この平底部分は火を受けた痕

跡は認められないが、底部と体部の境から頸部にかけては熱を受け、黒色、褐色を呈する。特に体部

過半は器壁が剥落する。体部外面は縦方向の刷毛目、底部外面には横方向の刷毛目で調整する。体部

内面は粗い縦方向のケズリで調整した後、底部付近は指押さえやナデで仕上げる。口縁部は横方向の

ナデを施す。他に竈、滑石の小片が出土する。土坑の時期は６世紀後半から７世紀初頭と思われる。
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SK1077（Fig.34 Ph.69） 第１面５・９

区に位置し、西側を現代の井戸に切られる。

平面プランは楕円形を呈し、長径2.4＋αm、

短径1.85m、深さは0.55mを測る。壁面は緩や

かに傾斜し、底面は平坦である。覆土は上層

が炭化物を多量に含んだ灰黒色土で、最下層

からは焼土も検出した。

出土遺物（Fig.34） 222～231は土師器で

ある。222～227は回転ヘラ切り底の小皿であ

る。口径は9.2～10.3cmを測る。222以外は底

部に板状圧痕が残る。色調は222が明橙色を

呈するが、他は白橙色である。胎土には白色

砂粒、金雲母を含む。228・229は丸底坏で、

口径はそれぞれ14.7cm、15.6cmを測り、底部

に板状圧痕を有する。色調は白橙色を呈し、

胎土は小皿と類似する。230・231は回転糸切

り底の坏で、板状圧痕を有する。口径はとも

に12.2cmである。色調は明橙色を呈し、胎土

には白色砂粒、金雲母、赤褐色粒を含む。232・233は黒色土器B類の椀である。体部は丸みを帯び、

体部中位で屈曲する。高台は高く、やや外側に開く。内外面ともに丁寧にミガキを行う。234は白磁

碗Ⅴ類、235は白磁碗Ⅱ類である。他に土師器の椀、黒色土器A類、越州窯系青磁、瓦（須恵質１点、

土師質２点）、滑石の小片、鉄釘が出土し、土坑の時期は11世紀後半である。上層から出土した回転

糸切り底の土師器の坏は時期的に新しく、上層の遺構を見落としたか、混入と考えられる。

SK1079（Fig.35 Ph.70） 第１面８区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.58m、短径

1.17m、深さは0.35mを測る。底面はわずかに東側に傾斜する。覆土は灰黒色土を主体とし、下層に

は黄褐色土が混入する。土師器とともに拳大の石が廃棄される。

出土遺物（Fig.35） 236～248は回転糸切り底の土師器である。236～239は復元口径7.8～9.0cmを

測る小皿、他は口径12.1～13.5cmを測る坏である。242～244・248は底部に板状圧痕を有する。241・
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Fig.36 SK1080実測図（1/30）および出土遺物実測図①（1/3）
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242・244・246・247は内外面に多量の煤が付着し、

灯明皿として使用している。249は常滑陶器の甕の

肩部片である。外面はタタキで整形される。胎土は

微砂混じりで灰茶色を呈し、器表は茶褐色を呈する。

250は白磁碗Ⅷ類、251は龍泉窯系青磁碗Ⅰ－３a類

である。252は須恵質の平瓦である。凹面には細か

い布目、凸面には二重斜格子目のタタキを施す。

253・254は管状の土錘である。重さは253が9.23g、

254は一部欠損するが、13.45gを量る。他に瓦器椀

小片、鉄釘２本が出土する。以上の出土遺物から13

世紀中頃から後半の土坑と考えられる。

SK1080（Fig.36 Ph.71） 第１面８区に位置する。平面プランは歪な隅丸方形を呈し、長辺2.14m、

短辺1.85mを測る。二段掘りとなっており、検出面からの深さ0.6m付近からやや東側寄りに深さ0.2m

のピットを掘り込む。ピットは楕円形を呈し、長径1.0m、短径0.55mを測る。覆土は灰褐色土を主体

とする。拳大の石と共に大量の土師器が廃棄される。

出土遺物（Fig.36・37） 255～287は回転糸切り底の土師器である。255～261は口径7.4～8.7cmを

測る小皿である。259は器壁が厚く、口縁部をわずかに立ち上げたコースター状を呈し、底部には板
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Ph.71 SK1080（南東から）

Fig.37 SK1080出土遺物実測図②（1/3）



状圧痕を有する。灯明皿として使用され、内外面に煤の痕跡がある。262～285は坏で、口径は11.5～

13.3cmを測る。263・265・268・270・273・274・276・279・283・284は板状圧痕を有する。また、色

調は272・277・278・280・285が明橙色を呈し、他は白橙色を呈する。265の外底部中央には径4.0mm、

深さ3.0mmを測る円形の窪みがある。268の体部下位には、焼成前の穿孔がみられる。286・287は大

型の坏である。口径はそれぞれ14.9cm、17.0cmを測り、底部に板状圧痕を有する。色調は286が白橙

色、287が明橙色を呈する。288は白磁小椀で、外面に縦篦花弁文、内面に篦描き文を施す。289は白

磁の水注の口縁部片である。290は青白磁の碗である。内面には花弁文がスタンプされる。畳付から

外底部は露胎で、明褐色を呈する。291は土師質土器の鍋で、内面には部分的に焦げが付着するが、

外面体部は多量の煤が付着する。292～295は瓦質土器である。292は擂鉢で、４条のすり目を施す。

内面の磨滅は著しい。293は片口の鉢、294は火舎で、方形を呈する。295も火舎と思われ、内面に残

っている布目は、成形時のものと考えられる。296・297は管状の土錘で、重さはそれぞれ7.5g、

19.18gを量る。298は穿孔をもつ滑石である。上面と側面に研磨された痕跡が残るが、他は剥離した

状況を呈する。299は玄武岩で、磨り石として使用したと思われる。他に白磁、龍泉窯系青磁の小片、

鉄釘16本が出土する。土坑の時期は14世紀前半と考えられる。
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SK1092（Fig.38） 第１面９区に位置し、南西側を大きく削平される。平面プランは楕円形を呈

すると思われる。北東側は別の遺構を同時掘削してしまい、この別遺構は土層図でいうと７層の部分

にあたる。深さは約0.5mを測り、底面は平坦である。断面形は逆台形を呈する。覆土は灰黒色土を主

体とし、黄褐色土や黒色土が混入する。

出土遺物（Fig.38） 300は回転糸切り底の土師器の坏である。復元口径は12.7cmを測る。胎土には

赤褐色粒、金雲母を多量に含み、色調は明橙色を呈する。301は緑釉陶器（防長産）の椀の口縁部片

である。古い遺物の混入と考えられる。口縁部は強い横ナデによりわずかに外反する。内外面には研

磨痕が微かに認められる。胎土は橙色を呈し、釉調は淡緑色を呈する。302は瓦質土器の鉢である。

他に瓦器椀、白磁碗Ⅴ－４類、炉壁が出土する。以上の出土遺物から土坑の時期は13世紀後半と考え

られる。

SK1108（Fig.38） 第１面８区に位置し、大半が現代の削平を受ける。現存で深さは約0.5mを測

る。底面は平坦である。覆土は灰黒色土を主体とする。

出土遺物（Fig.38） 303は回転糸切り底の土師器の坏である。復元口径は12.6cmを測る。胎土には

赤褐色粒、金雲母を多量に含み、色調は明橙色を呈する。304は白磁碗Ⅷ類である。低い高台を付し、

内面見込みの釉は掻き取る。胎土は灰白色を呈し、掻き取った部分は赤色に発色する。釉調は灰緑色

を呈する。305・306は龍泉窯系青磁の碗である。305は口縁部下に鈍い稜線を有し、体部はラッパ状

に開くと考えられる。内面には櫛目文が施される。胎土は灰白色で、釉調は深緑色を呈する。器面に

は、貫入が多くみられる。307は平瓦で、凹面には粗い布目が一部残るが、凸面はナデで整形する。

古い遺物も混入するが、土坑の時期は13世紀中頃から14世紀初頭と考えられる。

SK1137（Fig.38） 第１面10区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径0.87m、短径0.74m、

深さは0.25mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は灰黒色土である。

出土遺物（Fig.38） 308～310は土師器である。308・309は椀で、身は浅く、体部は丸みをもち、

口縁部は外反する。内外面ともに回転ナデで調整される。310は小皿で、底部は回転ヘラ切りである。

他に土錘片が出土する。以上の出土遺物から11世紀前半と考えられる。
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Fig.39 SK1140実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）



SK1140（Fig.39 Ph.72） 第１面14区に位置し、北側は現代の削平を受ける。平面プランは隅丸

方形を呈すると思われ、長径1.88m、短径1.05＋αmを測る。東側にテラスを有し、深さは0.56mを測

る。覆土は炭化物を含んだ黄灰褐色土である。遺物はテラスより下層で出土する。

出土遺物（Fig.39） 311～331は回転糸切り底の土師器である。311～318は小皿で、口径は7.1～

8.5cmを測る。色調は314・317が橙色、他は明橙色を呈する。319～331は坏で、口径は11.6～13.5cm

を測る。327・331は底部に板状圧痕を有する。色調は321・323が橙色、他は明橙色を呈する。332は

青白磁の底部片である。底部は浅く削り込み、外底部は露胎である。胎土は乳白色を呈し、青みを帯

びた釉がかかる。333は越州窯系青磁碗Ⅱ－２類、334は同安窯系青磁碗Ⅰ－１c類、335は龍泉窯系青

磁碗Ⅰ－２類である。336は磁 窯系陶器の盤である。337～339は瓦質土器の鉢である。337・339は

底部に板状圧痕を有する。340は管状の土錘で、重さは6.8gを量る。341は石鍋転用の未製品と思われ

る。破損部を除き、全て研磨を施す。342は須恵質の平瓦である。凹面には布目、凸面には格子目の

タタキが残る。他に、白磁碗Ⅷ類の小片、鉄釘が出土する。輸入陶磁器は古いものが多く混入するが、

土坑の時期は13世紀後半から14世紀前半と考えられる。

SK1150（Fig.40） 第１面14・15区に位置し、北西側は現代の削平を受ける。平面プランは楕円

形を呈すると思われ、長径1.5＋αm、短径1.3mを測る。深さは0.25mで、底面は平坦である。覆土は

茶褐色土である。
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Fig.40 SK1150・SK1160・SK1165実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



出土遺物（Fig.40） 343は土師器の椀である。内外面ともにナデで調整され

る。344は黒色土器B類の椀である。内底面は丁寧にミガキをおこなう。345は石

鍋の転用品である。溝が幾重にも刻まれており、錘として使用されたと思われ

る。重さは39.96gを量る。土坑からは土師器の椀と黒色土器Ｂ類が比較的多く出

土し、他に黒色土器Ａ類、回転ヘラ切り底の土師器、越州窯青磁、白磁の小片が出土する。以上の遺

物から土抗の時期は10世紀中頃と考えられる。

SK1160（Fig.40） 第１面14・15区に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺1.4m、短辺

1.3m、深さは0.35mを測る。底面はほぼ平坦である。土層では灰黒色土（３・４層）に再度黒色土

（１・２層）が切り込んでいることを確認した。ともに炭化物を多く含む覆土である。

出土遺物（Fig.40） 346は回転ヘラ切り底の土師器の小皿である。復元口径は11.2cmを測り、底部

に板状圧痕を有する。347は回転糸切り底の土師器の坏である。348は細身の管状土錘で、重さは

4.06gを量る。他に土師器の椀、瓦器椀小片が出土する。土坑の時期は、遺物から11世紀頃と回転糸

切り底の坏の２時期に分けられる。土層からも遺構の切り合いが確認できるため、２つの遺構を同時

掘削したと思われる。

SK1165（Fig.40） 第１面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.15m、短径0.93m、

深さは0.38mを測る。覆土は茶褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.40） 349・350は土師器の椀である。身は浅く、丸みを帯びた体部から口縁部が外

反する。底部付近に２条の沈線状の窪みが巡る。内外面ともに回転ナデで調整する。350は底部片で

ある。細く高い高台が付き、器壁は厚い。351は黒色土器A類の椀で、内底面まで丁寧に研磨される。

352は白磁碗Ⅴ類、353は越州窯系青磁碗Ⅱ類である。他に板状を呈する滓が出土する。土坑の時期は

11世紀後半と考えられる。

SK1169（Fig.41） 第１面14・15区に位置する。平面プランは東西方向に長い楕円形を呈し、長

径1.33m、短径0.64m、深さは0.47mを測る。覆土は灰黒色土を主体とし、炭化物を多量に含む。

出土遺物（Fig.41） 354～358は回転糸切り底の土師器である。354～356は小皿で、復元口径は7.8

～8.2cmを測り、色調は橙色を呈する。357・358は坏で、復元口径はそれぞれ11.6、13.3cmを測り、

358は底部に目の細かい板状圧痕を有する。色調は明橙色である。359は無釉陶器の捏鉢である。

360・361は細身の管状土錘で、361は欠損後も使用している。重さは7.59g、3.48gを量る。362は滑石

製の錘で、対になるように側面に抉りが４カ所、溝が１条巡る。また、片方の側面が弧を描くことか

ら、石鍋の再利用とも考えられる。重さは12.62gを量る。他に白磁片が出土する。出土遺物から土坑

の時期は13世紀後半と思われる。
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Fig.41 SK1169実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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SK1173（Fig.42 Ph.73） 第１面15区に

位置する。平面プランは歪な円形を呈し、径

1.3mを測る。北側と東側にテラスを有し、

深さは0.6mを測る。覆土は上層が炭化物を

多く含んだ黒色土、中層に黄褐色土を挟んで、

下層は灰黒色土となる。

出土遺物（Fig.42） 363～365は回転糸切

り底の土師器である。363・364は小皿で、復

元口径は7.0cm、7.6cmを測る。365は坏で、

復元口径は13.5cmである。すべて橙色を呈する。366は土師器の椀である。内底部を凹ませ、比較的

高めの高台を付す。367は白磁皿Ⅱ－１a類である。368は管状の土錘で、重さは15.53gを量る。他に

鉄釘が３点出土する。遺構の時期は古い遺物も混入するが、13世紀頃と考えられる。

SK1180（Fig.43 Ph.74） 第１面15区に位置する。平面プランは歪な楕円形を呈し、長径1.6m、

短径1.25m、深さは0.56mを測る。断面は逆台形を呈し、底面は平坦である。覆土は上層が灰黒色土、

中層が灰色砂質土、下層が灰色土である。すべてに炭化物が多量に含まれる。

出土遺物（Fig.43） 369～394は回転糸切り底の土師器である。369～374は小皿で、口径6.9～

8.6cmを測る。371・372は底部に板状圧痕を有する。色調は371が明橙色、他は橙色である。375～394

は坏で、口径は11.6～13.4cmを測る。375～377・379・380・383・384・386・392は底部に板状圧痕を

有する。色調は391・393が明橙色を呈するが、他は橙色である。395は白磁碗ⅩⅡ類、396は白磁碗Ⅷ

類、397は龍泉窯形青磁碗Ⅱ－a類である。398は土師質土器の鍋である。内面には焦げ、外面には煤

がわずかに付着する。399は瓦質土器の土器円盤で、重さは12.68gである。400は白の碁石で、自然石

をそのまま用いている。重さは3.56gを量る。401は砂岩で、敲打後、磨り石として使用しているため、

器壁が摩耗する。402は北宋代の銅銭、「天禧通寶」（初鋳年：1018年）である。他に鉄釘が１点出土

する。土坑の時期は13世紀中頃から後半と考えられる。

SK1183（Fig.44） 第１面15区に位置し、平面プランは東西方向にやや長い楕円形を呈する。長

径1.18m、短径1.03m、深さは0.64mを測る。覆土は灰黒色土を主体とし、下層には黄褐色砂がブロッ

ク状に混入する。

出土遺物（Fig.44） 403・404は土師器である。403は回転ヘラ切り底をもつ坏で、口径は11.4cm、白
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Ph.73 SK1173（南から）

Fig.42 SK1173実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.43 SK1180実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3・1/1）

Ph.74 SK1180（東から）
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SK1210

橙色を呈する。404は回転糸切り底をもつ坏で、

口径は13.4cm、橙色を呈する。ともに目の細か

い板状圧痕をもつ。他に黒色土器B類が出土する。

SK1205（Fig.44） 第１面13区に位置し、南

側をSE1212に切られる。平面プランは隅丸方形

を呈すると思われ、長径0.9＋αm、短径1.0m、

深さは0.43mを測る。上層からは拳大の石が出土

する。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.44） 405は白磁皿Ⅱ類の口縁

部片である。406～408は回転糸切り底の土師器

である。406は復元口径7.3cmを測る小皿である。

407・408は坏で、口径11.0cm、13.5cmを測り、底

部には板状圧痕を有する。409は管状の土錘で、

重さは21.87gを量る。他に滑石片が出土する。13

世紀後半から14世紀前半と考えられる。

SK1210（Fig.44 Ph.75） 第１面13区に位置

する。平面プランは円形を呈し、径1.3mを測る。

断面は袋状を呈し、検出面からの深さ0.3m付近

でオーバーハングする。覆土は上層が灰黄色土、

中層が灰黒色土、下層がやや粘質を帯びた灰色

土を呈し、水平に堆積する。深さは0.6mを測り、

底面は平坦である。
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Fig.44 SK1183・SK1205・SK1210実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）

Ph.75 SK1210（東から）
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出土遺物（Fig.44） 410は小型の管状の土錘で、指ナデで整形する。重さは3.24gを量る。411は滑

石製の石錘である。一面には抉りがあり、対峙する面には紐ずれの痕跡が残る。全面研磨調整される。

重さは12.22gを量る。他に小片ばかりであるが、白磁、施釉陶器、土師器は回転ヘラ切り底と回転糸

切り底が半々程度出土する。土坑の時期は11世紀後半から12世紀前半と考えられる。

SK1315（Fig.45） 第１面14区に位置し、北側と東側は現代の削平を受け、南側はSK1163に切ら

れる。平面プランは円形を呈すると思われ、断面では東側が緩やかに傾斜する。一方西側では、検出

面から0.4m付近までオーバーハングし、テラスを形成して底面へと至る。深さは0.77mを測る。覆土

は灰黒色土を主体とするが、中央部分には炭化物の集中がみられた。

出土遺物（Fig.45 巻頭図版４ Ph.76） 412は鉄製の握り鋏である。刃部先端は欠損するが、現存

で長さ12.5cm、握り手の部分は長さ6.5cmを測る。錆膨れが著しく、刃部は銹着している。413～435

は回転糸切り底の土師器である。413～424は小皿で、口径は6.2～8.2cmを測る。身は浅いものと深め

（414～416）のものに分けられ、414・419は底部に板状圧痕が残る。色調は416が明橙色、他は白橙色

から橙色を呈する。425は高台付きの小皿で、口縁部は欠損する。底部中央には径3.0mm程の焼成前

の穿孔がある。胎土には金雲母、赤褐色粒を含み、明橙色を呈する。426～435は坏で、口径は11.6～

13.5cmを測る。435は回転糸切りで切り離した後、一部を静止糸切りしている。また、427・433・435

は底部に板状圧痕を有し、433・435は細かい板目である。436は緑釉陶器（防長産か）の底部片で、

高台先端部も欠損する。外底部には回転糸切りが残り、底部内面には圏線が入る。胎土は橙色で、濃

緑色の釉が全面にかかる。437は龍泉窯系青磁坏Ⅲ－４類である。438・439は瓦質土器で、438は焙烙、

439は鉢である。440は平瓦で、凹面には粗い布目、凸面には格子目のタタキが残る。胎土には白色砂

粒を多く含み、色調は橙色を呈する。441は滑石製石鍋の口縁部片である。鍔部の直上には0.9cm程の

穿孔が貫通しており、内部には鉄が入り込んだままである。以上の出土遺物から土坑の時期は13世紀

後半から14世紀前後と思われる。

SK1316（Fig.46 Ph.77） 第１面14・19区に位置し、南西側を試掘トレンチに切られる。平面プ

ランは円形を呈すると思われ、南北方向の径は1.6mを測る。覆土は灰褐色土を主体とし、遺物は中層

から多く出土する。

出土遺物（Fig.46） 442～458は回転糸切り底の土師器である。442～451は小皿で、口径は7.1～

8.4cmを測る。451は深めの身をもつ。445・448・450は底部に板状圧痕をもち、445の板目は細かい。

452～457は坏で、口径は11.4～13.3cmである。458は大型の坏で、復元口径18.6cmを測る。452・

454・455・457・458は底部に板状圧痕をもち、454・457は細かい板目である。色調は448・451・452

が橙色を呈し、他は明橙色を呈する。459は緑釉陶器（防長産か）の皿と思われる。灰橙色の胎土に

緑色から濃緑色の釉がかかる。内底面には圏線状の段が巡る。460は同安窯系青磁碗Ⅰ－２c類である。

461～463は白磁で、461は化粧土がかかり、463は内面見込みに胎土目が残る。464・465は管状の土錘

である。464は細身のもので、重さは2.72gを量る。465は一部欠損するが、12.03gを量る。466は石鍋

転用の石錘である。上下端面と側面には抉りが入れられ、溝が１条巡る。重さは20.31gである。467

は南宋代の銅銭、「宣和通寶」（初鋳年：1119年）である。陶磁器は古い様相を示すものが多く出土す

るが、土師器の坏、皿が完形品で比較的まとまって出土するため、これは混入と考えられる。他に鉄

釘３本が出土する。土坑の時期は13世紀後半と思われる。

SK1326（Fig.47 Ph.78） 第１面16区に位置し、南西側は現代の削平を受ける。平面プランは楕

円形を呈すると思われ、長径2.7＋αm、短径1.85mを測る。壁面は緩やかに傾斜し、底面はほぼ平坦

である。深さは0.35mを測る。覆土は灰褐色土を主体とし、炭化物を含む。遺物は中層から下層にか
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けて土師器の坏、皿が大量に出土する。

出土遺物（Fig. 47・48） 468～470は白磁である。468は合子の蓋、469・470は碗の口縁部片で、

わずかに外反する。471は土師質土器の底部片である。外面は指押さえとナデ、外底面は丁寧なナデ

で調整する。472は須恵質土器の擂鉢である。体部外面は指押さえが部分的に残るが、ヘラナデで調

整する。外底部は磨滅しており、調整は不明である。内面は刷毛目調整をした後、底部から体部にか

けて縦方向のすり目を入れる。すり目は密に入るが、摩耗した様相は呈していない。473は管状の土

錘で、端部をわずかに欠損するが、現存で30.5gを量る。474は粘土塊である。胎土には白色砂粒を多

く含み、橙色を呈する。器面には木質の痕跡がみられる。475は粘板岩製の仕上げ砥石である。擦痕

が多く残る。476は棒状の滑石製品である。一部欠損するが、ほぼ全形を留める。上下、側面ともに

細かく磨かれている。磨り石や砥石として使用していたと思われる。重さは11.39gを測る。477は砂

岩で、磨滅した面と敲打した面がみられる。重さは65.58gを量る。478・497は白色系土器で京都系土

師器である。478はへそ皿で、伊野分類ではGb－1類、497はGa－1類にあたる。497はやや橙色がかっ

た白色を呈する。479～496は土師器の小皿である。479・480は身の深いもので、口径はそれぞれ
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Ph.77 SK1316（北東から）
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6.1cm、7.1cmを測る。481～496は浅いもので、口径は7.3～8.7cmを測る。479と483の底部には板状圧

痕が残り、489の内底面には静止糸切りのような痕跡がある。494・496は明橙色、他は橙色を呈する。

498～528は土師器の坏である。口径は11.7～14.6cmを測る。499・501・503・504・509～511・521～

525の底部には板状圧痕が残り、504・521・523は目の細かい板目をもち、色調も他に較べて明橙色を

呈する。また、506・510・514はつくりが端正である。528は内底面にスタンプを巡らせる。他に中国

の施釉陶器、白磁、高麗青磁小片が出土する。京都系のへそ皿は、もう１点底部片があり、土坑から

は計３点の京都系土師器が出土している。土坑の時期は14世紀中頃と考えられる。

SK1327（Fig.49） 第１面16区に位置し、南東側をSK1326に切られる。平面プランは楕円形を呈

すると思われ、長径1.3＋αm、短径1.2mを測る。東側にテラスを有し、深さは0.45mを測る。覆土は

灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.49） 529は回転糸切り底の土師器の坏である。口径は11.2cm、底径8.0cm、器高

2.6cmを測る。530は滑石製の皿と思われる。口径6.8cm、底径4.6cm、器高1.6cmである。遺構の切り

合い等から、土坑の時期は13世紀後半から14世紀前半と考えられる。

SK1336（Fig.４） 第１面16・17区に位置し、西側をTr1421に切られる。地山は南側に向かって

緩やかに傾斜していく部分に堆積した、溜まり状の遺構である。北西側が一段高くなっており、深さ

は0.2mを測る。覆土は灰色粘質土、灰褐色土、茶褐色土、黄色土である。

出土遺物（Fig.49） 531は回転ヘラ切り底の土師器の底部片である。532は土師器の椀で、低い高

台を付す。533は中国の施釉陶器の盤である。内面には緑色の釉がかかり、外面は露胎である。534は

越州窯系青磁碗Ⅰ－2aェ類である。他に少量ではあるが、鉄釘1点、底部に回転糸切りをもつ土師器

や白磁が出土することから土坑の時期は12世紀前半と思われる。

SK1343（Fig.49） 第１面18区に位置し、北側は調査区外へ延び、西側をSE1342に切られる。深

さは0.28mを測る。覆土は茶褐色土、灰黒色土である。

出土遺物（Fig.49） 535は黒色土器A類の椀である。内面は細かいミガキを行う。536～538は回転

糸切り底の土師器である。536は小皿で、復元口径は7.8cmを測る。口縁部内面には細い沈線が１条巡

る。537・538は坏で、復元口径はそれぞれ11.8cm、12.8cmを測る。538は底部に板状圧痕を有する。

539は龍泉窯系青磁碗Ⅲ－1b類である。他に高麗陶器の胴部片、鉄釘２点が出土する。土坑の時期は

13世紀後半と思われる。

SK1344（Fig.49） 第１面18区に位置し、東側は現代の削平を受ける。平面プランは東西方向に

長い楕円形を呈すると思われ、長径0.9＋αm、短径1.3mを測る。北側にテラスを有し、深さは0.5m

を測る。南東側で出土した土師器はやや検出面より浮いた状況であるため、遺構の掘り込みはもっと

上層からであったと考えられる。覆土は灰褐色土である。

出土遺物（Fig.49） 540は回転糸切り底の土師器の小皿である。口径7.5cm、底径5.9cm、器高

1.6cmである。遺構の切り合い等から14世紀前半と考えられる。

SK1345（Fig.49） 第１面18区に位置し、北側はSK1344に切られ、西側は現代の削平を受ける。

断面形は階段状を呈し、深さは0.45mを測る。覆土は茶褐色土である。

出土遺物（Fig.49 Ph.79） 541は鉄製の刀子である。刃部、基部ともに欠損する。542は青白磁の

碗である。543～545は回転糸切り底の土師器である。543は小皿で、口径7.1cmを測る。544・545は坏

で、復元口径はそれぞれ11.8cm、12.8cmを測る。土坑の時期は13世紀後半から末と考えられる。

546は検出時にSK1344とSK1345のプランが分からず、同時掘削した際に出土したものである。硯と

して使用した後に、反対の面をスタンプとして再加工している。硯の面には墨の痕跡と擦痕がみられ
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SK1371（Fig.50 Ph.80） 第１面20

区に位置し、北側をSE1109に切られる。

平面プランは楕円形を呈し、東側と西側

の中央部分はわずかに窪んでいる。長径

2.6m、短径1.4mを測る。北西側と南西側

にテラスを有し、深さは0.5mを測る。底

面はほぼ平坦である。覆土は上層が灰褐

色土、黒色土、下層が灰黒色土となる。

出土遺物（Fig.50） 547・548は回転

糸切り底の土師器である。547は小皿で、

復元口径は8.2cmを測る。548は坏で、口

径12.4cm、底径8.0cm、器高2.9cmを測る。

549は龍泉窯系青磁小碗Ⅰ－2類である。

古い陶磁器が混入するが、土師器からこ

の土坑の時期は13世紀後半から末と考え

られる。
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Fig.49 SK1327・1336・SK1343・SK1344・SK1345実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.50 SK1371・SK1395・SK1396実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.81 SK1395・1396（東から）

Ph.80 SK1371（東から）



SK1395（Fig.50 Ph.81） 第１面８区に位置し、南側をピットに切られる。平面プランは楕円形

を呈し、長径1.4＋αm、短径0.75m、深さは0.35mを測る。南西側の上面で、扁平な石を検出した。

覆土は灰黒色土を主体とし、大量の炭化物と遺物が出土する。

出土遺物（Fig.50） 550は土師器の椀である。内外面ともに回転ナデで調整する。551は龍泉窯系

青磁皿の口縁部片である。他に白磁片、滑石片、鉄釘４本が出土する。土坑は12世紀後半と考えられ

る。

SK1396（Fig.50 Ph.81） 第１面８区に位置し、SK1395に切られる。平面プランは東西方向にや

や長い楕円形を呈する。長径1.4m、短径1.15mを測る。東側にテラスを有し、深さは0.5mを測る。底

面はピット状を呈する。覆土は茶褐色土、灰黒色土で、炭化物、焼土が多量に出土する。

出土遺物（Fig.50 巻頭図版３・４） 552・553は緑釉陶器である。552は防長産の椀の口縁部片

で、端部は外反する。細かい灰橙色の胎土に濃緑色から緑色の釉がかかる。553は近江産の皿の底部

片である。外底部には回転糸切りが残る。貼り付け高台で、下端はほぼ水平で、やや内傾する。底部

内面には圏線が巡り、三叉トチンの目跡が残る。胎土は精良で、灰色を呈する。黄緑色の釉が全面に

施釉される。554は土師器の椀、555は黒色土器B類の椀である。556は同安窯系青磁碗である。557・

558は古墳時代前期の土師器である。557は小型丸底壺、558は鉢である。ともに金雲母を含み、赤褐

色を呈する。口縁部と内面は丁寧にミガキが施され、体部外面はケズリで調整する。558の体部内面

には暗文風のミガキを施す。559は土師器の甕である。体部は刷毛目、口縁部はナデで調整する。

560・561は銅の鋳造関連遺物（付編３参照）である。560は銅が内面に付着する土師器の甕である。

焼き歪みが大きく、器形等は不明である。器壁は7.0～12.0mmと厚く、色調は灰色を呈する。胎土に

は細かい白色砂粒と金雲母を多く含む。内面の色調は上位が黒色、中位は黄色、緑青、赤色を発し、

下位は地の灰色が露出し、わずかに赤色と黄色を呈する。下位から破断面にかけてガラス質の溶融し

たものが付着する。また、内面と外面下位の変色した部分には気泡が散在する。全体にカスカスした

感を受ける。蛍光X線分析からは銅の値が大きく、次に鉄、微量ながらヒ素と鉛を検出した。561は

板状の銅滓と思われる。片面側は3mm大の砂粒を含んだ砂が多く付着し、変質している。反対側は

黄褐色を呈し、鉄錆のような色調である。大小の気泡が多く入り、凸凹状を呈する。また、極わずか

であるが、赤色を呈した部分がみられる。重さは11.54gを量る。蛍光X線分析では主成分として鉄、

微量元素として銅、鉛、ストロンチウム、バリウム、マンガンを検出した。他に黒色土器A類、瓦器、

回転ヘラ切り底と回転糸切り底の土師器が出土する。また、銅滓（40.60ｇ）と銅の付着がみられる

土師器、須恵器の小片が多量に出土する。遺物は古墳時代前期、10世紀代の遺物が含まれるが、土坑

の時期は12世紀前半と考えられる。

SK1398（Fig.51） 第１面８区に位置し、東側SK1399と西側をSK1396に切られ、遺存状況は悪い。

平面プランは隅丸方形を呈すると思われ、東西方向は一辺2.0＋αm、南北方向は1.9mを測る。深さ

は0.2mと浅く、底面は平坦である。覆土は茶褐色土を主体とし、炭化物が多量に出土する。

出土遺物（Fig.51 巻頭図版３） 562は古墳時代前期の鉢である。胎土には金雲母、微砂粒を含

み、色調は明褐色を呈する。内面は細かいミガキの後、暗文を施す。外面はケズリの後、細かいミガ

キで調整する。563は土師器の椀で、外面には凹線が巡る。564は黒色土器B類の椀である。565・566

は土師器の甕で、内外面ともに横ナデで調整する。567～571は鋳造関連遺物である。567は銅の鋳造

関連に使用したと考えられる須恵器の坏である。復元口径9.8cm、底径7.2cm、器高4.2cmを測る。外

面は被熱を受けて、器面は赤色から黒色を呈する。また、砂の付着もみられる。内面は付着物で光沢

をもち、色調はにぶい濃緑色、口縁部付近は一部赤色を呈する。内外面ともに一部ガラス質化した部
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Fig.51 SK1398・SK1399実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/2）



分もある。蛍光X線分析では主成分として鉄、微量元素として銅、臭素、ストロンチウム、ジルコニ

ウム、バリウム、マンガンを検出した。568は羽口である。先端部は強い比熱により褐色の胎土から

赤褐色、黒色、にぶい黄褐色へと変色し、先端部にはガラス質滓が付着する。調整は指押さえとナデ

でおこなう。先端部の内径は2.5cmである。569はドロス状銅滓（付編３参照）である。不定形の滓に

４カ所瘤状に突起した部分がみられる。表皮は灰色、灰黒色を呈する。ガラス質化した部分は黒色を

呈し、赤色に発した部分は光沢をもつ。直径1mmにもみたない気泡が散在する。砂の付着はほとん

どみられない。1.45gである。570は不定形の銅滓（付編３参照）と思われる。流動状を呈した部分は、

灰黒色を呈し、全体にはにぶい灰色である。わずかであるが、鉄錆のような黄褐色を呈した部分がみ

られる。直径1mmにもみたない気泡が散在する。砂の付着はほとんどみられない。6.54gである。571

は炉壁（付編３参照）である。片面側は灰色を呈し、わずかであるが赤く発色した部分がみられる。

部分的に細かい気泡が露出する。反対側は5mm大の砂粒を含んだ砂が付着する。滓と砂の境付近で

はガラス化し、灰黒色を呈している。8.16gである。蛍光X線分析では主成分として鉄、微量元素とし

て銅、ルビジウム、ストロンチウム、ジルコニウム、バリウム、マンガンを検出した。また、銅滓

（101.65ｇ）、椀状滓（44.53ｇ）と銅が付着する鋳造関連遺物が多量に出土する。他に白磁が出土する

ことから土坑の時期は12世紀代と考えられる。遺物は古墳時代前期と７世紀後半の遺物が含まれる。

SK1399（Fig.51） 第１面８区に位置し、北側をSK1403、南側は現代の削平を受ける。平面プラ

ンは不整形をなす。西側と東側にテラスを有し、深さは0.6mを測る。覆土は茶褐色土である。底面は

南北方向に長い楕円形を呈し、ほぼ平坦である。

出土遺物（Fig.51 Ph.82） 572・574は回転糸切り底の土師器の小皿と坏である。573は回転ヘラ

切り底の土師器の坏である。575は白磁碗Ⅴ類、576は同安窯系青磁碗、577は白磁皿Ⅵ類の底部片で

ある。578は土師質土器の鉢である。579は滑石のスタンプである。石鍋の転用品で、鍔部に穿孔をし、

鍔部に対して垂直になるように溝状の凹線が入る。把手を取り付けた痕跡であろう。スタンプ面には

梅の木が陽刻で彫られている。重さは88.20gを量る。580は手持ちの仕上げ砥石で、粘板岩製である。

側面には細かい擦痕がある。581は砂岩製の台石で、１面のみ研磨痕が認められる。他に銅が付着す

る土師器が２点、鉄釘２本が出土する。土坑の時期は古い遺物が混入するが、13世紀頃と考えられる。

SK1403（Fig.52 Ph.83） 第１面８区に位置する。平面プランは楕円形を呈すると思われ、長径

1.67＋αm、短径1.2mを測る。南側にはテラスを有し、深さは0.58mを測る。覆土は茶褐色土である。

遺物は下層からまとまって出土する。

出土遺物（Fig.52） 582～594は回転糸切り底の土師器である。582～586は小皿で、口径7.8～

8.5cmを測る。584は底部に板状圧痕をもつ。586は灯明皿である。587～594は坏で、口径12.0～

13.4cmを測る。587・593は胎土に金雲母を大量に含み、色調は明橙色を呈し、端正なつくりである。

594は底部を打ち欠いて穿孔する。

色調は明橙色を呈し、底部には目

の細かい板状圧痕を有する。589・

592も底部に板状圧痕をもつ。595

は土師器の椀である。596は明代の

白磁碗、597は中国の天目碗である。

598は瓦質土器の擂鉢である。内面

に４条以上のすり目をもつ。599は

土師質土器の鍋で、外面には多量
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の煤が付着する。600は管状の土錘である。端部は欠損するが、重さは17.59gを量る。601は花崗岩の

台石である。上面は磨滅し、やや凹む。602は砂岩で、径2.0cm程の範囲が磨滅し、凹んでいる。重さ

は87.27g量る。他に鉄釘5本、鉄滓１点、粘土塊が出土する。時期は14世紀前半と考えられる。
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Ph.83 SK1403（北東から）

Fig.52 SK1403実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.53 SK1406・SK1407実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）



SK1406（Fig.53） 第１面10区に位置する。検出時には２つの土坑を確認できず、１つの遺構と

して掘削してしまった。SK1406を掘削してしまった後、SK1407に気づいたため切り合いは不明であ

る。ただし、平面プランが西側でわずかに窪み、断面では南側から西側に傾斜しているため、２基の

土坑として取り扱う。SK1406の平面プランは楕円形を呈すると思われ、東西方向は1.9m、南北方向

は1.65＋αmを測る。深さは0.25mを測り、底面は船底状である。覆土は灰褐色土である。

出土遺物（Fig.53） 603～619は回転糸切り底の土師器である。603～608は小皿で、口径は7.0～

8.3cmを測る。603～605は薄い器壁をもち、底部からそのまま口縁部には至らず、一度屈曲してから

立ち上がる。口径は7.0～7.8cmを測る。604の口縁部は回転時に工具があたったためか、口縁が波打

っている。606～608は前者に較べて、器壁が厚く、底部からそのまま口縁部へと伸びる。口径は8.1

～8.3cmを測る。609～619は坏で、口径は12.0～13.4cmを測る。609・615・616は底部に板状圧痕を有

する。620・621は瓦質土器の鉢である。他に鉄釘３本、椀形鍛冶滓１点、粘土塊１点が出土する。土

坑の時期は14世紀前半と考えられる。

SK1407（Fig.53） 第１面11区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.4m、短径1.1mを

測る。深さは0.22mを測り、船底状を呈する。覆土は灰褐色土である。

出土遺物（Fig.53） 622～627は回転糸切り底の土師器である。622・623は小皿で、口径はそれぞ

れ8.0cm、8.2cmを測る。624～627は坏で、復元口径は13.0～13.4cmを測る。628は瓦質土器の鉢であ

る。他に鉄釘が３本出土する。土坑の時期は14世紀前半と考えられる。

SK1413（Fig.54 Ph.84） 第１面15区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.32m、短径

0.9mを測る。深さは0.2mを測り、底面はほぼ平坦である。覆土は茶褐色土である。遺物は上層から

中層に土師器坏・小皿がまとまって出土する。

出土遺物（Fig.54） 629～656は回転糸切り底の土師器である。629～641は小皿で、641は身の深

いもの、他は浅いものである。浅いものは口径7.5～8.7cmを測り、口縁部へ直線的に底部から伸びる

ものと、途中で屈曲するものがある。深いものは口径7.1cm、底径5.0cm、器高2.1cmを測る。629・

634・639・640は底部に板状圧痕を有する。642～656は坏で、口径は11.8～13.0cmを測る。底径は小

さく、体部は直線的に伸びるものと外反するものがある。644・648は底部に板状圧痕を有する。657

は滑石で、緩やかに内湾することから石鍋の転用品と考えられる。長辺には多数の擦痕、溝が入り、

短辺には１カ所抉りがみられることから錘と考えられる。重さは42.53ｇを量る。同様の滑石片は、

他に３点出土している。また、鉄釘５本が出土する。土坑の時期は14世紀中頃と考えられる。

SK1430（Fig.55） 第１面18区に位置し、北側は調査区外へ延びる。検出時にはこの土坑の存在

に気づかず、SK1342・SK1343を掘削後、土層で確認した。東西方向は3.8m、深さは0.63mを測る。

遺物は中層からまとまって出土する。覆土は茶褐色土である。

出土遺物（Fig.55） 658～665は回転糸切り底の土師器である。658～661は小皿で、口径は7.5～

8.2cmを測る。662～665は坏で、口径は11.0～12.4cmを測る。すべて底部に板状圧痕を有し、662以外

は細かい板目である。662は体部に丸みをもち、口径に比して底径が小さい。666は龍泉窯系青磁坏Ⅲ

類である。他に鉄釘が４本出土し、以上の出土遺物から土坑の時期は13世紀末から14世紀初頭と考え

られる。

SK1433（Fig.55） 第１面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径0.93m、短径0.77m、

深さは0.13mを測る。底面はやや南東側に傾く。覆土は茶褐色土、灰黒色土である。

出土遺物（Fig.55） 667～670は回転糸切り底の土師器である。667～669は小皿で、口径7.4～

8.5cmを測る。670は坏で、復元口径12.8cmを測る。671は越州窯系青磁皿である。底部は平底を呈し、
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体部との境に目跡を有し、外底部は

露胎である。鉄釘が１本出土する。

土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK1437（Fig.55） 第２面20区に

位置し、南側と西側をSE1109に切ら

れる。遺構は第１面で確認した。平

面プランは楕円形を呈し、長径1.6m、

短径0.93m、深さは0.6mを測る。南側

床面にピットを有し、径0.4m、深さ

は0.25mを測る。覆土は茶褐色土であ

る。
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Fig.54 SK1413実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.84 SK1413（西から）
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出土遺物（Fig.55） 672～

685は回転糸切り底の土師器

である。672～680は小皿で、

口径は7 .6～8 .7cmを測る。

674のように深い身のものと、

他の浅いものに分類できる。

672・674は目の細かい板状圧

痕を有し、676・678は目の大

きい板状圧痕を有する。

674・676は口縁部から内面に

かけて煤が付着する。681～

685は坏で、口径は11 .8～

12.4cmを測る。682・683・

685は板状圧痕を有し、682・

683は目が細かい。684は明橙

色を呈し、器壁も薄く、底部

は回転糸切りの後、静止糸切

りを行う。他は橙色を呈する。

686は青磁の底部片である。

低い高台を有し、高台外面は

斜めに削る。外面下位は回転

ヘラケズリで調整する。内面

見込みに白堆線を有し、釉を
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Fig.55 SK1430・SK1433・SK1437実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/1）
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輪状に削る。胎土は灰色を呈し、露胎部分は褐色に発色する。釉はにぶい灰緑色を呈し、体部外面下

位まで施釉し、体部外面下位から外底部は露胎である。687は北宋代の銅銭、「皇宋通寶」（初鋳年：

1039年）である。土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK1439（Fig.56） 第２面14区に位置する。遺構は第１面で確認した。幾つかの遺構が切り合っ

ていたため、SK1440と同時掘削してしまった。プランを確認するまで、多くの完形品の土師器を検

出したが、土師器からも明確な時期差は確認できなかった。切り合いからSK1439はSK1440を切って

おり、時期は新しいといえる。平面プランは楕円形を呈し、長径1.55m、短径1.25m、深さは0.68mを

測る。断面は逆台形を呈し、底面は平坦である。覆土は茶褐色土を主体とし、炭化物を大量に含む。

出土遺物（Fig.56） 688～699は回転糸切り底の土師器である。688～694は小皿である。688は身

が深く、口径7.2cm、底径4.8cm、器高2.0cmを測る。他は浅く、口径は8.1～8.7cmで、690・692は底

部に板状圧痕を有する。694は内底面に糸切りが残る。695～699は坏で、口径は11.9～12.4cmを測る。

696・699は色調が明橙色を呈する。他は橙色を呈し、底部に板状圧痕をもつ。700は白の碁石と思わ

れる。白磁の磨滅したもので、重さは1.4gを量る。他に瓦器が１点出土する。土坑の時期は13世紀末

頃と考えられる。

SK1440（Fig.56） 第２面19区に位置し、東側をSK1439に切られる。遺構は第１面で確認した。

平面プランは隅丸方形を呈すると思われ、長辺1.5＋αm、短辺1.2＋αmを測る。深さは0.5mを測り、

底面はほぼ平坦である。覆土は灰褐色土、灰黒色土、灰色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.56） 701～704は回転糸切り底の土師器である。701は小皿で、口径8.1cmを測る。

他は坏で、口径は11.1～12.9cmを測り、704は底部に板状圧痕を有する。他に土錘片、滑石石鍋を転
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用した石錘未製品、椀形鍛冶滓が出土する。土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK1439とSK1440を同時掘削した際の遺物が、705～723である。すべて回転糸切り底の土師器であ

る。705～713は小皿、714～723は坏である。坏は717を除いて、板状圧痕をもつ。723は大型のもので、

復元口径15.0cm、底径10.2cm、器高4.5cmを測り、底部に板状圧痕を有する。

SK2057（Fig.57） 第２面６区に位置し、西側をSE2021に切られる。平面プランは隅丸方形を呈

し、長辺2.5＋αm、短辺2.4mを測る。北側の壁面は緩やかに落ちるが、他はテラスを有する。深さ

は0.5mを測る。覆土は上層は灰黒色土、下層は黄褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.57 Ph.85） 724・725は須恵器である。724は蓋で、外側に口縁端部をつまみだす。

725は坏で、底部はヘラ切り後、ナデで調整する。726は土師器の坏で、全面にヘラミガキを施す。外

底部には墨書が認められる。727・728は管状の土錘で、一部欠損する。現存で重さは727が3.80ｇ、

728が12.25ｇを量る。土坑の時期は８世紀後半と考えられる。

SK2074（Fig.58 Ph.86） 第２面２・５区に位置し、北側は現代の削平を受ける。土器の周囲に

凸凹状を呈した５cm程の落ち込みを確認した。これは明確な平面プランを示さないが、概ね隅丸方

形に近いプランと思われ、住居跡の貼床となる可能性もある。

出土遺物（Fig.58） 729・730は古式土師器である。729は完形品で、鉢である。底部は尖底気味

で、外面は縦方向のミガキ、内面は斜方向の刷毛目と丁寧なナデで調整する。730は複合口縁壺で、

頸部には上下を強くナデることによって形成された凸帯が巡る。体部外面上位はタタキ、中位から下

位は縦方向の刷毛目で調整される。内面はナデを施す。時期は古墳時代初頭である。
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SK2097（Fig.59 Ph.87～89） 第２面19・20区に位置し、北側をSK1440に切られる。平面プラン

は隅丸方形を呈し、長辺4.0＋αm、短辺2.0m、深さ0.24mを測る。東側は一段深くなっているが、遺

物は西側の床面とほぼ同じ高さで出土しており、掘りすぎの可能性もある。上層は多量の遺物と炭化

物を含んだ灰色土、黒色土が堆積する。下層は、黄色土を主体とする。

出土遺物（Fig.60・61 巻頭図版３） 731～769は回転糸切り底の土師器の小皿である。731～733

は口径に比して底部が小さく、身が深いものである。口径は6.8～7.1cmを測る。また、731・732は目

の細かい板状圧痕を有する。734～769は前者に比して身の浅いものである。口径は7.1～9.0cmを測る。

器形は口縁部が底部からそのまま伸びるもの、体部中位で屈曲して伸びるものがある。色調は明橙色

を呈するものが少数あるが、大半は橙色を呈する。736・752・755は目の大きい、734・743・760・

763は目の細かい板状圧痕を有する。770は鉄刀である。完形品で、長さ26.0cm、刃部長20.3cmを測る。

全体に砂の付着が著しく、木質等は確認できない。771は方形状の銅滓（付編３参照）と思われる。

部分的に黒く光沢をもつ部分がみられ、平滑である。不定型な細かい気泡が多く露出している。蛍光

X線分析では主成分として鉄、微量元素として銅、鉛、ヒ素、スズ、亜鉛、マンガンを検出した。

772～805は坏で、口径は10.3～13.0cmを測る。体部は直線的に立ち上がるもの、内湾気味に立ち上が

るものが主体だが、１点だけ外反するもの（800）がある。また、789は底部中央を外底部側から焼成

後に打ち欠いて穿孔する。772・780・781・786・789～792・796・801は目の大きい、773・777・

778・783・784・785・794・797・800・802・804は目の細かい板状圧痕を有する。色調は小皿同様に

明橙色を呈するものは少数で、大半は橙色を呈する。806・807は龍泉窯系青磁Ⅲ類の坏で、高台端部

を除き全面に施釉される。見込みには魚文を貼付する。808は白磁碗Ⅸ類の口縁部片である。809は石

球と思われ、部分的に擦った痕跡がある。半分欠損するが、重さは16.48gを量る。810は細身の管状

土錘で、重さは6.04gを量る。811は丸瓦で、凹面には細かい布目、凸面には縄目タタキが残る。他に

鉄釘、鉄滓、須恵質土器、瓦質土器、土師質土器が出土する。赤色を呈した薄い膜を検出したが、原
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形は留めておらず、漆器である可能性

もある。土坑の時期は13世紀後半と考

えられる。

SK2176（Fig.62） 第２面８区に位

置する。平面プランは不整形を呈し、四

方にテラスをもつ。底面は楕円形を呈し、

長径0.8m、短径0.25m、深さは0.45mを測

る。覆土は茶褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.62） 812は黒色土器A

類の椀である。比較的高い高台を付し、

外面は回転ナデで調整する。813は白磁

碗ⅩⅠ－4類である。他に黒色土器B類が

出土し、時期は11世紀前半である。

SK2330（Fig.62 Ph.91） 第２面11

区に位置する。平面プランは隅丸方形を

呈し、長辺2.5m、短辺2.25m、深さは

0.33mを測る。断面は逆台形を呈し、底

面は平坦である。検出面から約20cm下

げた段階で、径30cmのピットを確認し

たが、５cm程下げると消えてしまった。

土層では確認できたが、これが柱穴とな

るかは不明である。最上層で、土師器椀

の完形品が出土する。

出土遺物（Fig.62 Ph.90） 814は回

転ヘラ切り底の土師器である。815は完

形の土師器の椀である。内面は丁寧なナ

デ、外面上位は回転ナデで調整されるが、

外面下位には指押さえが残る。816は黒

色土器B類の椀である。内外面ともに丁

寧に研磨調整される。体部内外面は黒色

を呈するが、内底は赤褐色に発色する。

土坑の時期は11世紀前半と思われる。

SK2354（Fig.63 Ph.92） 第２面

10・11区に位置し、北側と東側をピット

に切られる。平面プランは歪な円形を呈

する。東西方向は径2.3ｍ、南北方向は

径2.0m、深さは0.42mを測る。底面はほ

ぼ平坦を呈する。覆土は灰色土、灰黒色

土を主体とし、黄色土が混入する。須恵

器の坏身はやや浮いた状態で出土する。
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Fig.62 SK2176・SK2330
実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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Ph.90 SK2330出土遺物
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１　黒色土 
２　黒色土・黄色土 
３　灰色砂質土 
４　黒色土・灰黒色土 
５　灰色土 
６　黄色土 
７　黒色土・黄褐色土 
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９　黒色土 
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11    黒色土・灰白色土 
12    黄色土・黒色土 
13    黄色シルト 
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Ph.92 SK2354（西から） Ph.93 SK2406（北西から）

Fig.63 SK2354・SK2402・SK2406実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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１　焼土（赤褐色砂質土） 
２　暗黄褐色砂質土 

出土遺物（Fig.63） 817は須恵器の坏身である。外底部は回転ヘラケズリを行う。白色砂粒を多

く含み、色調は灰色を呈する。底部にヘラ記号を有する。他は土師器の甕、滑石の小片が出土し、土

坑の時期は６世紀末から７世紀初頭と考えられる。

SK2402（Fig.63） 第２面19区に位置し、南側はSK1439に切られ、東側は現代の削平を受ける。

平面プランは楕円形を呈し、長径1.5＋αm、短径1.1m、深さは0.48mを測る。北側を除いてテラスを

有する。覆土は茶褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.63） 818～820は回転糸切り底の土師器である。818・819は小皿で、820は坏であ

る。818・820は底部に板状圧痕を有する。土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK2403（Fig.64 Ph.94） 第２面13区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径0.97m、短径

0.67mを測る。土層からは厚さ２cm程の焼土（赤褐色砂質土）が、堆積することがうかがえる。この

下面で土師器の甕が出土した。下の暗黄褐色砂質土は掘りすぎと思われる。土師器の甕も火を受けた

痕跡があり、炉として使用したと考えられる。

出土遺物（Fig.64 Ph.95） 821は土師器の高坏である。口縁部は緩やかに外反する。内外面とも

に回転ナデ、坏底部は指押さえで調整する。胎土は金雲母、白色微砂粒を含み、色調は明褐色を呈す

る。822は土師器の鉢と思われる。体部は内湾気味に開き、一度外反した後に口縁端部は直線的に立

－ 81－

Ph.94 SK2403（東から） Ph.95 SK2403出土遺物

Fig.64 SK2403実測図（1/20）
および出土遺物実測図（1/3）
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ち上がる。体部中位には低く、断

面が台形状の凸帯が巡る。回転ナ

デで調整する。胎土は金雲母、角

閃石、赤褐色粒を少量含み、色調

は黄橙色を呈する。823は土師器

の甕である。復元口径13.3cm、器

高14.8cmを測り、2/3程が遺存する。

底部は丸底を呈し、頸部がわずか

にしまり、口縁部は緩やかに外反

する。口縁部は横ナデで調整され、

体部外面には横位の平行タタキ、

内面上位には平行刻みの当て具痕

が残る。内面中位から内底にかけ

ては器面が磨滅する。胎土には金

雲母、白色微砂粒を含み、色調は

明褐色を呈する。また、外底部の

底部から３cm程の部分までは火を

受けて灰黒色を呈している。これ

は内面の磨滅した部分に相当す

る。時期は７世紀前半と考えられ

る。

SK2406（Fig.63 Ph.93） 第２

面15区に位置し、北側と南西側を

ピットに切られる。平面プランは

楕円形を呈し、長径1.65m、短径

1.2＋αmを測る。検出面から約10

～20cmの部分で壁面は傾斜を急に

して底面に至る。深さは0.85mを

測る。底面中央で径23cm、深さ

23cm程の柱穴を確認する。覆土は

茶褐色土を主体とする。遺物は出

土しないため、時期は不明である。
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Ph.96 SK2421（南東から）

Fig.65 SK2418・SK2421実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）
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SK2418（Fig.65） 第２面12区に位置し、南西側は現代の削平を受ける。平面プランは細長い楕

円形を呈し、長径3.3＋αm、短径1.3mを測る。東側と西側にテラスを有し、中央が掘り窪む。深さ

は0.45mである。覆土は灰黒色土を主体とする。

出土遺物（Fig.65） 824は明代の龍泉窯系青磁盤の底部片である。高台は直立し、体部との差は

不明瞭である。全面施釉後、高台内の釉を掻き取る。土坑の時期は15世紀代と考えられる。

SK2421（Fig.65 Ph.96） 第２面12区に位置し、北側を現代の井戸に切られる。溜まり状の遺構

である。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺3.1m、短辺2.6mを測る。二段掘りとなっており、検出

面から30cm程のところで、傾斜を急にして底面へと至る。深さは0.4mである。覆土は灰黒色土を主

体とし、炭化物を多量に含む。土坑からは肥前系陶器片、板状の銅滓が出土する。

SK2428（Fig.66 Ph.97） 第２面３・23区に位置し、南東側をピットに切られる。地山が南側に

向かって傾斜し始める部分に位置し、溜まり状の遺構である。隅丸方形に近い平面プランを呈し、長

辺3.6m、短辺2.7mを測る。北側と南側にテラスを有し、深さは0.43mを測る。覆土は灰黒色土を主体

とし、炭化物を多量に含む。

出土遺物（Fig.66） 825は瓦玉である。凸面はナデで調整されるが、凹面は磨滅しているため調

整は不明である。白色砂粒を多く含み、橙色を呈する。他には中国の染付碗C群（外面に芭蕉葉文を

もつ）や肥前系陶器、鉄滓が出土する。

SK2429（Fig.66 Ph.98） 第２面25区に位置する。地山が南側に向かって傾斜し始める部分に位

置し、溜まり状の遺構である。平面プランは不整形で、深さは30cmを測る。覆土は灰黒色粘質土に

青灰色砂が混入する。

出土遺物（Fig.66 Ph.99） 826は越州窯系青磁小碗の口縁部片で、端部は強く外反する。胎土は

精良である。827は木材の削り屑である。材はヒノキで、３面の削り痕が残る。他に土師器の椀、ヘ

ラ切り底の土師器、黒色土器Ａ類、滑石製石鍋、土錘、砥石が出土し、時期は11世紀代と思われる。

SK2430（Fig.67 Ph.100） 第２面17区に位置し、南東側は現代の削平を受ける。地山が南側に向

かって傾斜し始める部分に位置し、溜まり状の遺構である。平面プランは不整形で、深さは10cmを

測る。底面は船底状を呈し、覆土は木質を含み、灰色粘質土、茶褐色土、黄色土を主体とする。

出土遺物（Fig.67） 828は回転糸切り底の土師器の坏である。完形品で、口径14.1cm、底径9.8cm、

器高2.6cmを測る。底部には板状圧痕を有し、内底面は粗いナデで調整する。829は白磁碗Ⅳ類である。

土坑の時期は13世紀前半と考えられる。

－ 83－

Ph.97 SK2428（東から） Ph.98 SK2429（南西から）
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１　灰黒色土に青灰色砂混入 
２　灰黒色粘質土 
３　青灰色砂質土（地山） 

H
=2.1m

Ph.99 SK2429出土遺物

Fig.66 SK2428・SK2429実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3・1/4）

827

SK2435（Fig.68 Ph.101） 第２面12区に位置する。平面プランは

歪な円形を呈し、南北方向は1.4m、東西方向は1.2m、深さは0.25mを

測る。頭大の石ととともに、木製品、土師器、陶磁器等が出土する。

木製品は御敷きで、一部欠損し、さらに２分割されていた。御敷きの

下には、ワラスボ状の繊維質がまとまって出土した。繊維の方向は割

合揃っていたが、何かの形状を呈した状況ではなかった。これは分析

をおこなったところ、葦などの草木ということであった（付編２参照）。



覆土は灰色粘質土、茶褐色土、黄色土を主体とし、多量の炭化物、木質を含む。

出土遺物（Fig.68 Ph.102） 830は回転糸切り底の土師器の坏である。口縁部を一部欠損するが、

口径は15.1cm、底径10.85cm、器高3.2cmを測る。底部は板状圧痕を有し、内底面は粗いナデで調整す

る。口縁はやや外反して開く。831は黒色土器A類の椀である。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁

部で外反する。832・833は焼塩壺である。832は口縁部片で、器壁は厚く、口縁端部は直立して丸く

おさめる。内面には目の細かい布目圧痕が残る。胎土はやや粗く、色調は褐色を呈する。833は体部

片で、器壁は薄い。外面は指押さえで調整し、内面には細かい布目が残る。色調は橙色である。834

は長方形の石硯で、硯頭部分は欠損する。砥面は楕円形を呈し、硯尻は硯頭に較べ、高くなる。また、

砥面はよく使用され、滑らかな面となっている。逆の面も凹状に窪んでおり、脚を削り出したのだろ
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Fig.68 SK2435実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3・1/4）
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うか。石材は細粒砂岩である。835は須恵質の丸瓦で、凹面には細かい布目が残る。凸面は細かい格

子目タタキを行った後、強いナデで調整する。836は木製品の御敷きの底板と思われる。ヒノキの柾

目取り材（付編２参照）を用いる。長さ22.0＋αcm、幅27.8cm、厚さ0.5cmを測り、一辺には把手状

のものを取り付ける。断面方形の0.35cm×0.56cm、長さ10.3cmの板材を２本合わせて、樹皮状の紐で

緊縛固定する。もう一方は欠損しているため対となるかは不明である。また、径2.0～3.0mmの孔を

３カ所に穿ち、同様の樹皮状の紐で、緊縛して、補修する。表裏ともに、刀傷が多数付いており、傷

は直線が大半だが、曲線を描いたものもみられる。他に土師器の椀、ヘラ切り底の土師器、土錘、青

磁、白磁、滑石片が出土する。土坑の時期は12世紀後半と考えられる。
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SK2446（Fig.69） 第２面７・24区に位置し、北東側をSX2413に削平される。平面プランは楕円

形を呈し、長径1.65＋αm、短径1.55＋αm、深さは0.15mを測る。北側がテラスとなって張り出す。

覆土は茶褐色土を主体とする。遺物は回転糸切り底の土師器、白磁片、黒色土器B類、瓦器が出土す

る。土坑の時期は12世紀後半頃と思われる。

SK2457（Fig.69） 第２面24区に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺1.05m、短径

0.95m、深さは0.15mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は灰黒色土を主体とする。遺物は土師器

の椀、瓦器が出土する。土坑の時期は12世紀後半頃と思われる。

４）溝
検出した溝の時期は古墳時代、古代末、中世のものである。

SD1188（Fig.４） 第１面16区に位置する。長さ1.6m、幅0.35mを測り、断面は「U」字状を呈し、

深さは0.3mを測る。溝は南北方向（N－20°－W）に走る。覆土は茶褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.70） 837は土師器の甕である。頸部がわずかにしまり、口縁部は緩やかに外反す

る。体部外面は縦方向の刷毛目、内面は横方向のケズリで調整する。口縁部は横ナデである。体部外

面は頸部付近まで火を受けており、器面が荒れ、褐色を呈する。口縁部上端内面には煤が付着する。

溝は７世紀前半と考えられる。

SD2039（Fig.５） 第２面２区に位置し、北側をピットに切られる。長さ1.8＋αm、幅0.55mを測

り、断面は「U」字状を呈し、深さは0.1mを測る。覆土は灰褐色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig.71） 837は布留式土器の甕の口縁部片である。内湾気味に外反し、口縁端部内側

に段を有する。他の遺物は出土しないため、溝の時期は古墳時代初頭と考えられる。

SD2217（Fig.５　Ph.103） 第２面13・14区に位置する。

南側は土坑に切られ、北側は調査区外へ延びる。長さ9.2＋

αm、幅1.75～2.2mを測り、南北方向（N－37°－W）に走

る。断面は船底状を呈し、深さは0.1mを測る。溝の底面は

北側が若干であるが、高くなっている。覆土は灰色砂質土

を主体とする。北側で出土した土師器の甕（848）は床面直

上で、中央から出土した越州窯系青磁碗（846）はやや浮い

た状況で出土する。
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出土遺物（Fig.71 Ph.105） 844・845は土師器の椀の底部片である。846は越州窯系青磁碗Ⅱ－2b

類である。口縁部を一部欠損するが、ほぼ完形品である。化粧掛けを行い、体部外面中位から外底部

には施釉しない。外底部に墨書がみられるが、読み取れない。847は管状の土錘である。重さは5.20g

を量る。848は土師器の甕である。頸部がわずかにしまり、口縁部は緩やかに外反する。体部外面は

タタキの後、上位は縦方向の刷毛目で調整する。内面は指ナデ、指押さえを施す。体部外面には煤、

内面には焦げが付着する。他に黒色土器A類の小片が出土する。溝の時期は９世紀後半から10世紀中

頃と思われる。

SD2236（Fig.５　Ph.104） 第２面４区に位置し、北側は調査区外へ延びる。弧を描く溝で、環状

に巡る可能性もある。東西方向の長さは現状で8.2mを測る。幅は1.2～1.5mを測り、断面は「U」字状

を呈する。床面はほぼ同じ標高で、深さは0.15～0.3mである。覆土は灰色砂質土を主体とする。

出土遺物（Fig.71） 839は布留式土器の甕の口縁部片である。器壁が厚く、口縁端部内側に段を

有する。口縁部内面には斜方向のハケメが残る。口縁部外面には煤が付着する。溝の時期は古墳時代

初頭である。

SD2266（Fig.５） 第２面８・９区に位置し、北側は調査区外へ延びる。SD2217に切られる溝で、

南北方向（N－65°－W）に走り、方角はSD2217と較べるとやや東側に振る。幅2.3mを測り、断面は

「U」字状を呈し、深さは0.15mを測る。床面は若干であるが、北側が高い。覆土は淡灰色砂質土を主

体とする。

出土遺物（Fig.71） 842は土師器の坏である。底部はヘラ切り底と思われるが、丁寧なナデで調

整する。胎土は精良で、色調は白橙色を呈する。843は管状の土錘で、一部欠損するが、重さは

16.40gを量る。他に緑釉陶器、土師器の椀、黒色土器A・B類の小片が出土し、９世紀後半と考えら

れる。

SD2410（Fig.５） 第２面７区に位置し、東側をSK2428に切られる。南側に地山面が落ちていく

変換線上に位置し、地形に沿って延びる溝である。方向はN―29°－Eである。現存で長さ4.8＋αm、

幅2.0mを測り、断面は「U」字状を呈する。深さは0.2mである。覆土は灰黒色土を主体とする。
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Ph.103 SD2217（南から） Ph.104 SD2236（東から）



出土遺物（Fig.71）

804は瓦質土器の火舎

と思われる。口縁部は

折り返して整形された

と考えられ、内面の折

り返した部分がはげて

いる。その部分には細

かい布目が残り、成形

の段階で残ったものと

考えられる。841は管

状の土錘で、重さは16.

34gを量る。他に肥前

系の陶磁器が出土す

る。
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Ph.105 SD2217出土遺物

Fig.71 SD2039・SD 2217・SD2236・SD 2266・SD 2410出土遺物実測図（1/3）
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５）その他の遺構
SX2407（Fig.72 Ph.106） 第２面８区

に位置し、東側をSK1399に切られる。隅

丸方形に近い平面プランを呈し、南北の長

さ1.25m、幅0.95＋αmを測る。壁は直に立

たず、緩やかに傾斜する。検出面から8.0

～12.0cmのところで骨を検出したが、遺存状況は悪い。骨は東西方向に並んで５本、それと直行して

南北方向に並んで検出した。非常に遺存状況が悪いため、人骨かどうかの判別は困難であった。
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Fig.72 SX2407実測図（1/20）および出土遺物実測図（1/2・1/4）

Ph.107 SX2407出土遺物
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出土遺物（Fig.72 Ph.107） 849は滑石石鍋の底部付近を転用したものである。破面も丁寧なケズ

リで調整する。内外面ともに鍋として使用していた頃の煤が付着する。重さは306.23ｇを量る。850

は鉄製のヤスリと思われる。柄の部分には木質がみられる。厚さは2.0～2.5mmを測り、断面は方形

を呈する。歯の部分は断面がやや凹状を呈する。他に上層から土師器椀の小片、内面に赤色のものが

付着した銅の鋳造関連と思われる土師器の坏片が出土する。時期は古代末と考えられる。

SX1435（Fig.４　Ph.108） 第１面21区に位置する。南側に地山は傾斜しており、その緩斜面に遺

物が堆積する。これはTr1420（Fig.６　Ph.４）に対応する層で、地山の直上には古墳時代後期のC層、

その上に古代の遺物を含んだB層があり、さらに中世の遺物を含んだA層が堆積する。A層からは特

に多くの遺物が出土し、遺物量はコンテナ12箱分となる。回転糸切り底の土師器、黒色土器A・B類、

輸入陶磁器が出土する。B層からは中世の遺物も少量含むが、回転ヘラ切り底の土師器、土師器の椀、

輸入陶磁器が出土する。

出土遺物（Fig.73・74） 851～896はA層出土遺物である。851～878は回転糸切り底の土師器であ

る。851～866は小皿で、851～864は身の浅いもので、口径は7.7～8.8cmを測る。851・855は底部に板

状圧痕を有する。856の内底部には糸切りの痕跡が残る。865・866は深い身を有し、口径は6.8cm、

8.0cmを測る。867～878は坏で、口径11.6～13.3cmを測る。867・869・872・873・875～878は底部に

板状圧痕を有する。879は回転ヘラ切り底の土師器の坏である。口径は15.0cmを測る。880は土師器の

椀で、外底部はヘラ切りで、板状圧痕を有する。胎土は精良で、色調は白橙色を呈する。内面は単位

が不明であるが、ミガキで調整される。881～884は須恵器である。881は坏蓋で、天井部にはヘラケ

ズリが残る。882は高坏の脚部片で、外面にはカキ目調整を施す。883・884は甕で、883は口縁部片で、

頸部外面に刻みをもつ。884は体部内外面ともにわずかであるが、タタキが残る。色調は白灰色を呈

する。885～891は白磁である。885は碗Ⅳ類、886は碗Ⅴ類、887は碗Ⅷ類、888は皿Ⅳ類、889・890は

皿Ⅸ類、891は壺である。892は越州窯系青磁碗、893は中国陶器の壺の口縁部片である。894は管状の

土錘で、重さは12.41gを量る。895は砂岩で、両面中央部にわずかだが、研磨痕がみられる。896は滑
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石製石鍋である。内面には多量の焦げ、外面には煤が付着する。897～906はB層出土遺物である。

897～899は須恵器である。897・898は蓋で、いずれも天井部に回転ヘラケズリを行い、ヘラ記号を有

する。899は高坏の脚部で、中位には沈線が巡る。900は土師器の椀、901は土師器の甕である。体部

内外面にタタキを残し、口縁部はナデで調整する。口縁部から体部にかけての外面に煤が多量に付着

する。902は白磁碗Ⅷ類、903は同安窯系青磁碗、904は龍泉窯系青磁碗Ⅲ類、905は中国陶器の壺の底

部片である。906は管状土錘で、重さは29.96gを量る。

SX1441（Fig.４） 第１面19区に位置する。土師器が大量に出土したが、遺構として検出できな

かったものである。廃棄土坑が存在していたものと思われる。出土した範囲は径2.0m、深さ10cm程

であった。やや粘質を帯びた灰色土であった。

出土遺物（Fig.75） 907～929は回転糸切り底の土師器である。907～919は小皿で、907は口径

7.1cmを測り、深めの身をもつ。908～919は身が口径に比して浅く、口径は7.6～8.8cmを測る。908・

909は底部に板状圧痕を有する。917は内底面に糸切り痕を有し、口縁部には粘土を巻き付けた痕跡が

残る。920～929は坏で、口径11.6～12.8cmを測る。920・928を除いた大半が底部に板状圧痕を有し、

923・926・929は目の細かい板である。920は焼成後に丁寧な穿孔を行っている。内面は穿孔の周囲が

－ 94－

Fig.74 SX1435出土遺物実測図②（1/3）
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幅2mm程剥落している。穿孔は径2mmである。930は土師器の高坏脚部片で、外面は粗い縦方向のケ

ズリで調整する。931は白磁碗ⅩⅡ－１a類、932は龍泉窯系青磁碗Ⅲ類、933は越州窯系青磁碗Ⅰ－2ァ
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Fig.76 SX1442・SX1443出土遺物実測図（1/3）



類である。934は土師質土器の鉢で、内外面ともに刷毛目調整する。935は土師器の甕で、外面はタタ

キの後、回転ナデを部分的に行い、内面には当て具痕が残る。口縁部内面にはヘラ記号を有する。

936は須恵質の平瓦である。凹面には粗い布目、凸面には格子目のタタキが残る。937は管状の土錘で、

重さは14.94gを量る。938は瓦玉である。凸面、凹面ともに磨滅する。白色砂粒を多く含み、橙色を

呈する。939は鉄製の絞具である。時期は14世紀前半と思われる。

SX1442（Fig.４） 第１面20区に位置する。SX1441と同様の状況で遺物が集中するが、遺構を検

出できなかった。遺物出土範囲は径1.5m、深さは５cm程である。やや粘質を帯びた灰色土である。

出土遺物（Fig.76） 940～943は回転糸切り底の土師器である。940～942は小皿で、口径は7.5～

7.9cmを測る。943は坏で、口径は13.1cmを測る。940・943は底部に板状圧痕を有する。944は高麗陶

器の瓶の底部片である。内外面ともに格子目タタキがわずかにみられる。タタキの後、回転ナデで調

整する。胎土は精良で、色調は中心があずき色、器面は灰色を呈する。945・946は白磁碗Ⅱ類である。

947は管状の土錘で、重さは24.69gを量る。時期は13世紀末頃と思われる。

SX1443（Fig.４） 第１面16区に位置する。SX1435と同じ状況で、南側に傾斜する緩斜面に遺物

が堆積する。Tr1420と同じ堆積状況ではなく、灰色粘質土を主体とする覆土であった。

出土遺物（Fig.76 Ph.109） 948～951は須恵器である。948・949は丸みをもった坏蓋で、天井部

はともにヘラケズリをするが、948はその後、ナデで仕上げる。また、948の色調は橙色を呈する。

950は口縁端部をわずかにつまみだす坏蓋で、天井部は回転ナデで調整する。951は高台付き坏である。

952は古墳時代前期の土師器の鉢である。内外面ともに丁寧な研磨調整を行う。953～959は白磁であ

る。953は合子の蓋、954は皿Ⅸ類、955は白磁碗Ⅴ－4a類、956～958は碗Ⅴ類、959は碗Ⅷ類である。

960～963は越州窯系青磁である。960は碗Ⅱ類、961は碗Ⅱ－1b類、962は碗Ⅱ－2類、963は碗Ⅱ－１

類である。964・965は龍泉窯系青磁である。964は碗Ⅰ－2類、965は碗Ⅲ類である。966は同安窯系青

磁皿である。外底部に墨書を有し、字体は「■供」と思われる。967は土師器の甕の体部片である。

外面はタタキの後、刷毛目で調整し、内面には当て具痕が残る。968は瓦質の平瓦である。凹面には

細かい布目が残り、凸面には縄目のタタキの後、部分的にナデ消している。969は砂岩で、敲打痕が

ある。重さは36.66gを量る。他に内部に銅の付着がみられる土師器の甕の小片が出土する。内部は赤

色、光沢のある黒色の付着物が認められる。

SX2029（Fig.５） 第２面３・６区に位置する。南側に傾斜する緩斜面に遺物が堆積する。幅

1.7mで、地形に沿って走る。深さは10cm程で、底面は凸凹状を呈する。自然に堆積したものと考え

られる。長さは約12m、SK2057付近から西側では検出できなかった。覆土は茶褐色砂質土である。

SK2057より西側では緩斜面に堆積する覆土は灰色粘質土となる。

出土遺物（Fig.77） 970は古墳時代前期の鉢の口縁部片である。

器壁は磨滅している。他には土師器の甕の小片が１点のみ出土す

る。堆積した時期は古墳時代前期である。

SX2408（Fig.５） 第２面23・24区に位置する。SX2029より南

側で検出した落ちである。調査区内では20cm程南側に傾斜する。

この堆積層は灰色粘質土、茶褐色粘質土、灰色砂であった。

出土遺物（Fig.77 Ph.110） 971は滑石石鍋で、口縁下に鍔が

巡る。972は木製品である。栓と思われ、一部欠損する。マツ属複

維管束亜属の柾目取り材を用いる（付編２参照）。長さは7.6cm、

中央部の最大径は3.0cm、端部の径は2.2cmである。他に多量の土
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師器、須恵器と同安窯系青磁、白磁が出土し、12世紀代の堆積と

考えられる。また、桃の種実が３個体分出土する（付編２参照）。

SX2413（Fig.５　Ph.111） 第２面23・24区に位置する。南側

は調査区外へ延びる。東西方向の長さは3.75m、南北方向の長

さは2.3＋αmである。灰色粘質土と茶褐色粘質土が堆積し、多
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Ph.110 SX2408・SX2413出土遺物

Fig.77 SX2029・SX2408・SX2413出土遺物実測図（1/3・1/4）
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くの炭化物と木質を含む。

出土遺物（Fig.77 Ph.110） 973・974は須恵器の坏蓋である。973の天井部はヘラ切り未調整、

974は回転ナデで調整する。975は緑釉陶器（防長産）の口縁部片である。口縁端部はわずかに外反す

る。胎土は灰橙色を呈し、淡緑色の釉が薄くかかる。976は土師器の椀である。内底部には煤が付着

する。977は中国陶器の底部片である。内外面に緑色の釉がかかり、外底部は露胎である。白色砂粒

を多く含んだ胎土である。978は龍泉窯系青磁盤である。979は瓦質の丸瓦である。凹面には細かい布

目が残り、凸面はナデで調整する。980～982は木製品である。980は紡織具の である。スギのナナ

メ取り材を用いる。中央部で折れた状況で検出した。接合すると、長さ39.0cm、幅1.5～1.65cm、厚

さ2.1～2.3cmを測る。中央部には長さ3.0cm、幅0.5～0.6cmの長方形の孔があけられる。表面には明瞭

なケズリ痕が残る。981はスギの板目材を用いた角材である。一辺3.0＋αcmを測る角材で、現存で長

さ17.3cmである。一面に断面逆台形を呈した幅0.6cm、深さ0.5cmの溝が切られる。982は針葉樹の板

目取り材を用いた板材である。幅3.4cm、厚さ1.1cmの断面は長方形を呈し、長さは現存で47.3cmを測

る。古代から15世紀前半にかかる遺物が出土する。

SX2414（Fig.５） 第２面16・17区に位置する。大きな溜まり状の遺構である。不整形をなし、

東西方向6.3～7.5m、南北方向7.5mを測る。深さは0.3mである。底面は凸凹状である。覆土は上層で

は茶褐色土、下層では灰黒色粘質土を主体とする。出土遺物は上層では中世、下層では古代の遺物の

割合が高くなってくる。瓦や滑石製品も多く出土する。

出土遺物（Fig.78・79 巻頭図版４ Ph.112） 983～995は上層、996～1026は下層の出土遺物であ

る。983は防長産の緑釉陶器の口縁部片である。灰橙色の胎土に、淡緑色の釉がかかる。984は底部が

回転糸切り底の土師器の小皿、985は底部が回転ヘラ切り底の土師器の坏である。底部に板状圧痕を

有する。986・987は土師器の甕である。986は体部外面にタタキ、内面には当て具痕が残る。987は口

縁部片で、ナデで調整する。988～991は白磁である。988は碗Ⅴ－4a類、989は皿Ⅳ－1b類、990は碗

Ⅳ類、991は碗ⅩⅠ－4類である。992は龍泉窯系青磁碗Ⅰ－3類である。993・994は陶器で、993は赤褐

色の胎土に濃緑色の釉がかかる。体部外面から下位は露胎である。見込みには輪状に胎土目がつく。

994は盤の底部片で、内面には釉がかかり、鉄絵が描かれている。995は管状土錘で、重さは5.57gを

量る。996は土師器の椀で、内外面ともに丁寧にミガキが施される。997・998は回転ヘラ切り底の土

師器の坏である。999は黒色土器A類の椀、1000は黒色土器B類の椀、1001は瓦器椀である。1002は畿

内産（洛西）の緑釉陶器の皿である。体部中位に段をもち、口縁部はやや外反する。灰色の胎土に緑

色の釉が薄くかかる。1003は灰釉陶器の皿で、口縁は端部付近で外反する。釉は口縁端部内外面のみ
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Fig.78 SX2414出土遺物実測図①（1/3）
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にかかる。1004は土師器の甕である。外面はほとんどナデ消されているが、格子目タタキが、内面に

は当て具痕が残る。1005～1009は白磁で、1005は碗Ⅴ類、1006は碗Ⅸ類、1007は碗Ⅳ類、1008は碗Ⅷ

類、1009は皿Ⅲ－１類である。1010は越州窯系青磁碗Ⅰ－2類、1011は同安窯系青磁碗である。1012

～1014は龍泉窯系青磁である。1012は碗Ⅰ－2類、1013は碗Ⅱ－b類、1014は皿Ⅰ－2b類である。1015
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Fig.79 SX2414出土遺物実測図②（1/3）



は越州窯系青磁小碗Ⅰ－2b類である。1016は陶器の壺の肩部片と思われる。灰色の胎土に、黄緑色釉

がかかる。外面には草花が線刻される。1017は管状土錘で、重さは27.75gを量る。1018は滑石の石鍋

で、復元口径30.2cmを測る。内外面ともに多量の煤が付着する。1019は滑石の石錘で、重さは

131.20gを量る。４側面に抉りが入れられ、溝も１条刻まれる。断面方形の瘤状把手をもつ石鍋の転

0 1m

0 10cm

H
=2.7m

H=2.8m

H=2.7m

1027

1028

Fig.80 SX2401実測図（1/20）および出土遺物実測図（1/3）
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Ph. 113 SX2401（北から）
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用品である。1020は滑石の未製品であり、破面に一部研磨した痕跡がみられる。断面長方形の瘤状把

手をもつ石鍋を転用する。重さは267.38gを量る。1021は細粒砂岩の砥石である。非常によく研磨さ

れ、擦痕も多く残る。1022～1026は瓦である。1022は須恵質の丸瓦で、凹面には細かい布目、凸面は

細かい格子目タタキが残る。1023は瓦質の丸瓦、1024は須恵質の平瓦で、ともに凹面には細かい布目

が残り、凸面は粗い工具によるケズリで調整される。1025・1026は瓦質の平瓦で、凹面には細かい布

目、凸面には縄目のタタキが残る。

SX2401（Fig80 Ph.113） 第２面11区に位置する。１面から２面へと掘り下げる途中で検出した

集石である。この集石に伴う掘り込みは確認できなかった。網掛けをしている石は並んでおり、石の

底面はほぼ揃っている。内部の石は若干乱雑であり、動いている感も受けた。基壇状の遺構で、検出

した部分はコーナーに当たり、外側に面する石を並べた後、内部に石を置いている。ただし、外側の

石もきちんと組まれている様子ではない。石材はほとんどが花崗岩である。

出土遺物（Fig.80） 1027は須恵器の坏蓋で、天井部は回転ヘラケズリを行う。1028は土師器の鉢
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Fig.81 第１面ピット出土遺物実測図
（1/3・1/2・1/1）

Ph.114 ピット出土遺物

1029 1045
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Fig.82 第２面ピット出土遺物実測図（1/3・1/2）



である。内外面ともに研磨調整され、内面には斜方向に暗文風のミガキが入る。集石の時期は６世紀

後半頃と思われる。

６）ピット出土の遺物（Fig.81・82 Ph.114）

1029～1045は第１面、1046～1067は第２面で検出したピットの出土遺物である。1029は土師器の壺

である。内面は回転ナデと指押さえで調整される。口縁部と体部中位にはカキ目を施す。1030は土師

器の鉢、1031は土師器の口縁部片で、外面はケズリの後、研磨調整、内面には暗文を施す。1032は須

恵器の高台付き坏、1033～1035は土師器の椀である。1036は防長産の緑釉陶器で、灰白色の軟質な胎

土に淡緑色の釉がかかる。1037は回転ヘラ切り底の土師器の坏である。1038・1039は回転糸切り底の

土師器である。1038は坏で、内底部に菊文のスタンプをもち、色調は白色を呈する。1039は小皿で、

焼成後に穿孔する。1040は越州窯系青磁碗Ⅰ－１a類、1041は明代の白磁、1042は高麗青磁で、外面

にはヘラによる文様を施す。1043は北宋代の銅銭、「(皇)宋(通)寶」（初鋳年：1039年）である。1044

は不明鉄器で、断面は楕円状を呈する。ものを引っかける道具と思われる。1045は山形火打金である。

頂上部の穿孔は腐敗によるものなのか不明である。刃部の中央部はやや擦り減っている。1046は土師

器の高坏、1047～1050は須恵器で、1047は高坏脚部、1048は長頸壺、1049は坏身、1050は甕である。

1047・1050は赤焼土器である。1051・1054は土師器の椀、1052・1053は東藩系須恵器の椀で、底部は
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Fig.83 その他の出土遺物実測図①（1/3）



ヘラ切り未調整である。1055・1056は黒色土器A類の椀、1057は白磁碗Ⅳ類である。1058は黒色土器

A類の椀で、外面に沈線が巡る。1059は白磁皿Ⅵ－2b類である。1060は土師器の椀で、内外面ともに

研磨される。1061は同安窯系青磁碗、1062は越州窯系青磁碗Ⅰ－１aゥ類である。1063は回転糸切り

底の土師器の坏、1064は備前焼の中世３期の甕である。1065は丸瓦で、凹面には細かい布目を残し、
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Fig.84 その他の出土遺物実測図②（1/3）



凸面は横ナデで調整する。1066は鉄製の刀子、1067は

鉄鏃で、錆膨れがひどい。

0 10cm

1094（11区2面包含層） 

1098（1～2面包含層） 

1099 
（11区2面包含層） 

1100 
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（16区2面包含層） 
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（11区2面包含層） 

1096 
（1～2面包含層） 

　　1097 
（18区1～2面包含層） 1102 

（試掘トレンチ） 
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Ph.115 包含層出土遺物①

Fig.85 その他の出土遺物実測図③（1/3）
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７）その他の出土遺物（Fig.83～92 巻頭図版３・４ Ph.

115～119）

1068～1077は弥生時代前期から中期にかけての遺物であ

る。1068～1070は小形壺で、1068は体部内面上位は粗い刷

毛目、他は指ナデ、外面は研磨調整を施す。1070の外底部

には圧痕が残る。1071・1072は広口壺で、外面には赤色顔

料が塗布される。1073～1077は甕である。1074は口縁部外

面から体部外面にかけて、1077は内面に煤が付着する。

1078～1102は須恵器である。1078～1080は立ち上がりを

もつ坏身で、底部はヘラケズリで調整する。1081は坏身で、

体部中位で、屈曲して立ち上がる。底部はヘラ切り未調整

である。1082～1084は高台付き坏で、底部は回転ナデで調

整する。1085・1086は皿で、1086は高台が付く。1087～

1091は坏蓋で、1087～1089は天井部を回転ヘラケズリ、他はナデで調整する。1092は無蓋高坏の坏部、
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Fig.86 その他の出土遺物実測図④（1/3）
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Ph.116 包含層出土遺物②

Fig.87 その他の出土遺物実測図⑤（1/3）
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1093は有蓋高坏である。形状は不明であるが、透かし窓は３カ所につく。1094は平瓶、1095は長頸壺、

1096・1097は鉢である。1097は底部に３カ所の穿孔をもつ。1098～1102は甕である。

1103～1108は古墳時代前期の土師器である。1103は布留式土器の甕、1104は小型丸底壺である。

1105は小型器台の脚部で、欠損部を丁寧に打ち欠いている。脚部中位に２つの穿孔をもつ。1106～

1108は鉢で、1107・1108は内面に暗文風のミガキを施す。1109は黒色土器A類の椀で体部は直線的に

立ち上がる。1100～1112は黒色土器B類で、1100は托上椀、1111は楠葉型の椀、1112は皿である。

1113は瓦質土器の椀の口縁部片で、体部は直線的に立ち上がり、端部で外反する。内外面は丁寧な横

方向のナデで調整し、外面には縦方向にやや雑な暗文状のミガキを施す。胎土には白色砂粒、黒色粒

を含み、色調は灰色を呈する。1114・1115は緑釉陶器である。1114は近江産の椀で、底部内面には圏

線が巡り、三叉トチンの目跡が残る。貼り付け高台で、高台内側に段をもつ。胎土は精良で、灰色を

呈し、濃緑色の釉が全面に施釉される。1115は畿内産と思われる。無高台で、外底部磨滅のため、調

整は不明である。橙色の胎土に淡緑色の釉が全面に施釉される。1116・1117は灰釉陶器である。1116

は椀、1117は壺の肩部片である。1118は中世６期の備前焼の擂鉢である。1119は土師器の土器片円盤

で、重さは23.50gを量る。1120は瓦質土器の火舎である。

1121は刑窯の白磁で、低い蛇の目高台を有し、回転糸切りが残る。1122は白磁皿Ⅵ類で、内面には

ヘラによる花文が描かれる。1123～1133は越州窯系青磁碗である。1123・1124はⅠ－１a類、1126は

Ⅰ－1b類、1125はⅠ－2b類、1127・1128はⅠ－2類である。1129はⅡ－2b類、1130はⅡ類である。

1131・1132は口縁部片で、1131は輪花と体部外面に篦押圧縦線文を有する。内面には篦彫の花文をも

つ。1133はⅢ類である。1134は施釉陶器の小壺である。焼き歪んでおり、赤褐色の胎土に茶褐色の釉

がかかる。1135・1136は高麗陶器の碗である。いずれも蛇の目高台を有し、内底部は窪む。畳付には

胎土目が残る。1137は高麗時代の象眼青磁で、白色土で象眼する。1138～1140は朝鮮時代のものであ

る。1138は粉青沙器の碗である。内底部は白色土で象眼され、外底部には篦による線刻が残る。1139
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Fig.88 その他の出土遺物実測図⑥（1/3・1/4）
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は白磁碗で、やや緑がかった灰色釉が全面にかかり、畳付には砂目が残る。1140は瓶で、胎土は赤褐

色から灰色を呈し、オリーブ灰色の釉がかかる。

1141は軒丸瓦、1142は軒平瓦で、ともに灰白色を呈し、軟質である。1143・1144は丸瓦である。

1143は黄褐色、1144は白灰色を呈し、ともに軟質である。1145は鬼瓦の小片で、強いナデで調整し、

燻され、わずかであるが黒色の光沢が残る。1146～1148は平瓦である。1146は明橙色を呈し、軟質で

ある。1147は瓦質、1148は須恵質である。

1149～1151は焼塩壺で、内面には目の細かい布目圧痕が残る。1152は近世の焼塩壺の蓋、1153は近

世の墨の蓋である。1154は滑石製の石錘で、両側面に抉りが入る。1155は有孔土錘、1156～1162は管

状土錘である。小型から大型、円筒形から紡錘形まで様々な形態がある。1163は蛸壺である。

1164は耳環で、非常に良好な遺存状況である。銅芯に金薄板を被せるが、ほぼ金は完存する。外径

2.33×2.2cm、内径1.3×1.25cm、断面5.5×8.5mm、連接部の隙間は1.5mmを測り、重さは10.89gである。

1165は銅製鉈尾（ 帯）の裏金具である。銅、鉛、ヒ素を中心とする青銅でつくられる。表面観察で

は、緑青を吹いた部分と黒色の部分が見られる。黒漆と思われるが、分析では検出できなかった。平

面形は長方形を呈し、バックルの先端に位置する方は丸みを帯びる。四方端部は丁寧に面取りされて

おり、明瞭な稜線をもつ。長さ3.9cm、幅3.4cm、厚さ1.7mmである。止穴は３方に穿たれ、先端中央

部に１カ所、反対側に２カ所あり、２カ所の方には鋲が残る。穴は径1.5mmである。1166は棒状の銅

製品である。断面は正方形を呈し、一辺6.0mmを測る。両端部は欠損する。純銅で、顕微鏡観察では、

表面に鍍金がみられる。1167は銅製のキセル、1168は鉄鍋の底部付近の破片である。1169は環状の鉄

器で、断面は丸みを帯びた長方形を呈する。1170は北宋代の銅銭、「(皇)宋(通)寶」（初鋳年：1039年）

である。1171～1173は木製品である。1171は紡織の経巻具である。スギの板目取り材を用いる（付編

２参照）。先端部は欠損するが、長さは26.1cm、柄の部分は8.0cmを測る。柄は断面が2.3×2.5cmの円

形を呈し、粗く面取りされ、ケズリ痕が残る。経巻部は断面方形を呈し、幅3.2＋αcm、厚さ2.3＋α
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Fig.89 その他の出土遺物実測図⑦（1/3）



cmである。1172はスギの柾目取り材を用いた板材である。断面は長方形

を呈し、幅5.1cm、厚さ1.1cmを測る。丁寧に面取りされる。1173はマツ

属複維管束亜属の芯持ち材を用い（付編２参照）、一端を亀頭状に仕上

げた木製品で、陽物の可能性もある。もう一端は木口面が丸みを帯びるように削る。面取りは丁寧に

施され、端正なつくりである。完形品で、長さは7.1cm、径は1.0～1.4cmである。中央には穿孔があ

り、亀頭状の面の穿孔は径1.5mm程の円形を呈し、反対側は2.8×3.5mmの方形を呈する。

1174～1182は鋳造関連遺物である。1174は銅が内面に付着する土師器の甕（付編３参照）である。

焼き歪みが大きく、器形等は不明である。器壁は7mmを測り、色調は灰色を呈する。胎土には細か

い白色砂粒と金雲母を多く含む。内面中位から下位にかけては、溶融したものが付着する。緑青を発

した部分と赤色を呈する部分と熱を受けてガラス化し、灰黒色を呈し光沢をもつ部分がある。内面上

半と外面は紫紺色を呈する。内面と外面下位の変色した部分には気泡が散在し、凸凹状である。全体

にカスカスしている。蛍光X線分析では主成分として銅、微量元素として鉄、ニッケル、ヒ素、鉛、

ストロンチウム、ジルコニウム、銀を検出した。1175は銅の鋳造関連遺物と思われる土師器の甕であ

る。外面には格子目のタタキ、内面には当て具痕が残る。内面に付着している銅滓のラインは直線的

である。また、外面の火を受けた痕跡もほぼこの銅付着のラインと一致する。1174と同様に、内面に

は緑青がふき、赤色、灰黒色、黄色を呈した部分がある。変色した部分には気泡が散在し、凸凹状を

0 5cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 2cm

1164 
（4区1面包含層） 1165 

（21区1面包含層） 

1167 
（南側表土はぎ） 

1170 
（SK1219） 1169 

（21・22区2層） 
1168（19区1面包含層） 

1173 
（13区3層） 

1171 
（24区1～2面包含層） 

1172 
（17区1～2面包含層） 

1166 
（18区1～2面包含層） 
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Ph.117 包含層出土遺物③

Fig.90 その他の出土遺物実測図⑧（1/1・1/2・1/3・1/4）

1171 11731172



0 10cm
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（8区1～2面包含層） 
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Ph.118 包含層出土遺物④ Tab.1 羽口（1184）蛍光Ｘ線分析

Fig.91 その他の出土遺物実測図⑨（1/3）

1187

1183



呈する。1176～1178は変色、変質する須恵器の坏である。外底部はヘラケズリで調整される。1176の

内面には溶融したものが付着するが、外面には火を受けた痕跡は認められない。内面は濃緑色、赤色

－ 114－

0 10cm

0 5cm
1191 
（14区1～2面包含層） 
＜35.57g＞ 

1197 
（14・15区2層） 
＜157.65g＞ 

1198 
（8区2層） 
＜118.9g＞ 

1200 
（17区1面包含層） 

1199 
（16・17区2層） 
＜484.14g＞ 

1192 
（1・2区1～2面包含層） 
＜46.56g＞ 

1193 
（22区1～2面包含層） 

＜19.97g＞ 

1194 
（11区1～2面包含層） 

＜1.53g＞ 1195 
（13区3層） 
＜7.31g＞ 

1196 
（7区表土はぎ） 
＜1.73g＞ 

Ph.119 包含層出土遺物⑤

Fig.92 その他の出土遺物実測図⑩（1/3・1/2）
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に発色し、光沢をもつ。『EDX分析』の結果、赤色部分は酸化銅による発色であった。1177の内面に

は明確な溶融物は認められないが、内面は灰黒色、灰緑色に発色する。また、内面の器面から2.0mm

程は被熱で、変質する。外面は紫灰色に変色する。内外面ともに気泡が散在し、凸凹状を呈する。全

体にカスカスし、非常に軽い。1178の底部にはヘラケズリが残る。内面には赤色に発色する溶融物が

わずかに認められる。1179～1182は坩堝と思われる。1181は使用されるが、他は未使用である。1179

は口縁部片で、器壁は1.2cmと厚い。復元口径は8.0cmを測る。指押さえで調整する。胎土には白色砂

粒を多く含み、橙色を呈する。外面には灰色に変色した部分が見られ、火を受けたと思われる。1180

は底部片で、1179と色調、胎土、調整と非常に類似しており、同一個体の可能性がある。内面は強い

横ナデを行うため、段を有し、底部には方形の窪みを有する。1181は口縁部片で、器壁は約1.2cmを

測る。内面には溶融物が付着し、灰緑色、緑色、赤色に変色し、緑色部分は光沢をもつ。外面は熱を

受けてガラス化し、特に下位には気泡が散在し、凸凹状となる。1182は1179・1180と類似した胎土、

色調を呈し、底部に穿孔をもつ。1183は鉄鍋の土製鋳型である。1184～1186は羽口である。1184・

1186の先端部は強い比熱により褐色の胎土から赤褐色、黒色へと変色し、先端部はガラス質となる。

1184の赤褐色を呈した部分を蛍光X線分析した結果、Tab.1の示すところとなった。分析からは主成分

として鉄、銅、微量元素としてチタンを検出した。銅を検出したことによって銅の鋳造を強くうかが

わせる。1185の先端部も強い比熱によりガラス質化し、気泡が散在する。胎土は白灰色を呈し、内面

は赤色となる。1187・1188は土製品で、鋳造関連のものと思われる。胎土は粗く、白色砂粒、赤褐色

粒、繊維状のものを多量に含む。指押さえで調整し、作りが粗雑である。断面は山形を呈し、頂上部

は火を受けて黒くガラス質となる。1189（付編３参照）は椀状滓で、表面はやや凹んでおり、気泡が

多くみられる。灰黒色を呈するが、部分的に茶褐色、黄色を呈する。裏面は大小多くの気泡がみられ、

凸凹状を呈する。多くの木炭痕がみられ、最大で7×11mmを測る。色調は灰色と黄色を呈する。２

面が破面となる。蛍光X線分析では主成分として鉄、微量元素として銅、バリウム、マンガンを検出

した。1190（付編３参照）は椀状滓である。表面は流動性をもち、ほぼ平坦面を呈している。表面は

灰褐色を呈し、酸化土砂が多く付着した部分は黄褐色を呈する。裏面は気泡が多く、がさがさした粗

鬆肌をしている。大小多くの木炭痕がみられ、最大幅は8mmを測る。側面はすべて破面である。蛍

光X線分析では主成分として鉄、微量元素として、ストロンチウム、バリウム、マンガンを検出した。

1191～1200は石製品である。1191～1193は滑石製の紡錘車である。1191は下面は台形状に抉られ、

円周上に傷のような１条の沈線が巡る。上面には傷が残るが、再び研磨している。側面には縦方向、

横方向の研磨が施されるが粗く、縦方向のケズリが残る。1192は丁寧に成形され、研磨が施される。

上面は端面と穿孔部の間が凹状に窪む。1193は欠損品であるが、欠損部を磨いている。1194は滑石製

品で、径3.0mm程の穿孔をもつ。1195は黒色の砂岩で、磨った面が見られる。碁石の未製品と思われ

る。1196は碧玉の剥片である。緑色から濃緑色を呈し、剥いだ痕跡が残る。1197はスタンプの未製品

と思われる。石鍋転用で、把手部を使用する。1198は砂岩製で、研磨により整形する。両側面に敲打

による抉りが入り、錘として使用された可能性もある。また、上面には敲打による凹状の窪みを有す

る。1199は大型の石鍋である。体部外面には煤が多量に付着し、底部には錆瘤が付着する。1200は砂

岩製の砥石である。４面が非常によく使用され、凹状に窪んでいる。一部、敲打痕、擦痕も見られる。

1201は五重塔の箱庭道具である。土師質で、屋根や窓が細かく表現される。
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４．A区の遺構と遺物
B区同様、南側には谷が入っており、A区でもその落ちを検出した（Fig.3）。特に17区では落ちに沿

って転石があり、ほぼB区と同じ状況を呈する。調査はB区同様、２面の調査を行った。Tr4555では

第１面が北側で標高3.2m、南側で標高3.1m、第２面が北側で標高3.0m、南側で標高2.6mを測る。わ

ずかであるが、遺構面が緩やかに南側に傾斜することがうかがえる。第１面は灰色土と黄色土を主体

とした包含層の上面で設定した。第２面は黄白色シルトと砂の地山面である。Tr4554は第２面の調査

を終えた段階の土層断面図である。SK4266が遺構の南限であり、これより南側は落ち際に遺物を含

んだ薄い層が、幾重にも厚く堆積する。Tr4554では地山が北側で標高2.7m、南側で標高1.8mを測る。

南側の１～３層と９層は中世の遺物を含んだ包含層である。その下から地山までは弥生時代から古代

の遺物を主体とする包含層である。この包含層に対応する遺物はFig.149に掲載する。

第１面では古代末～中世の遺構、第２面では弥生時代前期、古墳時代後期・古代・中世の遺構を検

出した。検出した主な遺構は古代・中世・近世の井戸14基、古墳時代後期から中世の土坑52基、中世

の溝12条、弥生時代の埋葬関連遺構２基、柱穴である。
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Ph.120 A区第１面全景（北側上空から）
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１　アスファルト 
２　盛土（バラス） 
３　盛土（バラス・土） 
４　黄褐色土 
５　暗褐色土 
６　黒褐色土 
７　明褐色土（土坑） 
８　黒褐色土（土坑） 
９　灰褐色砂質土に黄色土混入（土坑） 

 
10　灰褐色土（土坑） 
11　暗褐色土（ピット） 
12　暗褐色土・黄色シルト（ピット） 
13　灰色シルト（ピット） 
14　灰色土（ピット） 
15　灰黒色土（ピット） 
16　灰黒色土（ピット） 
17　灰色土（ピット） 
18　灰色土（ピット） 

 
19　灰色土・黄色土 
20　黒色粘質土・シルト 
21　灰黒色土・黄色土（ピット） 
22　灰色シルト（ピット） 
23　灰色シルト・黄色土（ピット） 
24　黄白色シルト・砂（地山） 
25　黄白シルトに灰色土混入（ピット） 

 
１　黄色土・灰褐色土（中世の遺物含む） 
２　灰粘質土に黄色砂混入（炭化物多い） 
３　オリーブ灰色砂質土・粘土（炭化物混入） 
４　灰黒色粘質土・灰黒色砂質土・オリーブ灰色砂 
　　（弥生・古代の遺物含む） 
５　青灰色シルト（やや粘質おびる） 
６　青灰色シルト・灰色粘土 
７　灰色粘質土・黄褐色砂質土 
８　灰褐色土・黄褐色土 
９　明褐色土（細かい炭化物多い） 
10　青灰色粘質土（古代の遺物含む） 
11　青灰色粘質土・灰色粘土（古代の遺物含む） 
12　灰色粘質土 

 
13　黒色砂質土 
14　黒色土・灰色粘質土に黄色砂混入 
　　（木質・古代の遺物含む） 
15　14よりやや砂質おびる 
16　14より粘質おびる 
17　黄灰色土（炭化物混入） 
18　14より砂質おびる 
19　灰褐色土・褐色土 
20　褐色土 
21　黄色土・黒色土（ブロック状に混入） 
22　オリーブ灰色砂・青灰色砂に黄褐色 
　　砂混入（地山） 
23　黄白色砂（地山） 

 
24　褐色粗砂（地山） 
25　にぶい黄褐色土（ピット） 
26　灰色土（ピット） 
27　灰色砂質土・白灰色砂質土 
28　白灰色粗砂・黄色粗砂（地山） 
29　灰色粗砂・黄色粗砂（地山） 
30　黄褐色粗砂 
31　灰褐色土（土坑）  
32　明褐色土 

0 2m

H＝3.2m

B A

DC

第１面 

第２面 

Ph.121 17区近景（南東から）

Fig.93 A区土層実測図（1/80）
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Ph.122 Tr4555土層（東から）

Ph.123 Tr4554北側土層（西から）

Ph.124 Tr4554南側土層（西から）
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Ph.125 A区第１面調査区全景（北東から）

Ph.126 A 区第２面調査区全景（東から）
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0 1m

1
2

2001 
（井側内上層） 
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（井側内上層） 

2002 
（井側内下層） 

2005（堀方） 

2

3 3

2003

2006（堀方） 
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１　灰色粘質土 
２　褐色粗砂・灰色粘質土 
３　灰褐色砂質土 

１）井戸
井戸は11世紀から15世紀に至るまでの14

基を検出した。現在は標高1.2ｍ付近で湧水

する。

SE3067（Fig.96 Ph.127） 第１面４区

に位置し、北側は調査区外へ延びる。掘方

の平面プランは南北方向にやや長い楕円形

を呈し、長径3.45m、短径2.9mを測る。上面

からの深さ約0.7mの箇所に平坦面を設け、

ほぼ中央に井側下部を据えるためさらに

0.8m掘削する。その掘り込みは円形を呈し、

径は約1.15ｍを測る。標高2.1m付近に横方

向の木質が見られるが、遺存状況は悪い。

井側と思われ、径は55cmを測る。井側の掘

方は灰色粘質土と褐色粗砂で充填される。

井側内の最下層には10cm程、炭化物が堆積

し、その上には、頁岩系の拳大の石が並ぶ。

意図的と思われる。なお、底面の標高は

1.7mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.96） 2001・2002は回転糸

切り底の土師器である。2001は深い身の小

皿で、復元口径6.8cm、底径4.8cm、器高

1 .95cmを測る。2002は坏で、復元口径

12 .6cm、底径8 .0cm、器高2 .5cmを測る。
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Fig.96 SE3067実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/4）



2003は瓦質土器の擂鉢で、３本以上のすり目を施す。2004は白磁碗Ⅳ類、2005は中国陶器の底部片で

ある。黒色砂粒を含んだ赤褐色の胎土に緑色の釉が全面にかかる。外面下位には目跡が残る。2006は

平瓦で、凸面は割れて遺存しないが、凹面には布目が残る。土師質で、色調は褐色を呈する。2007は

玄武岩の台石で、上面は凹状に窪み、側面には敲打痕が残る。他に土師質土器の鍋や鉢、粘土塊、鉄

釘が出土する。井戸の時期は14世紀前半と考えられる。

SE3109（Fig.97 Ph.128） 第１面13区に位置する。東側は現代の削平を受け、遺存状況は悪い。

壁面は標高2.4m付近で傾斜をやや急にする。その部分の平面プランは隅丸方形を呈し、一辺が0.9m

を測る。上面からの深さ約0.85mの箇所に平坦面を設け、井側下部を据えるためさらに約0.2m掘削す

る。その掘り込みは円形を呈し、径0.45mを測る。なお、底面の標高は1.85mを測る。内部に木質等

は確認できなかった。

出土遺物（Fig.97） 2008は回転糸切り底の土師器の坏である。口縁部は欠損する。2009は回転ヘ

ラ切り底の土師器の坏である。復元口径14.2cm、底径8.6cm、器高3.0cmを測る。丁寧な回転ナデで調

整され、色調は赤褐色を呈する。2010は土師器の甕である。外面は縦方向の刷毛目、内面はケズリで

調整される。12世紀の井戸と考えられる。

SE3111（Fig.98 Ph.129） 第１面12・13区に位置し、東側は現代の削平を受ける。掘方の平面プ

ランは円形を呈すると思われ、南北方向の径は1.7mを測る。上面からの深さ約0.4mの箇所に平坦面

を設け、中央に井側下部を据えるためさらに約0.4m掘削する。その掘り込みは円形を呈し、径0.9ｍ

を測る。底面には井側を据えた痕跡が残る。径0.4mの円形を呈し、深さは5.0cmを測る。内部に木質

等は確認できなかった。なお、底面の標高は2.1mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.98） 2011・2012は回転糸切り底の土師器である。2011は坏、2012は小皿で、復元

口径8.0cm、底径6.7cm、器高1.3cmを測る。2013は白磁碗Ⅳ類、2014は染付の底部片である。井戸の

時期は15世紀頃と思われる。

SE3134（Fig.99 Ph.130～133） 第１面３区に位置する。掘方の平面プランは隅丸方形を呈し、

一辺は約3.1mを測る。上面からの深さ約0.8mの箇所に平坦面を設け、中央に井側下部を据えるため

さらに約0.6m掘削する。その掘り込みは楕円形を呈し、長径1.1ｍ、短径0.9mを測る。井側には桶が
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Ph.127 SE3067（東から）



用いられるが、遺存状況は悪い。

桶は直径75cmを測り、高さは50＋

αcmである。桶の板目に直行する

ように桶の外側に横方向の木質が

認められる。横方向の木質は特に

下部に良好に遺存する。なお、底

面の標高は1.7mを測り、湧水は認

められなかった。

出土遺物（Fig.99） 2015・

2016は回転糸切り底の土師器であ

る。2015は小皿で、口径6.8cm、

底径4 .7cm、器高1 .6cmを測る。

2016は坏で、復元口径11.0cmを測

る。2017は龍泉窯系青磁碗の口縁

部片である。口縁端部は強く外反

し、端部は丸くおさめる。釉は厚

くかかる。2018は土師質土器の鉢の口縁部片である。他に白磁、同安窯系青磁、磁 窯系陶器、滑石

小片、鉄釘が出土する。井戸の時期は13世紀後半と考えられる。

SE3335（Fig.100・101 Ph.134～138） 第１面16区に位置し、北側は現代の削平を受ける。平面

プランは削平のため歪であるが、南北方向にやや長い楕円形を呈する。長辺約3.7m、短辺2.7mを測

る。上面からの深さ約0.85mの箇所に平坦面を設け、中央に井側下部を据えるためさらに約0.45m掘

削する。その掘り込みは楕円形を呈し、長径1.4ｍ、短径1.25mを測る。井側には上段の外側に桶、下
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Fig.97 SE3109実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.128 SE3109（南から）



H＝3.1m

2011（井側内） 

2012 
（上層） 

2014 
（上層） 

2013 
（井側内） 

0 10cm

0 1m

段の内側に刳物が用いられる。桶は直径90cmを測り、高さは

22＋αcmである。板は現存で長さ22＋αcm、幅14cm、厚さ

1.5cmである。桶の下方にはたがが巡り、厚さ3.0cm、幅3.0～

4.0cmを測る。下段内側の刳物（遺物番号2029）はクスノキ（付

編２参照）の中心を刳り抜いたものである。遺存状況は良好であ

る。内径は70～77cmを測り、現存での高さは30＋αcmである。

厚さは3.0cm前後を測る。外面下位には突起状の把手が対になる

ように４ヶ所に付く。把手は３ヶ所に現存し、１ヶ所は痕跡が残る。把手は長さ11cm、幅5.0cm、厚

さ5.0cmを測る。掘方の底面では径0.35～0.45mの楕円形を呈した掘り込みを検出した。この部分に水

溜を設けたと考えられる。水溜はほぼ中央に付けられる。木質等は認められなかった。底面の標高は

1.5mを測り、湧水する。また、井側を据えるために設けたと考えられる平坦面分には厚さ10.0cmの白

色粘土が充填されていた。
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Fig.98 SE3111実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）

Ph.129 SE3111（東から）

Ph.130 SE3134（北から）



H＝3.4m
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（上層） 2016 

（上層） 

2017 
（井側内） 
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出土遺物（Fig.100） 2019～2022は土師器である。2019は回転ヘラ切り底の坏である。底部には

板状圧痕が残る。内面には丁寧なナデ、外面は回転ナデで調整する。復元口径は15.0cm、底径10.0cm、

器高3.3cmを測る。2020は椀の底部片、2021は小壺で、口縁部は内傾し、端部は丸くおさめる。丁寧

なナデで調整する。2022は甕で、体部外面はヘラケズリ、他はナデで調整する。2023は白磁碗Ⅳ類、

2024は白磁小碗ⅩⅠ’－3類である。2025は磁 窯系陶器の盤である。2026は越州窯系青磁小碗の口縁
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Fig.99 SE3134実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.131 SE3134井側（西から）

Ph.132 SE3134井側（西から）

Ph.133 SE3134掘方（北から）
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（上層） 

　2021 
（井側掘方） 
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2022 
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H＝3.0m

部片で、輪花を有し、胎土は精良である。2027は管状土錘で、半分欠損するが、重さは6.97gを量る。

2028は瓦玉で、凸面には格子目のタタキ、凹面には布目が残る。他に黒色土器A類、回転糸切り底の

土師器が少数であるが出土する。井戸の時期は12世紀前半と考えられる。

SE3342（Fig.102 Ph.139） 第１面16区に位置し、西側はSE3335に切られ、東側は調査区外へ延

びる。掘方の平面プランは円形を呈すると思われ、南北方向の径は3.2mを測る。上面からの深さ約
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Fig.100 SE3335実測図（1/40）および出土遺物実測図①（1/3）



0 40cm

2029

0.65mの箇所に平坦面を設け、中央に井側下部を据えるためさらに約0.7m掘削する。その掘り込みは

径約0.8ｍを測る。井側は48cmの円形を呈すると考えられるが、内部に木質等は確認できなかった。

なお、底面の標高は1.7mを測り、湧水は認められなかった。
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Fig.101 SE3335出土遺物実測図②（1/16）

Ph.137 SE3335刳物

Ph.138 SE3335刳物把手痕・桶（東から）

Ph.134 SE3335（東から）

Ph.135 SE3335刳物検出状況（東から）

Ph.136 SE3335水溜検出状況（西から）

2029



H＝3.2m

0 1m

0 10cm

2036（井側内）  

2035（上層） 

2034（井側内） 

2033（上層） 

2032 
（井側内） 

2031 
（上層） 

2030（上層） 

出土遺物（Fig.102） 2030・2031は土師器である。2030は回転糸切り底の坏で、底部に板状圧痕

を有する。2031は椀で、内外面ともに細かい密なミガキが施される。2032・2033は黒色土器A類の椀

である。ともに内面は細かく丁寧なミガキがおこなわれ、外面は横方向のナデで調整する。2033の体

部外面下位には指押さえの痕跡が残る。2034は白磁碗、2035は同安窯系青磁碗の口縁部片である。

2036は鉄製品で、両面に弧を描く沈線が入る。厚さは4.5mm程である。他に管状の土錘、滑石小片、

黒色土器B類が出土する。SE3335との切り合いや遺物から井戸の時期は11世紀後半から12世紀初頭と

考えられる。2030・2035の遺物は上層からの出土で、小片のため混入と考える。

－ 127－

Fig.102 SE3342実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.139 SE3342（北東から）



SE4001（Fig.103 Ph.140・141） 第２面１区に位置し、南側をSE4002に切られる。掘方の平面プ

ランは径2.6mの円形を呈する。上面からの深さ約0.7mの箇所に平坦面を設け、やや中央に井側下部

を据えるためさらに約0.5m掘削する。その掘り込みは円形を呈し、径約1.1ｍを測る。井側は標高

2.8m付近から1.8m付近で確認でき、径70cm前後の円形である。井側本体は遺存せず、木質等は確認

できないが、井側が密着していた壁面には縦方向、斜方向のしがらみ状のものが認められる。井側本

体に巻き付けてあったものと思われる。なお、底面の標高は1.7mを測り、湧水はしない。
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Fig.103 SE4001実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.140 SE4001（南から）

Ph.141 SE4001木質検出状況（東から）



出土遺物（Fig.103） 2037～2039は回転糸切

り底の土師器である。2037は小皿で、復元口径

は8.6cmを測る。2038・2039は坏で、口径は

12.4cm、13.2cmである。ともに底部には板状圧

痕を有する。2040は瓦質土器の鉢である。2041

は白磁碗Ⅴ類で、内面に花文を描く。2042は滑

石石鍋の口縁部片である。口縁外面下に小さい

断面不等辺台形の鍔が垂れ下がる。2043・2044は管状土錘で、重さは18.07g、23.62gを量る。他に鉄

釘が３本出土する。井戸の時期は13世紀後半と思われる。

SE4002（Fig.104 Ph.142） 第２面１区に位置し、南側は現代の削平を受ける。掘方の平面プラ

ンは東西方向に長い楕円形を呈し、長径2.7m、短径2.3mを測る。上面からの深さ約0.2mの箇所に平

坦面を設け、ほぼ中央に井側下部を据えるためさらに約1.0m掘削する。その掘り込みは径約1.2ｍを

測る円形を呈する。内部には井側に用いた桶が遺存する。遺存状況は悪く、板の幅等は正確に把握で

きない。桶の径は72.0cmを測り、幅は最大で12.0cm、厚さ2.0cmである。井側の中には一辺45.0cm、

厚さ15.0cmの扁平な石が投入される。なお、底面の標高は1.65mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.105） 2045～2058は回転糸切り底の土師器である。2045～2051は小皿で、口径は

7.5～9.0cmを測る。2048は身が深く、色調は赤褐色を呈し、底部には目の細かい板状圧痕を有する。

2047の内面底部には煤が付着する。2052～2058は坏である。口径は11.2～13.2cmを測り、2054～2056

は底部に板状圧痕を有する。2059は白磁碗Ⅴ－4a類、2060は白磁碗Ⅱ類、2061は白磁碗の底部片で、

見込みには段を有する。2062は青白磁の碗の口縁部片である。口縁には輪花をもち、外面に文様を有

する。2063～2066は瓦質土器の鉢である。2067は砂岩で、部分的に光沢を持ち、研磨した痕跡が残る。

重さは25.36gを量る。2068は滑石の錘である。１ヶ所の穿孔、２ヶ所に抉りを有する。重さは20.53g

である。2069・2070は滑石の石鍋である。2069は把手、鍔をもたず、口縁部は丸くおさめる。2070は

口縁外面下に断面台形の鍔が巡る。2071～2073は管状土錘である。重さは2071が39.03g、2072が

22.04g、2073は半分欠損するが14.07gを量る。2074は黒の碁石である。砂岩で、黒い光沢をもつ。重

さは1.87gである。2075は北宋代の銅銭、「元豊通寶」（初鋳年：1078年）である。他に鉄釘５本、鉄

滓１点が出土する。井戸の時期は14世紀前半である。
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Ph.142 SE4002（北東から）
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Fig.105 SE4002出土遺物実測図（1/3・1/2・1/1）



SE4014（Fig.106 Ph.143～145） 第２面13・14区に位置する。北側から東側にかけては現代の削

平を受け、南側は調査区外へ延びる。上面からの深さ約0.45mの箇所から井側下部を据えるためさら

に約0.4m掘削する。その掘り込みは径約1.1ｍを測る円形を呈する。井側は掘方の中央に板材を方形

に組んだものである。遺存状況は比較的良好で、四方の板材が確認できた。東西方向は長さ48cm、

南北方向は長さ52cmを測る。板の厚さは1.0cm前後で、幅は15.0cmを測る。その内部では円形の水溜

を検出した。水溜には曲物を用いるが、遺存状況は悪い。曲物は径0.4～0.45mを測り、厚さは1.0cm

前後である。上部の方にだけ木質は遺存し、下部は痕跡が残るだけである。井側の掘方内には比較的

大きな花崗岩が投入されていた。なお、底面の標高は1.65mを測り、湧水が確認できる。

出土遺物（Fig.106） 2076～2078は回転ヘラ切り底の土師器である。2076・2077は磨滅するが、
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Fig.106 SE4014実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



内外面ともに丁寧な回転ナデで調整

する。2078の体部はヘラケズリで調

整する。2079は白磁碗Ⅸ類である。

2080は平瓦で、凹面には強いナデ、

凸面には縄目のタタキを施す。2081

は管状土錘で、重さは15.78gを量る。

2082は滑石の紡錘車である。上面の

端部は丸みを帯びるが、下面の端部

は角張り、明瞭な稜線をもつ。半分

欠損するが、重さは21.85ｇである。

2083は細粒砂岩の砥石である。砥面

には細い溝状の擦痕が多く入る。他

に須恵器の坏や蓋の細片が出土する。

2080は小片で、この時期のものは１

点のみの出土のため混入と考えられ

る。他の出土遺物から11世紀中頃か

ら後半と思われる。

SE4120（Fig.107 Ph.146） 第２

面14・15区に位置し、南側は現代の

削平を受ける。掘方の平面プランは

円形を呈し、径3.6mを測る。上面か

らの深さ約0.7mの箇所に平坦面を設

け、ほぼ中央に井側下部を据えるた

めさらに約0.8m掘削する。その掘り

込みは径約1.1ｍを測る円形を呈する。

内部には井側に用いた桶が遺存する。

遺存状況は悪く、東側は板が確認で

きるが、他は痕跡が残る程度である。

桶は径65cmを測り、厚さ1.0cm前後の

板が高さ15cm程遺存する。なお、底

面は掘りすぎてしまったため桶が浮

いた状況であるが、本来は標高1.8m

を測る。湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.108） 2084～2089

は回転糸切り底の土師器である。208

4は小皿で、復元口径は8.2cmを測る。

2085は高台付き小皿で口径8.4cm、高

台径5.7cm、器高2.5cmを測り、底部中央に穿孔がある。2086～2089は坏で、口径は11.6～13.0cmを測

り、2089の底部は板状圧痕を有する。2090は土師質土器の鍋である。口縁下には煤が付着する。2091

は緑釉陶器の椀の口縁部片である。口縁部は緩やかに外反し、胎土は橙色を呈し、淡緑色の釉が薄く
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Ph.143 SE4014（南から）

Ph.144 SE4014 井側検出状況（南から）

Ph.145 SE4014 井側検出状況（北から）



H=3.4m

0 1m

かかる。2092は白磁碗Ⅷ類である。2093は管状土錘で、重さは19.89gを量る。2094は滑石石鍋の小片

である。内面には「V」字状の溝や擦痕が多く見られる。砥石として転用した可能性がある。また、

外面には煤が多量に付着する。2095は火成岩で、上下面ともに敲打により凹状に窪む。以上の出土遺

物より井戸の時期は13世紀前半と考えられる。

SE4121（Fig.109 Ph.147） 第２面11・15区に位置する。北側は溝や土坑に削平されるためやや

歪であるが、径3.5mを測る円形と考えられる。上面からの深さ約0.8mの箇所に平坦面を設け、やや

南側寄りに井側下部を据えるためさらに約0.6m掘削する。その掘り込みは円形を呈し、径1.1mを測

る。井側には桶を検出した。遺存状況は良好でほぼ一周する。しかし、板目に沿って亀裂が入ってお

り、板の幅は確認できなかった。厚さは1.0cm前後、高さは現存で38cmを測る。底面の標高は1.7mを

測り、標高1.55m付近で湧水する。

出土遺物（Fig.109） 2096～2102は回転糸切り底をもつ土師器である。2096～2098は小皿で、口
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Fig.107 SE4120実測図（1/40）



0 10cm

2084（井側内） 

2086（井側内） 2088（井側内） 

2089（井側内） 

2090（井側内） 

2095 
（井側内） 

2087（井側内） 

2091 
（井側掘方） 

2092（井側内） 

2094（井側内） 

2085（井側内） 

2093（井側内） 
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Fig.108 SE4120出土遺物実測図（1/3）

Ph.146 SE4120（北東から）



H=3.4m

0 1m

0 10cm

2096（上層） 

2097（上層） 

2098 
（井側内上層） 

2099 
（上層） 

2101 
（井側内下層） 

2107

2108
2100 

（井側内上層） 
2102 

（井側内上層） 

2106 
（上層） 

2104（上層） 2105

2103 
（井側内上層） 

2109

0 2cm

径7.6～8.4cmを測る。2099～2102は坏で、口径12.4～12.8cmを測り、2101は底

部に板状圧痕を有する。2103は白磁碗Ⅴ類、2104は越州窯系青磁碗の口縁部

片で、輪花をもつ。2105は龍泉窯系青磁碗Ⅲ類、2106は龍泉窯系青磁坏Ⅳ類

である。2107・2108は管状土錘で、重さは8.18g、24.14gを量る。2109は北宋

代の銅銭、「聖宋（元寶）」（初鋳年：1101年）である。他に鉄釘３本、滑石小
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Fig.109 SE4121実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/1）



片が出土する。以上の出土遺物か

ら井戸の時期は14世紀前半と考え

られる。

SE4233（Fig.110 Ph.148・149）

第２面15区に位置する。掘方の

平面プランは東西方向に長い楕円

形を呈し、長径4.1m、短径3.35m

を測る。上面からの深さ約0.3mと

0.7mの箇所に平坦面を設け、そこ

から井側下部を据えるため、さら

に約0.5m掘削する。その掘り込み

は径1.0mの円形を呈する。井側に

は桶を用いる。SE4121と同様、縦

方向の板目は良好に残るが、亀裂

が生じているため板の幅は確認で

きなかった。桶は径0.65mを測り、

板の厚さは1.5cm、高さは0.45mで

ある。なお、底面の標高は1.57m

を測り、最下面から湧水する。

出土遺物（Fig.110）2110・2111

は回転糸切り底の土師器である。

2110は小皿で、復元口径8.0cm、

2111は坏で、復元口径11.4cmを測

る。2112は須恵質土器の片口の擂

鉢である。一単位４本のすり目が

入る。内面は刷毛目が良好に遺存

し、器面は磨滅していない。2113

・2114は白磁の口縁部片、2115は

青白磁の皿、2116は同安窯系青磁

碗の口縁部片である。2117は管状

土錘で、重さは18.9gを量る。他に

平瓦（凹面は細かい布目、凸面は

ナデ）、滑石小片、鉄釘３本が出

土する。以上の出土遺物から井戸

の時期は13世紀中頃から後半と考

えられる。

SE4509（Fig.111 Ph.150）

第２面16区に位置する。北側は

現代の削平を受け、東側は一部調

査区外へ延びる。掘方は円形を呈
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Ph.147 SE4121（南から）

Ph.148 SE4233（南東から）

Ph.149 SE4233井側検出状況（南から）



し、東西方向で1.7mを測る。掘方の断面は逆台形を呈し、深さは0.6mを測る。底面のほぼ中央に径

0.38mの円形のピットが確認できた。10cm程掘り込んでおり、この部分に井側下部を据えたと考えら

れる。内部に木質等は確認できなかった。なお、底面の標高は1.75mを測り、湧水はなかった。

－ 137－

H=2.9m

0 1m

2110 
（掘方） 

2111（掘方） 2113 
（井側内） 

2115 
（掘方） 

2116 
（掘方） 

2117 
（掘方） 

2114（掘方） 

2112（掘方） 0 10cm

Fig.110 SE4233実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）



H=2.6m

0 1m

2118

2119

2120

2122

2121
0 10cm

出土遺物（Fig.111） すべて上層出土の遺物である。2118・2119は土師器である。2118は回転ヘ

ラ切り底の坏である。復元口径は10.0cmを測り、底部には板状圧痕を有する。胎土は精良で、細かい

金雲母を多く含む。2119は椀の口縁部片である。内外面ともに回転ナデで調整する。2120は黒色土器

A類の椀の口縁部片である。2121は楠葉型の黒色土器B類の椀である。内外面ともに細かいミガキが

施される。2122は白磁碗Ⅱ類である。井側内からは黒色土器Ａ類、須恵器の甕、土師器の甕の小片が

出土する。以上の出土遺物から井戸の時期は11世紀前後から中頃と考えられる。

SE4515（Fig.112 Ph.151） 第２面13・14区に位置し、南側をSK3235に切られる。掘方の平面プ

ランは東西方向に長い楕円形を呈し、長径2.4m、短径1.9mを測る。上面からの深さ約0.3mで、ほぼ

中央に井側下部を据えるためさらに0.7m掘削する。掘り込みプランは楕円形を呈し長径1.3m、短径

0.9mを測る。内面にはわずかに木質が確認できるが、井側を特定するには至らなかった。なお、底面

の標高は1.9mを測り、湧水は認められなかった。

出土遺物（Fig.112） 2123・2124は土師器である。2123は回転ヘラ切り底の坏である。復元口径

は11.0cmを測り、底部には板状圧痕を有する。2124は回転糸切り底の坏である。復元口径が12.8cmを

測り、底部に板状圧痕を有する。2125は黒色土器A類の椀である。内面は丁寧な研磨調整が施される。

他に鉄滓２点が出土する。上層から回転糸切り底の土師器が出土するが、SK3235の遺物である可能

性も考えられる。陶磁器が出土しないことや井側内からヘラ切り底の土師器の坏が出土することから、

11世紀後半と考えられる。
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Fig.111 SE4509実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.150 SE4509（西から）



H=3.1m

0 1m

0 10cm

2123（井側上層） 

2124（上層） 

2125（上層） 

２）土坑
検出した土坑の時期は古墳時代後期、古代、

中世のものである。

SK3001（Fig.113 Ph.152） 第１面１区に

位置し、南側、西側は調査区外へ延びる。方形

を呈すると思われ、東西方向で5.5＋αm、南北

方向で3.6＋αmを測る。深さは0.3mを測り、底

面は平坦である。床面にはピットを２ヶ所有し、

中央部は深さ0.35m、北西隅は深さ0.2mを測る。

覆土は上層が灰色粘質土と灰褐色土、下層が灰

褐色砂質土である。遺物は上層に多く含まれる。

出土遺物（Fig.114） 2126～2137は土師器で

ある。2126～2128は回転糸切り底の小皿で、口

径は7.2～7.9cmを測る。2129はヘラ切り底の坏

で、口径は14.8cmを測る。2130～2137は回転糸

切り底の坏で、口径は12 .2～14 .4cmを測る。

2130・2134～2136は底部に板状圧痕を有し、

2134は細かい板目である。2138は白磁碗Ⅸ類、

2139は越州窯系青磁碗Ⅰ－2aゥ類である。

2140・2141は瓦質土器の鉢である。2142・2143

は焼塩壺で、内面には目の細かい布目圧痕が残

る。2144は滑石石鍋で、断面台形の鍔が口縁下

に巡る。2145は黒の碁石である。丁寧に作られ、

厚さは0.35cmを測り、重さは1.61gである。2146

は鉄鍋の口縁部片と思われるが、錆膨れがひど
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Fig.112 SE4515実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）

Ph.151 SE4515（東から） Ph.152 SK3001（南から）



く、砂が付着しているため不明である。2147は羽口で、外面はヘラケズリで調整する。2148は管状土

錘で、重さは17.06gを量る。他に中国の施釉陶器、瓦、鉄釘が出土する。土坑の時期は回転糸切り底

の土師器、越州窯系青磁、焼塩壺の混入がみられるものの13世紀後半と考えられる。

SK3027（Fig.115 Ph.153） 第１面２区に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺2.2m、

短辺2.0m、深さは0.5mを測る。断面は逆台形を呈し、床面中央には隅丸方形のピットがある。一辺

0.85×0.7m、深さは10cmである。覆土は上層が灰色土、灰褐色土で、下層は褐色砂質土である。

出土遺物（Fig.115） 2149～2151は回転糸切り底の土師器である。2149・2150は小皿で、口径は

7.8、8.6cmを測る。2151は坏で、口径は12.2cmである。2152は白磁碗Ⅸ類、2153は龍泉窯系青磁碗Ⅲ

類である。他に鉄釘が３本出土する。土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK3060（Fig.115 Ph.154） 第１面３区に位置する。平面プランは円形を呈し、径は1.1mを測る。

深さは0.15mで、底面はほぼ平坦である。遺物は北西から南東方向にかけて直線的に出土する。覆土

は灰褐色土、茶褐色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig.115） 2154・2155は須恵器である。2154は蓋で、天井部はナデで調整する。2155

は高台付き坏で、底部はナデで調整し、色調は橙色を呈する。2156～2160は土師器である。2156・

2157は回転ヘラ切り底の坏で、内外面ともに丁寧なナデを施す。2158～2160は甕で、内面はケズリ、

外面は刷毛目調整をおこなう。他に鉄釘が出土し、時期は８世紀後半と考えられる。

SK3077（Fig.116 Ph.155） 第１面４区に位置する。平面プランは円形を呈し、径0.65mを測る。
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H=3.2m
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Fig.113 SK3001実測図（1/40）



深さは0.1mを測り、底面は平坦である。

覆土は灰褐色土である。

出土遺物（Fig.116） 2161～2167は

回転糸切り底の土師器である。2165・

2166以外は底部に板状圧痕を有する。

2161は身の深い小皿で、口径6.6cm、高

さ2.0cmを測る。2162～2167は坏で、口

径は12.2～12.8cmである。他に鉄釘が

出土し、時期は13世紀後半である。

SK3078（Fig.116 Ph.156） 第１面

４区に位置し、SK3077に隣接する。平

面プランは円形を呈し、径0.65mを測

る。深さは0.13mで、底面は平坦であ

る。覆土は灰褐色土である。

出土遺物（Fig.116） 2168～2170は

回転糸切り底の土師器の坏である。
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Fig.114 SK3001出土遺物実測図（1/3・1/2）

Ph.153 SK3027（東から）
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Fig.115 SK3027・3060・実測図（1/40・1/30）および出土遺物実測図（1/3・1/4）

Ph.154 SK3060（南西から）



SK3077

SK3078

SK3079

H=3.2m

H=3.2m

H=3.1m

SK3085

H=3.2m

0 1m

0 1m

0 10cm

0 10cm

2161 2162

2163

2164

2168

2169

2171

2172

2173
2176

2177

2178

2174

2175

2180

2181

2182

2179

2183

2184

2170

2167

2166

2165

2169の底部には板状圧痕を有する。口径は12.3～12.5cmを測る。土坑の時期は13世紀後半と考えられ

る。

SK3079（Fig.116） 第１面２区に位置し、南側と西側をピットや試掘トレンチに切られる。深さ

は0.14mを測り、底面はほぼ平坦である。覆土は灰褐色土を呈する。遺物は遺構検出面より浮いた状

況で出土するため、掘り込み面はもっと上からと考えられる。
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Fig.116 SK3077・3078・3079・3085実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.117 SK3110実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.157 SK3110（北から）

Ph.155 SK3077（南から） Ph.156 SK3078（南東から）



SK3117

SK3136

H=3.2m

0 1m

0 10cm

H=3.6m

0 1m

0 10cm

2196

2198

2199

2200

2197

出土遺物（Fig.116） 2171～2178は回転糸切り底の土師器

である。2171・2172は小皿で、口径は8.5cm、8.6cmを測る。

2173～2178は坏で、口径11.6～12.8cmを測る。2174～2176・

2178は底部に板状圧痕を有する。また、内外面に煤の付着す

るものがあり、灯明皿として使用される。土坑の時期は13世

紀後半と考えられる。

SK3085（Fig.116） 第１面３区に位置する。平面プラン

は楕円形を呈し、長径1.0m、短径0.9m、深さは0.08mを測る。

覆土は灰褐色土を呈し、炭化物を含む。遺物は遺構検出面よ

り浮いた状況で出土するため、掘り込み面はもっと上からと

考えられる。

出土遺物（Fig.116） 2179は白磁碗Ⅸ類である。2180～

2184は回転糸切り底の土師器である。2180は小皿で、口径

9.2cmを測る。2181～2184は坏で、口径11.8～12.6cmを測る。

2180・2181・2183は底部に板状圧痕を有する。土坑の時期は

13世紀後半と考えられる。

SK3110（Fig.117 Ph.157） 第１面３区に位置する。平面

プランは楕円形を呈し、長径1.9m、短径1.3m、深さは0.6mを

測る。底面は東側に向かって傾斜する。覆土は灰褐色土であ

る。土師器とともに拳大・人頭大の石が廃棄される。

出土遺物（Fig.117） 2185～2192は回転糸切り底の土師器

である。2185～2188は小皿で、口径7.8～8.9cmを測る。2189

～2192は坏で、口径11.4～12.2cmを測る。2187～2190・2192

は底部に板状圧痕を有する。2193は龍泉窯系青磁碗Ⅰ－2類で

ある。2194は軟質の丸瓦で、凹面には細かい布目、凸面には

縄目タタキが残る。2195は軟質の平瓦で、凹面は板状のナデ、

凸面には格子目タタキが残る。他に鉄釘が６本出土する。土

坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK3117（Fig.118） 第１面３区に位置する。平面プラン

は円形を呈し、径1.0mを測る。断面は逆台形を呈し、底面は

ほぼ平坦で、深さは0.28mである。底面と上層からほぼ完形の

土師器の坏が出土する。

出土遺物（Fig.118） 2196・2197は回転糸切り底の土師器

の坏である。口径は12.8cmを測り、2196は底部に板状圧痕を

有する。時期は13世紀後半から14世紀初頭と考えられる。

SK3136（Fig.118） 第１面11区に位置し、北側は現代の

削平を受ける。平面プランは隅丸方形を呈すると思われる。

壁面は検出面から0.25mの部分までは緩やかに傾斜し、そこか

ら傾斜を急にして落ちる。底面は平坦で、ピットを有する。

ピットは深さ0.35mを測る。覆土は灰褐色土を主体とし、ピッ
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Fig.118 SK3117・3136実測図（1/30・1/40）
および出土遺物実測図（1/3）
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トは灰褐色砂質土である。

出土遺物（Fig.118） 2198～2200は回転糸切り底の土師器である。2198・2199は小皿で、口径

7.4cm、8.5cm測り、2199の底部は板状圧痕を有する。2200は坏で、口径11.7cm、高さ3.3cmを測る。

他に鉄釘が２本出土する。土坑の時期は14世紀前半と考えられる。
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Fig.119 SK3137・3189実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3・1/1）

Ph.158 SK3137（北から）
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SK3137（Fig.119 Ph.158） 第１面11区に位置し、北側と東側は現代の削平を受ける。覆土は灰

褐色土を主体とする。底面は平坦で、遺物は上層と中層から出土する。深さは0.43mを測る。

出土遺物（Fig.119） 2201～2212は回転糸切り底の土師器である。2201は深めの小皿で、口径

6.3cm、器高2.1cmを測る。2202～2206は浅い小皿で、口径7.0～8.2cm測る。2203・2205は底部に板状

圧痕を有する。2207～2212は坏で、口径12.2～12.8cmを測る。2208以外は底部に板状圧痕を有する。

2212は目の細かい板目で、色調は明褐色を呈する。他に鎬連弁の龍泉窯系青磁が出土し、土坑の時期

は13世紀後半と考えられる。
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Fig.120 SK3200実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.159 SK3189（南から） Ph.160 SK3200（北から）



SK3189（Fig.119 Ph.159） 第１面２区に位置し、南側を溝に切られる。平面プランは歪な隅丸

方形を呈し、長辺1.13m、短辺0.8＋αm、深さは0.15mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は灰褐

色土を主体とし、遺物は中央からまとまって出土する。

出土遺物（Fig.119） 2213～2218は回転糸切り底の土師器の坏である。口径は12.3～13.0cm測り、

2216・2217は底部に板状圧痕を有する。2219は砂岩の石球で、34.97gを量る。2220は銅銭の小片で

「■■元寶」と思われる。他に褐釉陶器、鉄釘１本が出土し、時期は14紀前半と考えられる。

SK3200（Fig.120 Ph.160） 第１面４区に位置し、東側を他の土坑に切られる。細長い楕円形を

呈し、長径3.0＋αm、短径1.1mを測る。深さは0.23mを測り、床面は西側がやや高く、中央部分は平

坦である。覆土は灰褐色土と茶褐色土で、わずかに炭化物を含む。

出土遺物（Fig.120） 2221～2230は回転糸切り底の土師器である。2221～2223は小皿で、口径は

6.5～7.8cmを測る。2224～2230は坏で、口径11.4～13.6cmを測る。2222・2226・2229・2230は底部に
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Fig.121 SK3214・3216実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.161 SK3214（北西から）

Ph.162 SK3216（南東から）
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板状圧痕を有する。2221は灯明皿である。2231は白磁碗Ⅴ類、2232は白磁碗Ⅳ類である。2233は管状

土錘で、欠損するが、17.48gを量る。2234は回転ヘラ切り底の土師器の坏で、底部にヘラ記号を有す

る。混入と思われる。他に鉄釘が７本出土し、土坑の時期は13世紀後半と思われる。

SK3214（Fig.121 Ph.161） 第１面６区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.0m、短

径0.88m、深さは0.2mを測る。覆土は灰褐色土を主体とする。西側には大振りの石が投入され、その

東側上層に土師器がまとまって出土する。

出土遺物（Fig.121） 2235・2236は回転糸切り底の土師器である。2235は小皿で、口径8.6cmを測

る。2236は口径12.6cmの坏で、底部に板状圧痕を有する。時期は14世紀前半と考えられる。

SK3216（Fig.121 Ph.162） 第１面14区に位置し、南東側は現代の削平を受ける。壁面は検出面

から0.15m付近で傾斜を緩やかにして底面へと至る。底面は南東側に向かって傾斜する。覆土は上層

が灰褐色土、下層はやや砂質を帯びる。遺物は中層から出土する。

出土遺物（Fig.121） 2237～2242は回転糸切り底の土師器である。2237は小皿で、口径7.6cmを測

る。2238～2242は坏で、口径11.6～12.4cmである。2240・2241以外は底部に板状圧痕を有する。他に
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Fig.122 SK3217・3218実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.163 SK3217（北から） Ph.164 SK3218（南西から）
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瓦質土器の擂鉢、白磁、鉄釘４本が出土す

る。時期は13世紀後半と思われる。

SK3217（Fig.122 Ph.163） 第１面10区

に位置する。平面プランは円形を呈し、径

0.4m、深さ0.1mを測る。覆土は灰褐色土で

ある。完形の土師器が出土する。

出土遺物（Fig.122） 2243～2246は回転

糸切り底の土師器である。2243は深い身の

小皿で、口径7.2cmを測る。2244・2245は浅

い身の小皿で、板状圧痕を有し、口径は

7.9cm、8.5cmである。2246は坏で、口径

12.0cmを測る。2247は白磁碗Ⅴ類である。時期は13世紀後半と考えられる。

SK3218（Fig.122 Ph.164） 第１面10区に位置する。平面プランは円形を呈し、径0.55m、深さは

0.18mを測る。覆土は灰褐色土である。土師器、拳大の石、鉄釘がまとまって出土する。

出土遺物（Fig.122） 2248～2252は回転糸切り底の土師器である。2248はコースター状の小皿で、

口径6.6cmを測る。2249は身の浅い小皿で、口径9.0cmを測り、底部に板状圧痕を有する。2250～2252

は坏で、口径は11.5～12.2cmを測る。他に緑釉陶器、白磁、鉄釘２本が出土する。土坑の時期は14世

紀前半である。

SK3227（Fig.123） 第１面13区に位置し、南側は現代の削平を受ける。平面プランは隅丸方形を

呈すると思われ、長辺2.5＋αm、短辺2.8mを測る。西側はテラスを有し、深さは0.7mを測る。覆土

は上層が灰褐色土、下層は茶褐色砂質土を主体とする。

出土遺物（Fig.123） 2253は回転糸切り底の土師器の坏である。口径は11.4cmを測り、底部には板

状圧痕を有する。2254は白磁碗Ⅷ類である。土坑の時期は13世紀中頃と考えられる。

SK3235（Fig.124 Ph.165） 第１面13・14区に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺

1.82m、短辺1.3mを測る。北側にテラスを有し、深さは0.27mである。底面にはやや西側寄りに楕円

形のピットが掘り込まれる。長径0.46m、短径0.34m、深さは0.1mを測る。遺物は上層にまとまって

出土する。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.124） 2255～2265は回転糸切り底の土師器である。2255～2260は小皿で、比較的

身が深く、口径は7.2～8.0cmを測る。2259は底部に板状圧痕を有し、2257は口縁部に煤が付着する。

2261～2265は坏で、口径は11.6～12.7cmを測り、2265以外は底部に板状圧痕を有する。2266は土師質

土器の鍋、2267は瓦質土器の火舎である。他に白磁、黒色土器、滑石片、粘土小塊、鉄釘26本が出土

する。土坑の時期は14世紀前半である。
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Fig.123 SK3227実測図（1/40）
および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.124 SK3235・3236実測
図（1/30）および出土遺物
実測図（1/3）

Ph.165 SK3235（南東から）

Ph.166 SK3236（北から）
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Fig.125 SK3238・3301・3336・3349実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.167 SK3349出土遺物

2278
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SK3236（Fig.124 Ph.166） 第１面13区に位置する。厚さ11cmの根石をもつ柱穴である。掘方の

平面プランは円形を呈し、径0.75m、深さは0.25mを測る。底面に根石を置き、灰褐色土で充填した

後は、周囲に拳大の小振りの石を並べる。

出土遺物（Fig.124） 2268は土師器の椀の底部片である。他に白磁、施釉陶器、須恵器の甕、竈

片が出土する。時期は古代末から中世初頭と思われる。

SK3238（Fig.125） 第１面13区に位置し、西側は現代の削平を受ける。平面プランは南北方向に

やや長い楕円形を呈する。長径3.75m、短径1.9mを測る。南側にテラスを有し、深さは0.5mを測る。

覆土は上層が灰褐色土、下層が茶褐色砂質土を主体とする。

出土遺物（Fig.125） 2269～2271は回転糸切り底の土師器の坏である。口径は12.0～12.8cmを測る。

2272は白磁碗Ⅳ類、2273は管状土錘で、重さは49.92gである。他に土師質土器の鉢、鉄釘２本が出土

し、土坑の時期は13世紀後半と思われる。

SK3301（Fig.125） 第１面11区に位置し、南側は現代の削平を受ける。南北方向は0.6＋αm、東

西方向は1.1mを測る。深さは0.5mを測り、断面は逆台形を呈する。覆土は灰褐色土と茶褐色砂質土

である。上層から土師器の小皿が出土する。

出土遺物（Fig.125） 2274は回転糸切り底の土師器の小皿で、口径は8.3cmを測る。2275は瓦質土

器の鉢である。他に白磁、鉄釘１本が出土する。土坑の時期は13世紀後半頃と思われる。

SK3336（Fig.125） 第１面15区に位置する。平面プランは三角形状を呈し、一辺1.7mを測る。深

さは0.15mを測り、底面は平坦を呈する。やや西側寄りに円形のピットを有し、ピットは径0.6m、深

さ8.0cmを測る。覆土は茶褐色土、灰色粘質土、黄色土を主体とし、ブロック状に入る。
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Fig.126 SK3363・3370実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（Fig.125） 2276は須恵器の坏蓋である。天井はヘラ切り未調整である。他は須恵器、

土師器の小片が出土する。土坑の時期は７世紀前半と思われる。

SK3349（Fig.125） 第１面15区に位置する。平面プランは円形を呈し、径1.2mを測る。断面は逆

台形を呈し、深さは0.35mを測る。覆土は灰黒色土、茶褐色土、灰色粘質土で、炭化物を含む。
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Fig.127 SK3377実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（Fig.125 Ph.167） 2277は白磁碗Ⅳ－1b類である。2278は回転ヘラ切り底の土師器の坏

で、底部に墨書が残る。他に黒色土器A、B類が出土し、時期は11世紀後半頃と思われる。

SK3363（Fig.126） 第１面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し長径1.7m、短径1.6mを測

る。検出面から0.1mの部分でテラスを有し、深さは0.25mを測る。覆土は灰褐色土、灰色粘質土を主

体とし、炭化物を含む。

出土遺物（Fig.126） 2279は回転糸切り底の土師器の坏である。2280は白磁碗Ⅷ類、2281は同安

窯系青磁皿である。土坑の時期は13世紀中頃と考えられる。

SK3370（Fig.126） 第１面17区に位置し、南側は現代の削平を受ける。平面プランは隅丸方形を

呈すると思われ、長辺2.2＋αm、短辺1.95mを測る。深さは0.35mを測り、断面は逆台形を呈する。

覆土は茶褐色砂質土を主体とする。

出土遺物（Fig.126） 2282～2284は回転糸切り底の土師器である。2282は小皿、他は坏である。

2285は白色系土器で、京都系土師器である。やや橙色がかった白色を呈する。底部は指押さえで調整

する。2286は白磁碗Ⅸ類である。土坑の時期は14世紀前半と思われる。

SK3377（Fig.127） 第１面13区に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、長辺5.4m、短辺4.1m

を測る。北側にテラスを有し、深さは0.27mを測る。覆土は灰褐色粘質土を主体とする。遺物は南側
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Fig.128 SK3379・3381実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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Fig.129 SK4003実測図（1/40）

Ph.168 SK4003（北東から） Ph.169 SK4004（南から）
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にまとまって出土する。遺物が検出面より浮いてしまっているのはプランが確認できず、掘削してし

まったためである。

出土遺物（Fig.127） 2287～2297は回転糸切り底の土師器である。2287は小皿で、口径8.0cmを測

る。2288～2296は坏で、口径11.8～12.0cmを測る。2295は底部に板状圧痕を有する。2297は大型の土

師器の坏で、口径は15.3cmを測る。2298は龍泉窯系青磁碗Ⅱ－b類である。他に同安窯系青磁碗、施

釉陶器、瓦玉、鉄釘が出土する。土坑の時期は14世紀初頭と考えられる。

SK3379（Fig.128） 第１面13・14区に位置する。平面は二等片三角形状を呈し、底辺1.9m、高さ

3.0mを測る。東側を除いてテラスが巡り、そのほぼ中央にピットを検出した。ピットは径0.75m、深

さ0.1mを測る。覆土は灰色粘質土を主体とし、炭化物を多く含む。

出土遺物（Fig.128） 2299～2302は回転糸切り底の土師器である。2299は深い身の小皿で、口径

6.6cmを測る。2300・2301は浅い身の小皿で、口径7.8cm、8.4cmを測り、2301は底部に板状圧痕を有
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Fig.130 SK4004実測図（1/30）およびSK4003・4004出土遺物実測図（1/3）



SK4027

H=2.8m

SK4063

H=3.0m

SK4065

H=2.9m

SK4066

H=3.0m

SK4074

H=3.1m

2343

2344

2345

2346

2347

2348

2349

2350

0 2cm

0 2cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 1m

0 10cm

する。2302は坏で、口径12.1cmを測る。他に

白磁、施釉陶器、土師質土器の鉢、鉄釘が出

土し、時期は13世紀後半と考えられる。

SK3381（Fig.128） 第１面14区に位置す

る。平面プランは歪な楕円形を呈し、長径

3.65m、短径1.45mを測る。深さは0.18mで、

底面は平坦である。覆土は灰色粘質土を主体

とし、炭化物を含む。

出土遺物（Fig.128） 2303・2304は回転糸

切り底の土師器である。2303は深い身の小皿

で、口径は6.1cmを測る。2304は坏で、口径

は11.8cmを測り、底部は板状圧痕を有する。

2305は瓦玉で凹面には細かい布目、凸面には

縄目タタキが残る。他に須恵質土器の鉢、白

磁、石鍋小片が出土する。土坑の時期は13世

紀後半と考えられる。

SK4003（Fig.129 Ph.168） 第２面１・

２区に位置し、北側と西側は調査区外へ延び

る。また、北東側は現代の削平を受け、南西

側はSE4001に切られる。平面プランは方形

を呈し、南北方向は4.5＋αm、東西方向は

4.0＋αm、深さは0.35mを測る。底面には深

さ10cmたらずのピットを有する。覆土は灰

褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.130） 2306～2331は回転糸

切り底の土師器である。2306～2316は小皿で、

口径7.7～9.0cmを測る。2307・2309・2310・

2312・2314は底部に板状圧痕を有する。2317

～2331は坏で、口径11.5～12.9cmを測る。

2319・2321・2324・2326～2329は底部に板状

圧痕を有する。2332は白磁碗Ⅷ類である。

2333は軟質で褐色の平瓦である。凹面には布

目、凸面には格子目タタキが残る。他に青磁、

施釉陶器、黒色土器A・B類、瓦器、土錘片、

粘板岩砥石、鉄釘が出土する。土坑の時期は
Fig.131 SK4027・4063・4065・4066・4074実測図
（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/1）
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Fig.132 SK4099・4119実測図（1/30）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.170 SK4099（北から）

Ph.171 SK4119（東から）
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13世紀中頃から後半と思われる。

SK4004（Fig.130 Ph.169） 第２面４区に位置し、北側は現代の削平を受ける。平面プランは楕

円形を呈し、長径0.75m、短径0.52＋αm、深さ0.15mを測る。覆土は灰褐色土を主体とする。中央部

分にまとまって土師器が出土する。

出土遺物（Fig.130） 2334～2342は回転糸切り底の土師器である。2334～2340は小皿で、口径は

7.1～8.5cmを測る。4341・4342は坏で、口径11.7cm、12.7cmを測る。他に遺物は出土せず、土坑の時

期は14世紀前半と考えられる。

SK4027（Fig.131） 第２面１区に位置し、西側は調査区外へ延びる。平面プランは円形を呈する

と思われ、南北にテラスを有し、中央部分が深くなる。覆土は茶褐色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig.131 巻頭図版４） 2343は古瀬戸の紅皿で、口径3.3cm、器高1.0cmを測る。淡橙色

の胎土に淡緑色の釉がかかる。底部は糸切りで、その後板状のものでナデを施す。内面には赤色を呈

する部分があり、「蛍光X線分析」からは水銀が検出された。2344は須恵質陶器の擂鉢である。粘り

のある須恵質の胎土に褐色の釉がかかる。７条のすり目が入る。他に回転糸切り底の土師器、鉄釘が

出土する。土坑の時期は14世紀と思われる。

SK4063（Fig.131） 第２面３区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.2m、短径0.75m

を測る。深さは0.3mを測り、船底状を呈する。覆土は灰褐色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.131） 2345は回転糸切り底の土師器の小皿である。口径は7.7cmを測る。他に青白

磁、鉄釘が出土する。時期は13世紀後半から14世紀前半と思われる。

SK4065（Fig.131） 第２面３区に位置し、SK3110に切られる。平面プランは楕円形を呈し、長径

1.25m、短径0.75＋αm、深さ0.25mを測る。覆土は灰褐色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.131） 2346・2347は北宋代の銅銭である。2346は「皇宋通寶」（初鋳年：1039年）、
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Fig.133 SK4135・4139実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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2347は「(大)観通(寶)」（初鋳年：1107年）である。回転糸切り底の土師器小片が出土し、時期は14世

紀頃と思われる。

SK4066（Fig.131） 第２面３区に位置し、東西をSK4065と他の土坑に切られる。平面プランは楕

円形を呈する。長径1.1＋αm、短径0.95mを測る。断面は逆台形を呈し、深さは0.42mを測り、底面

は平坦である。覆土は灰褐色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.131） 2348・2349は回転糸切り底の土師器である。2348は小皿、2349は底部に細

かい板目の板状圧痕を有する坏である。他に白磁が出土し、時期は14世紀前半頃と思われる。

SK4074（Fig.131） 第２面３区に位置し、南側をピットに切られる。平面プランは楕円形を呈し、

長径0.92m、短径0.6＋αm、深さは0.25mを測る。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.131） 2350は回転ヘラ切り底の土師器の坏である。口径は13.6cm、器高3.6cmを測

る。他に施釉陶器、土錘、滑石片が出土し、時期は11世紀中頃と思われる。

SK4099（Fig.132 Ph.170） 第２面６区に位置する。図面上ではSK4100に切られるが、SK4100か

らは弥生時代の遺物しか出土せず、切り合いを間違えて掘削したと考えられる。本来はSK4099が

SK4100を切り、新しい。平面プランは楕円形を呈し、長径1.8＋αm、短径1.0m、深さは0.6mを測る。

頭大から拳大の石が投入され、それに混在して、土師器、鉄釘等が出土する。

出土遺物（Fig.132） 2351は回転糸切り底の土師器の坏である。口径12.4cm、器高2.7cmを測る。
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Fig.134 SK4154・4171実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3）
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他に鉄釘が１本出土し、土坑の時期は13世紀後半と考えられる。

SK4119（Fig.132 Ph.171） 第２面11区に位置し、東側は現代の削平を受ける。平面プランは細

長い楕円形を呈し、長径2.8m、短径1.8mを測る。北側にテラスを有し、深さは1.0mである。遺物は

テラスより上層でまとまって出土する。覆土は灰褐色土、灰色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.132） 2352～2361は回転糸切り底の土師器である。2352～2354は小皿で、2352は底

部に目の細かい板状圧痕を有する灯明皿である。2355～2361は坏で、2355～2357・2359は底部に板状

圧痕を有する。2362は東藩系須恵器の鉢である。底部は回転糸切りを行う。内面下位は磨滅し、器面

は滑らかとなる。他に白磁、滑石小片が出土し、時期は13世紀後半である。

SK4135（Fig.133） 第２面６区に位置する。平面プランは細長い楕円形を呈し、長径2.5m、短径

1.45m、深さ0.2mを測る。東側上層には小石が集中して出土する。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.133） 2363～2365は回転糸切り底の土師器である。2363は小皿で、2364・2365は坏

で、底部に板状圧痕を有する。他に鉄釘が出土し、時期は13世紀後半と思われる。

SK4139（Fig.133） 第２面６区に位置し、大半が他の遺構に削平される。東西方向に走る溝の様

相を呈する。南北方向は0.95m、深さは0.1mを測る。覆土は茶褐色シルトである。

出土遺物（Fig.133） 2366・2367は須恵器である。2366は坏蓋で、2367は坏身である。天井部、

底部はヘラ切り未調整で、ヘラ記号を有する。時期は７世紀前半である。

SK4154（Fig.134） 第２面13区に位置し、東側をSK3235に切られる。東側の壁面は急激に落ちる

が、西側は緩やかに底面へ至る。底面は平坦である。覆土は茶褐色シルトを主体とする。
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Fig.135 SK4184・4223・4248実測図（1/40・1/30）および出土遺物実測図（1/3・1/1）
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出土遺物（Fig.134） 2368は黒色土器A類の椀、2369は防長産の緑釉陶器である。橙色の胎土に淡

緑色の釉がかかる。2370は越州窯系青磁碗で、見込みと畳付に目跡が付き、胎土は精良である。2371

は軟質の平瓦で、褐色を呈し、凹面には板状のケズリ、凸面には縄目のタタキが残る。他にへら切り

底の土師器、黒色土器B類、灰釉陶器が出土し、時期は10世紀後半と思われる。

SK4171（Fig134） 第２面６区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.55m、短径1.3m、

深さは0.6mを測る。覆土は茶褐色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig.134） 2372は黒色土器A類の底部片、2373は管状土錘で、半分欠損するが、重さは

19.53gである。他に回転ヘラ切り底の土師器、黒色土器B類、緑釉陶器が出土し、土坑の時期は10世

紀後半と思われる。

SK4184（Fig.135） 第２面10区に位置し、北側をSD3251に切られる。平面プランは楕円形を呈し、

長径1.8m、短径1.45m、深さは1.4mを測る。覆土は茶褐色シルト、灰褐色シルトである。

出土遺物（Fig.135） 2374は回転糸切り底の土師器の坏である。2375は高台付きの小皿で、底部

に焼成後の打ち欠きによる穿孔がみられる。2376は唐代の銅銭、「開元通寶」（初鋳年：621年）であ

る。他に鉄釘が出土し、時期は14世紀前半である。
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Fig.136 SK4263・4266実測図（1/30・1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/4）
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SK4223（Fig.135） 第２面14区に位置し、東側は現代の削平を受ける。平面プランは楕円形を呈

し、長径0.7＋αm、短径0.7m、深さ0.23mを測る。ほぼ中央に根石と思われる平らな石を置く。覆土

は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.135） 2377～2380は回転糸切り底の土師器である。2377・2378は小皿、2379・2380

は坏である。他に瓦質土器の火舎、鉄釘が出土し、時期は14世紀中頃から後半と思われる。

SK4248（Fig.135） 第２面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.5m、短径0.7m、

深さは0.4mを測る。断面は逆台形を呈し、底面は平坦である。覆土は灰褐色粘質土を主体とする。

出土遺物（Fig.135） 2381・2382は回転糸切り底の土師器の小皿である。口径は7.4cm、7.5cmを測

る。2381は底部に板状圧痕を有する。2383は瓦質土器の鉢、2384は管状土錘で、4.67gを量る。他に

白磁、鉄釘が出土し、時期は13世紀後半である。

SK4263（Fig.136） 第２面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1.42m、短径0.83m、

深さは0.16mを測る。底面はほぼ平坦であるが、南西側がピット状にわずかに窪む。覆土は灰褐色土

を主体とし、炭化物が多く含まれる。

出土遺物（Fig.136） 2385～2388は回転糸切り底の土師器である。2385・2386は深い身の小皿で、

他は坏である。2386・2388は底部に板状圧痕を有する。2389は白磁碗の口縁部片、2390は白磁皿Ⅸ類

である。他に青磁、施釉陶器、鉄釘が出土し、時期は13世紀後半と思われる。

SK4266（Fig.136） 第２面18区に位置し、西側、南側は現代の削平を受ける。平面プランは楕円

形を呈すると思われ、深さは0.5mで、底面は平坦である。覆土は茶褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.136） 2391は須恵器の坏、2392は須恵器の高台付き坏である。底部はケズリで調

整する。2393は土師器の坏で、外面下位には回転ケズリが残る。2394は黒色土器A類の椀、2395は越

州窯系青磁碗Ⅰ－2aヱ類である。2396は須恵器の甕の口縁部片で、内面は横方向のナデ、外面にはタ
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Fig.137 SK4290実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/8）
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タキが残る。2397は須恵質の平瓦で、凹面には細かい布目、凸面には格子目のタタキが残る。他に黒

色土器B類が出土する。須恵器が混入するが、土坑の時期は10世紀頃と思われる。

SK4290（Fig.137 Ph.172） 第２面14・15区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径2.9m、

短径2.7mを測る。検出面から0.4m付近で、平坦面を呈し、北西端を再度掘削する。その掘り込みは

0.75mの円形を呈し、深さは0.25mを測る。覆土は茶褐色シルト、灰褐色シルトを主体とする。北西

側からは礎石（遺物番号2403）が出土するが、定位置を保たず、廃棄された状況である。

出土遺物（Fig.137） 2398は須恵器の坏蓋である。天井部はナデで調整する。2399は須恵器の無

蓋高坏の脚部片で、色調は橙色を呈する。2400～2402は管状土錘で、重さは順に22.54g、19.50g、
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Fig.138 SK4464・4497実測図（1/30・1/40）および出土遺物実測図（1/3）

Ph.172 SK4290（南西から） Ph.173 SK4464（西から）
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16.93gを量る。2403は礎石で、図面上では右側部分が欠損する。現存

で長さ33.7＋αcm、最大幅23.9cm、最大厚15.7cmを測る。柱の芯跡は

上端で12.5×13.0cmの円形、下端で6.5×7.6cmを測り、深さは1.1cmで

ある。石材は安山岩である。土坑の時期は７世紀前半である。

SK4464（Fig.138 Ph.173） 第２面５区に位置する。平面プラン

は楕円形で、長径0.75m、短径0.65m、深さは0.45mを測る。底面は船

底状を呈し、覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.138） 2404～2409は回転糸切り底の土師器である。

2404～2406は小皿、他は坏である。2404・2407・2409は底部に板状圧

痕を有する。2406・2409は内面に煤が付着する。2410は白磁の皿であ

る。他に青磁、鉄釘が出土する。土坑の時期は14世紀中頃と考えられ

る。

SK4497（Fig.138） 第２面６区に位置し、大半を削平される。平

面プランは円形に近い形状と思われ、深さは0.2mを測る。底面は平坦

で、覆土は茶褐色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig.138） 2411は土師器の坏で、丁寧なナデで調整する。

2412は土師器の甕で、内面は粗いケズリ、外面は刷毛目で調整する。

土坑の時期は８世紀の前半から中頃と思われる。

SK4508（Fig.139） 第２面６区に位置し、径1.2mの円形を呈する。

西側にテラスを有し、深さは1.0mを測る。覆土は茶褐色土、茶褐色シ

ルトである。

出土遺物（Fig.139） 2413は回転糸切り底の土師器の小皿である。

底部に板状圧痕を有する。2414は土師器の鉢である。外面はケズリの

後、ミガキ、内面は研磨調整を行った後、暗文風のミガキを施す。古

墳時代前期の遺物が混入するが、土坑の時期は14世紀と考えられる。

SK4525（Fig.139） 第２面５区に位置し、北側をSK4464に切られ

る。平面プランは楕円形と思われ、長径0.55＋αm、短径0.86m、深さ

は0.4mを測る。断面は逆台形を呈し、底面は平坦である。覆土は灰褐

色粘質土、灰色土を主体とする。

出土遺物（Fig.139） 2415～2417は回転糸切り底の土師器である。

2415・2416は小皿、2417は坏である。2418は砂岩で、研磨の痕跡はう

かがえないが、碁石の未製品と思われる。重さは2.36gである。他に

青磁、椀形鍛冶滓が出土し、14世紀前半と考えられる。

３）溝
検出した溝の時期は古代末、中世のものである。

SD3145（Fig.140 Ph.174） 第１面６区に位置し、東側は現代の

削平を受ける。長さ4.0m、幅0.8mを測り、東西方向（N―75°―W）

に走る。断面は「U」字状を呈し、深さは0.2mを測る。溝の底面はや

や東側に傾斜する。覆土は灰褐色土を主体とし、上層は炭化物を大量
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Fig.139 SK4508・4525実測図
（1/40）および出土遺物実測図
（1/3）
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２　黒色土・灰褐色砂質土（層状） 
３　灰褐色シルト 

2431

に含む。また、水の流れや堆積は土層からはうかがえなかった。

出土遺物（Fig.140） 2419～2426は回転糸切り底の土師器である。2419～2422は小皿で、口径は

7.2～8.0cmを測る。2422は底部に板状圧痕を有する。2423～2426は坏で、口径は11.8～12.9cmを測り、

2423は底部に板状圧痕を有する。2427は白磁碗Ⅴ類、2428は白磁碗Ⅳ類である。2429は管状土錘で、

半分欠損するが、重さは2.9gを量る。2430は青銅製の環状金具である。断面3.0mmの円形のものを径

2.0～2.3cmの環状にする。留め具には隅丸方形の鋲がつく。2431は北宋代の銅銭、「元祐通寶」（初鋳

年：1093年）である。他に、同安窯系青磁、黒色土器Ａ類、楠葉型瓦器椀、瓦質土器の擂鉢が出土す

る。14世紀中頃から後半と思われる。

SD3159（Fig.141 Ph.175・176） 第１面６区に位置し、SD3145と方位を同じにする。長さ4.8m、

幅2.15mを測り、東西方向（N―75°―W）に走る。断面は「U」字状を呈し、深さは0.65mを測る。南

東側と北西側にテラスを有し、その部分には大量に土師器が廃棄されていた。また、土師器の出土す

る層は炭化物も多く含む。上層は灰黒色土や灰色シルトが層状に堆積し、中層は炭化物を多く含んだ

灰色粘土を主体とする。下層は黄色シルトと砂で、水の流れた痕跡はうかがえない。

出土遺物（Fig.141～143） 2432・2433は白色系土器で京都系土師器のへそ皿である。伊野分類で
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Fig.140 SD3145実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3・1/2・1/1）

Ph.174 SD3145（南から）
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はGa－1類にあたる。2434～2499は回転糸切り底の土師器である。2434～2467は小皿で、身の深いも

のと浅いもの、立ち上がりが直立気味のものと外方へ延びるものがある。一部は煤の付着が見られ、

灯明皿として使用される。2463は内底面に径2.0mm程の工具痕が残り、2434・2458は底部に板状圧痕

を有する。2468～2495は坏である。口径は10.2～14.6cmを測り、2470・2476・2489・2492・2493は底

部に板状圧痕を有する。2496～2499は高台付きの小皿である。2497は焼成後、2498は焼成前に底面中

央部に穿孔を行う。2499は口縁部を打ち欠く。2500～2504は白磁で、2500は碗Ⅴ－4a類、2501は碗Ⅳ

類、2502・2503は碗Ⅸ類、2504は皿Ⅵ－1a類である。2505・2506は龍泉窯系青磁碗Ⅲ類である。2507

は管状土錘で、欠損するが重さは8.39gを量る。2508は土製品で重さは27.22gを量る。2509～2511は滑

石製品である。2509は石鍋、2510は両面に抉りをもち、2511は扁平で、ケズリ痕が残る。2512～2514
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Fig.141 SD3159実測図（1/40）および出土遺物実測図①（1/3）
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Fig.142 SD3159出土遺物実測図②（1/3）
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は瓦質土器の鉢で、2513は５条のすり目をもつ。2515は須恵質土器の擂鉢で、５条以上のすり目をも

つ。2516は瓦質土器の甕である。2517は鉄鍋の口縁部片、2518は黒の碁石で、2.08gを量る。2519・

2520は銅銭で、遺存状況は悪く、2519は「大■■寶」、2520は「■■ 元■」である。他に鉄釘も多く

出土し、時期は14世紀中頃から後半である。

SD3251（Fig.94） 第１面６・10区に位置し、東側は現代の削平を受け、西側はSK3258に切られ

る。そして一端2.0m程途切れ、再び西側に延びる。また、ほぼSD3159と並行する。長さ9.0＋αm、

幅は西側で0.8m、東側で1.4mを測り、東西方向（N―75°―W）に走る。断面は「U」字状を呈し、東

側では北側にテラスを有する。深さは0.2mを測り、溝の底面は東側に向かってわずかに傾斜する。覆

土は灰褐色土を主体とし、炭化物を含む。

出土遺物（Fig.144） 2521～2532は回転糸切り底の土師器である。2521～2523は小皿で、口径8.0
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Fig.143 SD3159出土遺物実測図③（1/3・1/2・1/1）

Ph.175 SD3159（南から） Ph.176 SD3159土層（西から）



～8.6cmを測る。2524は高台付きの小皿で、中央部に焼成後の穿孔をもつ。2525～2532は坏で、口径

12.0～13.0cmを測り、2528・2529・2531は底部に板状圧痕を有する。2533は土師質土器の鉢、2534は

備前焼の擂鉢、2535は白磁碗Ⅷ－2類である。2536は8.03gの管状土錘で、2537は砂岩製の台石と思わ

れる。他に玄武岩製の敲き石、鉄釘が出土し、溝の時期は14世紀前半と思われる。

SD3375（Fig.94） 第１面17区に位置し、東側はSK3370に切られ、西側は調査区外へ延びる。他

のSD3145やSD3159と並行する。長さ4.5＋αm、幅は1.0mを測り、東西方向（N―75°―W）に走る。

断面は「U」字状を呈し、深さは0.3mを測る。溝の底面は東側に向かってわずかに傾斜する。覆土は

灰褐色土、灰色粘質土を主体とし、炭化物を大量に含む。

出土遺物（Fig.144） 2538・2539は回転糸切り底の土師器の坏で、2539は底部に板状圧痕を有す

る。2540は古墳時代の土師器の椀で、外面下位はケズリ、内面は丁寧なナデを行い、暗文を施す。

2541は瓦質土器の鉢である。他に青磁、白磁細片、鉄釘が出土し、時期は14世紀中頃と思われる。
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Fig.144 SD3251・3375出土遺物実測図（1/3）
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SD4005・4006（Fig.95 Ph.177） 第２面４区に位置し、北西側、南東

側ともに調査区外へ延びる。当初は一つの溝として検出し、底面近くまで掘

削した段階で、２本の溝が切り合っていることを確認した。また、北東側調

査区の壁面土層からSD4005がSD4006より新しいことが判明した。SD4005は

長さ8.0m、幅2.0mを測り、東西方向（N―33°―W）に走る。断面は船底状

を呈し、深さは0.3m前後と思われる。SD4006は長さ8.0m、幅0.7＋αmを測

り、東西方向（N―33°―W）に走る。断面は船底状を呈し、深さは0.1～0.2mを測る。ともに溝の底

面は南東側に向かって傾斜する。覆土は灰褐色土を主体とし、水が常時流れた痕跡等はうかがえない。

出土遺物（Fig.145） 2542～2546は回転ヘラ切り底の土師器である。2542～2544は小皿で、口径

9.2～10.6cmを測る。2545は坏で、内外面にミガキを施し、口径は14.0cmである。2546は丸底坏で、

口径16.2cmを測り、底部に板状圧痕を有する。2547・2548は瓦器椀で、2547は外面に３条の沈線が巡

る。2548は外面上位と内面にミガキを施す。2549は白磁碗Ⅳ－2ac類、2550は越州窯系青磁碗Ⅰ－2ァ

類である。2551は竈の小片である。2552は瓦質の丸瓦、2553は軟質の平瓦、2554は須恵質の平瓦であ

る。2553の凹面は板状のものでナデを施し、他はすべて凹面には細かい布目が残り、凸面には縄目が
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Fig.145 SD4005・4006・4042・4043出土遺物実測図（1/3・1/1）
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残る。2555は銅銭であるが、遺存状況が悪く不明

である。他に黒色土器Ａ・Ｂ類、緑釉陶器、鉄釘

が出土する。SD 4 0 0 5の時期は 1 2世紀初頭、

SD4006は11世紀後半頃と思われる。

SD4042・4043（Fig.95 Ph.177） 第２面４区

に位置し、北西側はSE3067に切られ、南東側は調

査区外へ延びる。これらも当初、一つの溝として

検出し、底面近くで２本の溝が切り合っているこ

とを確認した。また、SD4043はSD4042に切られ

る。SD4042は長さ3.4m、幅0.7mを測り、東西方向

（N―35°―W）に走る。断面は船底状を呈し、深

さは0.1mを測る。SD4043は長さ3.9m、幅0.6＋αmを測り、東西方向（N―31°―W）に走る。断面は

船底状を呈し、深さは0.15mを測る。ともに溝の底面は北西側に向かって傾斜する。覆土は灰褐色土

を主体とする。

出土遺物（Fig.145） 2556は管状土錘で、重さは6.53gを量る。2557は土製品で、ナデで調整する。

重さは24.53gを量る。他に土師器、須恵器片が出土する。切り合いからSD4006より古い。

SD4052（Fig95） 第２面２区に位置する。溝は東西方向（N―75°―W）に走り、東側でほぼ直

角に南側へと折れる。長さ5.6m、幅は0.3m、深さは0.1mを測る。溝の底面は南東側に向かってわず
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Fig.146 SD4052・4153・4246・4253出土遺物実測図（1/3・1/4）

Ph.177 SD4005・4006・4042・4043（南東から）



かに傾斜する。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.146） 2558・2559は回転糸切り底の土師器である。2558は小皿で、口径9.5cm、

2559は坏で、口径12.4cmを測る。他に遺物は出土せず、14世紀前半頃と思われる。

SD4153（Fig95） 第２面13区に位置し、南北方向（N―20°―E）に走る。長さ1.9m、幅0.55mを

測り、断面は「U」字状を呈する。深さは0.45mである。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.146） 2560～2562は回転糸切り底の土師器である。2563は瓦質土器の火舎である。

2564は黒の碁石で、重さは3.7gである。他に鉄釘が出土し、時期は14世紀後半と思われる。

SD4246（Fig.95） 第２面14区に位置し、やや「く」字状に曲がる溝である。長さ2.5m、幅0.65m、

深さは0.15mである。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.146） 2568～2574は回転糸切り底の土師器の坏である。2575は磁 窯系の盤、2576

は瓦玉で、凹面には細かい布目が残り、凸面には格子目が残る。重さは38.0gである。他に管状土錘

片が出土する。溝の時期は14世紀中頃から後半と思われる。

SD4253（Fig95） 第２面14区に位置し、土坑、ピットに切られる。SD4153とほぼ並行し、南北

方向（N―20°―E）に走る。長さ1.7m、幅0.4mを測り、断面は「U」字状を呈する。深さは0.2～0.4m
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Fig.147 SP3181・3307実測図（1/40）および第１面ピット出土遺物実測図（1/3・1/1）

Ph.178 SP3181（南東から）
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である。覆土は灰褐色土を主体とする。

出土遺物（Fig.146） 2565・2566は回転糸切り底

の土師器である。2567は砂岩の丸石で、部分的に研

磨痕がみられる。14世紀頃と思われる。

４）ピット出土の遺物
SP3181（Fig147 Ph.178） 第１面７区に位置し、
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Fig.148 第２面ピット出土遺物実測図（1/3・1/1）

Ph.179 ピット出土遺物
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南東側は現代の削平を受ける。平面プランは楕円形で、長径0.58m、短径0.47＋αm、深さは0.2mを

測る。底面は平坦で、根石を据える。根石は厚さ8.0cmの扁平な石である。覆土は茶褐色シルトを主

体とする。遺物は黒色土器B類と土師器小片が出土し、古代でも後半と考えられる。

SP3307（Fig147） 第１面10区に位置する。平面プランは楕円形で、長径0.7m、短径0.6m、深さ

は0.45mを測る。根石と思われる扁平な石が検出面と底面に置かれる。覆土は茶褐色シルトである。

回転糸切り底の土師器が出土し、時期は中世と考えられる。

ピット出土遺物（Fig147・148 Ph.179） 2577～2587は第１面検出のピット出土遺物である。

2577は縄文土器の細片で、内外面はナデで調整され、胎土に滑石を多く含む。阿高式土器か曽畑式土

器と思われる。2578は古墳時代前期の鉢、2579は須恵器の坏蓋で、天井部はケズリで調整する。2580

は瓦玉で凹面には細かい布目、凸面には縄目のタタキが残り、重さは28.85gである。2581はヘラ切り

底の土師器、2582は器壁の厚い土師質土器で、外面は粗い刷毛目調整を行う。2583は軟質の平瓦で、

凹面には細かい布目、凸面には縄目のタタキを施す。2584は粘板岩の仕上げ砥石である。2585は鉄製

の刀子、2586は鉄鍋の小片、2587は北宋代の銅銭、「皇宋通寶」（初鋳年：1039年）である。

2588～2601は第２面検出のピット出土遺物である。2588～2590は古墳時代初頭～前期の土師器であ

る。2588は高坏、2589・2590は布留式土器の甕である。2591は回転ヘラ切り底の土師器の坏、2592は

土師器の甑、2593は白橙色を呈した平瓦で、凹面には細かい布目、凸面には縄目のタタキが残る。

2594～2596は須恵器の坏蓋と坏身である。2597は細粒砂岩の磨製石斧の刃部片で、重さは38.18gを量

る。2598は竈の庇部分、2599は鋳造鉄斧、2600は鉄鍋の小片、2601はやや不鮮明であるが、北宋代の

銅銭、「皇宋通寶」（初鋳年：1039年）と思われる。

５）その他の出土遺物
SX4298（Fig.93） Tr4554（Fig.93）の32層にあたる包含層から出土した遺物である。

出土遺物（Fig.149） 2602～2608は回転糸切り底の土師器である。2603・2605・2606は底部に板状
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Fig.149 SX4298・4299・4300出土遺物実測図（1/3）



圧痕を有する。時期は14世紀後半と思われる。

SX4299（Fig.95） Tr4554（Fig.93）の14層にあたる包

含層から出土した遺物である。

出土遺物（Fig.149） 2613は回転ヘラ切り底の土師器の坏である。2614は須恵器の高台付き坏で、

橙色を呈する。2615は土師器の甕で、外面には煤が付着する。時期は８世紀前半である。

SX4300（Fig.95） Tr4554（Fig.93）の１層にあたる包含層から出土した遺物である。

出土遺物（Fig.149） 2609～2612は回転糸切り底の土師器である。2610は底部に板状圧痕を有す

る。時期は14世紀後半と考えられる。

包含層出土遺物（Fig150～154 Ph.180～182）

2616～2625は須恵器である。2616～2618は坏身と坏蓋で、底部と天井部は回転ヘラケズリをおこな

う。2619・2620は高坏である。2619の坏部下位は沈線が巡り、沈線より上は波状文が巡る。その下と

脚部にはカキ目調整をおこなう。2620は色調が橙褐色を呈する。2621は提瓶、2622は である。底部

にヘラ記号を有する。2623は長頸壺で、沈線の間には波状文が巡る。2624は壺で、外面は横方向の刷

毛目調整の後、下位にはタタキを施す。内面は当て具痕が残り、上位は横方向の強いナデで撫で消す。

2625は高台付きの坏である。体部は直線的に延び、高台は底部と体部の境に付く。

2626～2637は土師器である。2626は布留式土器の甕で、口縁端部は欠損する。外面にはわずかに煤

の付着がみられる。2627は甕で、口縁部内面はミガキを施し、外面は横方向のナデで調整する。体部

0 10cm

2616 
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Fig.151 その他の出土遺物実測図②（1/3）



内面は斜方向のケズリ、外面はタタキの後、部分的にミガキをおこなう。

2628・2629は古墳時代前期の鉢で、外面はケズリの後、ミガキを比較的

密におこない、口縁部内面は横方向、体部内面は斜方向にミガキを施す。

2630は土師器の坏で、外面の口縁部付近は横方向のナデの後、部分的に

ミガキ、下位はケズリで調整する。内面は横方向のナデを行った後、縦

方向に暗文風の細いミガキを施す。2631・2632は小壺で、2631は回転ナ

デで調整し、明褐色を呈する。2632の体部外面は指ナデで仕上げ、橙色

を呈する。2633・2634は甕で、外面はタタキで調整し、2633の内面下位

は指ナデ、上位は回転ナデ、2634の内面は当て具痕が残る。2635は図面上で外方へ延びる脚部とは別

に内側に入り込む折り返しがみられるが、欠損しているためどのように続くかは不明である。外に延

びる脚部の内外面と折り返し部分の外面は明橙色を呈する。折り返し部分の内面から底部外面にかけ

ては橙色を呈する。また、底部内面は明橙色を呈する。色調からは明橙色を呈した部分は外に露出し

ていたと考えられる。器形からは硯の類が推定されるが、墨痕等は見られず不明である。また、天地

逆の可能性もある。胎土は白色微砂粒をわずかに含み、明橙色を呈する。2636は回転糸切り底の坏で、

底部には細かい板目の圧痕を有する。2637は回転ヘラ切り底の坏で、底部外面には墨書を有する。小

片のため判読できないが、「奈」と思われる。2638は楠葉型の黒色土器B類である。口縁部内面下に

は沈線が巡り、細かいミガキが施される。2639・2640は防長産の緑釉陶器である。ともに軟質で橙色

の胎土に濃緑色の釉がかかる。2641は瀬戸焼の天目茶碗で、胎土は赤褐色を呈し、茶褐色から黒褐色

の釉がかかる。2642は美濃焼の片口の卸皿である。灰白色の胎土にやや緑がかった釉がかかる。
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Ph.180 包含層出土遺物①

Fig.152 その他の出土遺物実測図③（1/4）
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分 

顕 

分 

分 顕 顕微鏡試料 
　  研磨面 
化学組成分析 

顕 

2643～2645は越州窯系青磁碗である。2643はⅠ－2類、2644は

Ⅰ－2bェ類、2645はⅢ類である。2646は磁 窯系陶器の盤、2647は

龍泉窯系青磁の鍔縁稜花盤である。

2648～2650は高麗陶器の口縁部片である。粘質を帯びた赤褐色の

胎土は白色砂粒をわずかに含む。2651は朝鮮時代の粉青沙器で、白

色土で象眼され、底部には胎土目がつく。

2652・2653は丸瓦である。2652は燻され、2653は須恵質である。

2654～2657は平瓦である。2654・2656は須恵質で、2655・2657は軟

質で、橙色を呈する。

2658～2663は焼塩壺の小片で、目の細かい布目圧痕を有する。

2661はわずかながら外面にも布目圧痕がみられる。2664～2668は管

状土錘、2669は蛸壺である。

2670～2672は鉄製品で、2670は刀子、他は古墳時代の鏃である。

2671には木質が残る。2673は椀形鍛冶滓（付編３参照）で、表面はほとんど露出せず、全面に酸化土

砂を付け黄褐色を呈する。表面中央部はわずかに凹む。裏面には幅4mm程の木炭痕がつく。2674は

鉄塊系遺物（付編３参照）である。表面はほぼ平坦であるが、中央付近に瘤状に酸化土砂が付着する。

表面は灰黄色を呈し、土砂部分は褐色を呈する。裏面はほぼ全面に酸化土砂を付着させる。現状では
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Ph.181 包含層出土遺物②

Fig.153 その他の出土遺物実測図④（1/3・1/1）

2671 2672



木炭痕等は確認できない。2675～2678は銅銭である。2675は北宋代の「皇宋通寶」（初鋳年：1039年）、

2676は「皇■■寶」、2677は清代の「寛永通寶」（初鋳年：1697年）、2678は不明である。

2679は使用痕のある安山岩の剥片である。2680は腰岳産の黒曜石の原石である。2681は赤間石の硯、

2682は黒の碁石である。2683は石鍋で外面に煤が付着し、2684は石鍋の未製品で鍔部を作出する段階

である。2685は石鍋転用の未製品、2686～2688は粘板岩の仕上げ砥石である。

2689～2693は土製の人形と鋳型である。2689は灯籠で、上下が欠損する。現存で4.5cmを測る。

2690は着物を着た童の後ろ姿で、赤や黒の彩色が残る。長さは4.8cmである。2691はえびす様で、現

存長は2.8cmである。2692は猿の顔で、現存長は2.2cmである。2693は動物の手か足の土製の鋳型と思

われ、毛の詳細な彫り込みがみられる。現存で1.7cmを測る。他にも鋳型の小片は出土する。
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Ph.182 包含層出土遺物③

Fig.154 その他の出土遺物実測図⑤（1/3・1/2）
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６）弥生時代の遺構と遺物
弥生時代前期中頃の遺構と前期から中期にかけての遺物が出土した。遺物はFig.160に示す通り、

後世の遺構や包含層中からも多数出土しており、その分布は調査区の東側、特に北側で多くみられる。

また、出土した遺物は精製の小形壺が最も多く、その底部片は23点を数える。このことからかなりの

数の土壙墓か木棺墓の存在がうかがえる。他には大形壺、鉢、甕が出土する。少数ではあるが、中期

の壺、甕もある。

SR3383（Fig.155 Ph.185） 第１面７区に位置し、ピットと現代の攪乱で削平されている。床面

からは小形壺が出土し、おそらく土壙墓か木棺墓に伴う副葬品と思われる。平面プランはコーナー部

分が遺存するだけで、深さは0.15mを測る。覆土は黄褐色砂質土である。

出土遺物（Fig.156 巻頭図版３） 2699は精製の小形壺である。肩部には赤色顔料で有軸の羽状

文を描き、口縁部内面から外面にかけては細かな研磨調整が施され、体部内面は指ナデで調整される。

SR4360（Fig.155 Ph.183・184） 第２面７区に位置し、北側は建物の基礎が入り削平される。

SR3383同様、小形壺が床面からほぼ完形で出土し、遺構は土壙墓か木棺墓と思われる。しかし、大

半は削平され、プランは不明である。掘方は２段掘と思われたが、攪乱の影響か、地山がしみ状に汚

れており、２段目の部分は掘りすぎた可能性もある。現状で深さは0.2mを測る。

出土遺物（Fig.156 巻頭図版３） 2697は精製の小形壺の完形品である。肩部にはヘラ描きで、

有軸の羽状文が施文される。赤色顔料は頸部から体部中位にかけて塗布される。

SK3183（Fig.155 Ph.186） 第１面８区に位置し、西側は現代の削平を受ける。壺の胴部片を検

出し、同じ胴部片が現代の攪乱中からも出土する。深さは0.3mを測り、覆土は黄褐色砂質土である。
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Fig.155 SR3383・SR4360・SK3183・SK4100・SK4230（1/30）およびSK3183出土遺物実測図（1/4）
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Fig.156 SR3383・SR4360・SK4100・SK4230・SK4511出土遺物実測図（1/3・1/4）



出土遺物（Fig.155） 2694は大形壺の体部片である。肩部には沈線状の段が巡り、赤色顔料が外

面に塗布される。2695・2696は壺の底部片で、内面は指ナデ、指押さえで調整される。

SK4100（Fig.155 Ph.187） 第２面10区に位置し、西側は削平を受ける。平面プランは楕円形を

呈し、長径0.96m、短径0.7m、深さ0.18mを測る。覆土は灰黄色砂質土である。

出土遺物（Fig.156 Ph.191） 2700は屈曲部に刻み目を施す甕である。2701は大形壺の体部片で、

外面は細かい研磨、内面は横方向の板ナデで調整される。外面には赤色顔料が塗布される。

SK4230（Fig.155 Ph.189） 第２面14区に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径0.93m、短

径0.8m、深さ0.5mを測る。小形壺が割れた状況で出土する。覆土は灰黄褐色砂質土である。

出土遺物（Fig.156） 2698はほぼ完形の小形壺である。体部は大きく張り、偏球状を呈する。肩

部には沈線状の段が巡り、頸部内面には横方向の刷毛目が一部残る。

SK4511（Fig.95 Ph.190） 第２面５・９区に位置する。平面プランは確認できなかったが、南東

方向に1.0m程の範囲で散乱する状況で壺が出土する。南側ではわずか4.0cm程の落ち込みを確認した。

出土遺物（Fig.156） 2702は精製の小形壺で、肩部が大きく張り、体部にかけて強く屈曲する。

2703・2704は大形壺の体部片で、外面は研磨調整、内面は刷毛目の後、指ナデで調整される。

SD4540・4541（Fig.95 Ph.188） 第２面６区に位置する。東側では溝は立ち上がるが、西側は

他の遺構に切られる。どちらも北側に弧を描いて走る。SD4540は中央部分が最も深く、0.14mを測る。

SD4541は北側が深くなっており、0.1mを測る。覆土はいずれも灰黄色砂質土である。溝からは前期

の壺が出土し、覆土の状況からもこの頃の溝と考えられる。

その他の出土遺物（Fig.157～159 Ph.191）

2705～2739は小形の精製壺である。2705～2707の頸部上半は緩やかに外湾し、その先端に粘土を貼り
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Ph.187 SK4100（南から） Ph.188 SD4540・4541（西から）
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Fig.157 その他の弥生土器実測図①（1/3）



付けて、肥厚した口縁部となる。2708～2717の口縁部も頸部上半は緩やかに外湾し、頸部には沈線が

巡るものや沈線状の段をもつものがある。2718～2730は体部片で、横線、複線山形文、重弧文がヘラ

描きされる。2723の内外面には黒色顔料が塗布される。2731～2739は底部片で、2737の外面は横方向

の板ナデ、2739の内面は貝殻条痕による調整が施される。2740～2748は大形の精製壺である。2749～

2751は鉢で、2751の外底部は木の葉状痕を残す。2752～2757は口縁部と屈曲部に刻み目を施す甕であ

る。2758～2763は中期の土器である。2758は壺の口縁部で、口縁は頸部から大きく開く。2762・2763

は鋤先状の口縁をもつ甕である。
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Fig.158 その他の弥生土器実測図②（1/3）
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Fig.159 その他の弥生土器実測図③（1/3）

Ph.191 弥生土器
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Fig.160 弥生土器出土分布図



Ⅳ．まとめ
吉塚祝町遺跡第２次調査では、第１次調査同様、弥生時代から中世に至る遺構が、断続的ながらほ

ぼ連綿と続いていく様相が確認された。しかし、今回の調査においては弥生時代前期の墓地、古墳時

代前期の集落、古代の銅鋳造関連遺物・大型建物の検出等、新たな知見が得られた。

最後に、これら遺構の時期および立地の変遷について、簡単にまとめをおこなう。

＜遺構の時期変遷＞

（弥生時代）

弥生時代前期の遺構として確認できたものは少数であるが、埋葬遺構と考えられるSR3383・

SR4360・SK3183を検出した。しかし、後世の遺構に混入し、当該期の遺物が多数出土することから、

弥生時代前期の遺構はかなりの数量にのぼるものと推定される。該期の遺物の出土地点は、A区の東

側、特に北側に集中していることが看取できる。また、東側に隣接するB区では、該期の遺物は、皆

無に等しく、該期の遺構の範囲は、Ａ区の北側へ展開するものと考えられる。また、それらの混入遺

物には、副葬に伴うと考えられる精製の小形壺が多く認められる。

第１次調査では、中期中頃の小児用甕棺墓地が確認されているが、今回の調査では、更に遡る板付

Ⅱa式段階に位置づけられる前期中頃の墓地を検出した。また、出土遺物には、突帯文式土器も含ま

れており、さらに遡上する集落や墓地の存在も予測され、今後注目される。

（古墳時代前期・中期）

該期の遺構は、B区の北東部に集中して確認され、周溝墓を想起させる溝(SD 2236)、住居跡(SK

2074)が挙げられる。第１次調査(12区)でも古墳時代前期に該当する土坑を検出しており、B区の東側

にこの時期の遺構が分布すると思われる。なお、５世紀から６世紀前半にかけての遺物は極微量なが

ら出土しているが、遺構は確認できなかった。

（古墳時代：６世紀後半から７世紀初頭）

該期の遺物はA区・B区ともに南側の谷部や包含層中から多く出土したが、遺物量に比して、遺構

は少ない。A区では北側に位置するSK4139、B区ではウマの歯が集中して出土したSE2462、基壇状に

石を組んだSX2401、炉として使用されたSK2403等の遺構を検出した。B区北側(④区)では包含層中か

らであるが、耳環が出土し、付近に埋葬施設が存在した可能性をうかがわせる。なお、第１次調査で

は南側の10・11・13区で横穴式石室、石棺墓、土壙墓などの埋葬施設を検出している。

（古代：７世紀前半から８世紀）

７世紀前半から８世紀前半は、B区のSE2466、A区の礎石が出土したSK4290、SK4497の遺構を確

認した。前代と同様の傾向を持ち、包含層から出土する遺物に比して、遺構は少ない。８世紀中頃に

なると遺構は増加傾向にあり、B区では、中頃から後半の井戸(SE2021・SE2022・SE2055・SE2056)が

東側に集中して出現する。A区では、SK3060を検出した。調査区全体からはピットを検出しており、

掘立柱建物が散在していたと考えられる。なお、B区で検出したSE2021の井側は、他の井戸の事例と

比して、極端に小規模であり、現段階では、その性格の位置づけは困難であるものの、一般集落のそ

れとは考えにくい。

また、該期の特筆すべき遺物として、銅鋳造関連遺物がある。これらの遺物は11世紀後半から中世

にかけての遺構や包含層中から出土している。鋳造が行われた時期を推定する資料としては

SK1396・SK1398から出土する須恵器の坏や土師器の甕があり、７世紀中葉から後半の時期が推定さ

れる。また、銅鋳造関連遺物は⑧区から集中して出土しており、この周辺に何らかの施設があったの
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ではないかと考えられる。

（古代：９世紀から11世紀前半）

９世紀から10世紀前半の遺構は少なく、B区では溝（SD2217・2266）を検出した。10世紀後半にな

ると、大型建物(SB2420)(N－61°－E)や、井戸(SE2091、SE2455、SE1139)を検出した。このうち、

SE2091からは佐波理の銅鋺が出土した。また、A区では土坑、柱穴を検出した。SP3181からは根石が

出土しており、建物が存在したことが伺える。なお、越州窯系青磁や緑釉陶器、刑窯系白磁、銅製の

蛇尾、瓦等の出土は、公的施設や寺院等の存在を示唆するものとして同建物を含めた今後の検討を要

する。

なお、SB2420やSE2455は、B区南東部の砂丘端部から後背地を、埋め立てて造成した整地層上面で

検出した遺構で、整地時期の下限を示す。

（中世：11世紀後半から12世紀）

中世前半になると、遺構は調査区全体で確認できる。A区においては井戸(SE3109・3335・3342・

4014・4509)、溝(SD4005・4006)を検出した。この時期の井戸には丸太刳り抜き材や横桟材等を方形

に組んだものを井側に用い、水溜には曲物を据えている。

（中世：13世紀から14世紀）

今回の調査区において、最も多く検出した遺構の時期である。特に、A区では、遺構の分布が調査

区全体に広がっており、中世においてはA区に集中するようになる。A区では敷地区画の溝

(SD3145・3159・3251・3375・4052等)がN－75°－Wに走っており、その溝に直交方向に走る溝も検

出した。また、一辺が6.0mを超える大型の方形土坑(SK3001・4003)もこの溝と方位を同じにする。こ

の頃の井戸は井側に木桶を用いたものとなる。また、土師器の廃棄土坑(SK1413・SK2097・

SK3077・SK4119等)も多く検出した。

溝は当時の地割りや街区を検討していくうえで、有効な材料となることが予測され、今後の周辺の

調査を待って再考したい。また、第１次調査区で検出された道路状遺構と方向を同一にする溝状遺構

を確認したことにより、該期には、道路整備を含めた中世集落が広範囲に形成され、京都系土師器や

楠葉型黒色土器、古瀬戸等の遺物が出土することも、中世都市博多の周辺集落として機能していたも

のと想定される。

＜遺構の立地変遷＞

続いて、第１次調査と合わせ、本遺跡内の遺構の時期的な立地変遷について簡単にまとめておきたい。

吉塚祝町遺跡は、Fig.１で示すとおり、博多湾との間に吉塚本町遺跡群、堅粕遺跡群が立地する砂

丘およびその背後の後背地を挟んだ古砂丘上に占地している。また、本遺跡の北側を博多湾に注ぐ宇

美川は、かつて博多湾が大きく北側から湾入しており、入り江を形成していたと推測されている。

第１次調査では、砂丘を北西―南東方向に縦断するトレンチ状の調査が行われ、砂丘面の標高の起

伏から、博多湾に平行する２列の砂丘列の存在が、看取し得る(海側を砂丘Ａ、陸側を砂丘Ｂと仮称

する)。なお、両者の砂丘間は、緩い傾斜の鞍部が形成されていたものと考えられる。これらから、

第２次調査区は砂丘Ｂ南東側の陸側緩斜面上に位置する。まず、弥生時代から古墳時代前期の遺構は、

少数ながらも砂丘Ｂの陸側斜面から頂部にかけてのみ占地するが、古代では砂丘Ａに遺構は広がって

いる。中世では、ほぼ砂丘全域に遺構が展開するものと思われる。

また、本調査区一帯は、自然環境の比較的安定した砂丘の陸側斜面にあたることから、初期の集落

形成や墓地経営において、積極的な立地の選択が行われたものと推測される。
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Fig.161 遺構変遷図①
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Fig.162 遺構変遷図②



＜付編１＞
吉塚祝町遺跡第2次調査出土動物遺存体について 屋山　洋

吉塚祝町遺跡は博多湾に面した砂丘上に位置する。2次調査地点では明確な遺構は確認できなかっ

たが、出土した瓦片や銅碗等の遺物から7世紀後半には、近くに官衙的建物が存在したと考えられる。

２次調査区から出土した動物遺存体はウシ・ウマの歯と一部下顎骨体である。いずれも遺存状態

が悪く、出土後も細片化しつつある状態である。出土した遺構の時期は担当者によると古墳時代後

期から中世まで分散する。A区南西側包含層とSE2462は6世紀後半までさかのぼるが、このうち

SE2462からはウマの歯が出土した。特に表の038は左下顎のP4～M3までが並んでいるものの左上顎

歯が全く見られないことや、左右下顎歯の咬合面が直交する状態で出土したことから廃棄時には左

右下顎が分離していたものと思われ、井戸廃棄時の祭祀に使用された可能性が考えられる。その他、

古墳時代から中世まで連綿とウシ・ウマの歯が出土する理由は現在不明である。これからの周辺調

査に期待したい。
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哺乳類 
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部 位 名

歯細片

上顎歯1本  

上顎歯片   

上顎歯細片

上顎歯     

下顎歯     

上顎歯？

下顎歯     

上顎歯     

歯

左下顎歯

上顎歯2本

下顎歯？1本

下顎歯1本  

下顎歯1本  

上顎歯1本  

上顎歯     

上顎歯     

長骨

下顎歯     

上顎歯1本  

下顎歯1本  

長骨片

下顎歯     

下顎歯？

上顎歯     

下顎歯？

歯

歯

上顎歯

下顎歯

骨片

骨片

右下顎歯

骨片

右下顎歯

左下顎

上顎骨1本  

上顎歯？

上顎歯？   

骨片

上顎歯片

歯細片

下顎歯1本  

下顎歯細片

上顎歯     

骨片

長骨

歯細片

左上顎歯2本

下顎歯

上顎歯

上顎歯？

上顎歯細片

歯

長骨？

下顎歯片

上顎歯1本  

上顎歯2本  

上顎歯     

上顎歯     

上顎歯     

上顎歯     

上顎歯     

長骨幹部のみ

左右

左

左？

右

左

右

右？

右？

左？

左

左？

右？

右

右？

右

右

左？

左

細片

左

右

左？

右

右

右？

右？

左？

左？

部　分　１

M1〜M3のどれか     

1本分

                   

細片化　1〜2本分

PかM

1本分              

1本分              

１本分？           

細片

1本                

M2とM3             

Mか

M                  

M                  

M1か               

1本分？            

1本分？            

幹部小片           

1本分？            

細片化             

細片化             

PかM               

Mか

1本分？            

細片

細片

頬側エナメル質

細片               

                   

1本                

M3                 

                   

P4〜M3             

M1〜M3のどれか     

1本分              

細片化             

                   

細片化中           

幹部のみ           

複数本分

P2〜M2のどれか     

細片               

細片               

細片

数本分             

細片

                   

細片化             

M1〜Ｍ３のいづれか 

細片化中           

細片化中           

細片化中           

細片               

細片化中           

部　分　２

                

                

細片化          

細片            

細片            

頬側一部欠損    

                

                

                

                

細片

細片            

                

細片

                

                

1本分？         

細片

                

                

P4〜M2のどれか  

顎体付着        

                

下顎体          

細片化          

                

                

                

                

細片            

                

                

                

確認できたのはすべて右顎歯

                

                

                

                

                

                

                

                

成長度

         

         

         

         

老獣？   

若〜成獣 

         

         

         

         

若〜成獣 

         

         

         

若〜成獣 

         

         

若獣     

成獣     

         

成獣     

成〜老獣 

         

成獣     

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

切 痕

      

      

      

      

      

不明  

      

      

      

      

      

なし  

      

      

      

      

      

      

      

      

不明  

      

      

      

      

      

不明  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

なし

火 熱

      

      

      

      

      

不明  

      

      

      

      

      

なし

      

      

      

      

      

      

      

      

不明  

      

      

      

      

      

なし  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

備　　　　　考

歯冠高4.08㎝

2〜3本分？

推定歯冠高4.2㎝

歯冠高3.64㎝、　L=2.66㎝

歯冠高約3.2㎝

歯冠高6.9㎝

M3ほとんど咬耗していない

歯冠高　4.96㎝

歯冠高　5.16㎝

歯冠高　3.87㎝

残存歯冠高7.5㎝

残存歯冠高　6.99㎝

表面剥落

歯冠高　約7.2㎝　

1本分か

周囲の状況からウマの下顎体か

歯冠高6．84㎝　咬合面北向き

歯冠高4.81㎝　L=2.45㎝　M3

咬合面北向き

遺存悪い

下顎遺存不良　歯列乱れる　

M3歯冠高6.05㎝、L=2.88㎝

歯冠高3.38㎝

遺存不良

歯冠高約5.1㎝

歯冠高6.2㎝以上

歯冠高7㎝以上

咬痕あり

歯冠高6.26㎝　1本は細片化

歯冠高　約4.7㎝

1〜2本分か？

歯冠高　7.5㎝、7.1㎝

骨分厚い

歯冠高　３〜4㎝

1本は細片化

L=2.24㎝

L=2.30㎝

L=2.53㎝

他の歯も混在？

歯冠高　約3.8㎝

時　　　代

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

古代(古墳）

中世or古代

古代

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世            

中世

中世

中世

中世

不明

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

8世紀前半〜中頃

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代？

古代？

古代末〜中世初

古代末〜中世初

古代or中世

古代or中世

中世

中世

中世

中世

中世

13C後〜14C前

13C中〜14C初

遺物無し

遺物無し

遺物無し

遺物無し

遺物無し

遺物無し

不明

不明

不明

小 分 類

ウシ・ウマ

ウシ      

ウシ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウシ      

ウマ      

ウマ      

ウシ・ウマ

ウマ      

ウシ      

ウシ      

ウシ      

ウシ      

ウシ      

ウマ      

ウマ      

          

ウマ      

ウマ      

ウマ      

          

ウマ      

ウシ      

ウマ      

ウシ      

ウマ      

ウシ      

ウマ      

ウマ      

          

ウマ？    

ウマ      

          

ウマ      

ウマ      

ウシ      

ウシ      

ウシ      

          

ウマ      

ウシ・ウマ

ウマ      

ウマ？    

ウマ      

          

          

ウシ・ウマ

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウシ・ウマ

          

ウマ      

ウマ      

ウシ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

ウマ      

          

地　　　　　　区

A区灰色砂層　A-2-17　NO16              

A区南西ブロック(17区)4層灰色砂層上層   

A区南西ブロック(17区)4層灰白           

A区　17区                              

A区　灰色砂層No5　A-2-17               

A区　西側2面遺構検出                   

Ｂ区　12区　3層                        

1〜2面包含層　西側                     

1〜2面包含層　西側                     

7区　南側重機表土剥ぎ時                

8区　1面包含層                         

A区　1〜２面中央                       

A区　1〜2面中央                        

A区　1〜2面中央                        

A区　1〜2面中央                        

A区　1〜2面中央                        

A区　1〜2面包含層                          

A区　1〜2面包含層　北側                

A区　1面包含層                         

A区　西側1〜2面包含層                  

A区　中央1面包含層                        

A区　中央1面包含層                         

A区　南側1〜2面包含層                      

A区　北側1〜2面包含層

A区　北側1面包含層

A区　北側1面包含層 

A地区　西側1面包含層                       

Ｂ区　18区　1〜2面包含層（暗褐色）     

Ｂ区16区　2層下                        

Ｂ区　包含層                           

SE2462　                               

SE2462　No１                           

SE2462　No２                           

SE2462　No３                           

SE2462　No４                           

SE2462　No５                           

SE2462　No６                           

SE2462　No７                           

A区　SK4497　下層                      

A区　SP4273                            

A区　SP4292                            

A区　SP4467                            

A区　SP4467                            

A区　SX4299　R1                        

A区　SX4484                            

Ｂ区　SX2404                           

Ｂ区　SX2405                           

A区　SK3236                            

A区　SK3236                            

Ｂ区　SP2381                           

Ｂ区　SP2381                           

A区　SK4101                            

A区　SK4101                            

A区　SK4101                            

A区　SK4101                            

SP1178                                 

A区　SX4298                            

SK1108                                 

Ａ区　SP3209                           

A区　SP3209                            

A区　SX4272　NO1                       

A区　SX4272　NO2                       

A区　SX4272　NO3                       

A区　SX4272　NO4                       

A区　SK4272                            

Ａ区　SK4488南側                       

A区　攪乱                              

吉塚祝町2次出土動物遺存体一覧
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SE2462 全景（北から） SE2462 馬歯出土状況
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＜付編２＞
吉塚祝町遺跡第２次調査における樹種同定

株式会社古環境研究所

１．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

２．試料

試料は、吉塚祝町遺跡第２次調査において出土した、柱材、井戸桶、御敷、詮などの木材12点と種

実１点である。時期は古代～近世に亘る。

３．方法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と

同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～1000倍で観察した。同定は、解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

４．結果

結果は表１に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

マツ属複維管束亜属　Pinus subgen. Diploxylon マツ科　図版１

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よりマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツ

があり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木であり、材は水湿によく耐え、

広く用いられる。

スギ　Cryptomeria japonica D.Don スギ科　図版２

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、１分野に２個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高前後のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑
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高木で、高さ40m、径２mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

ヒノキ　Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ科　図版３

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で１分野に２個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高前後のものが多い。

以上の形質よりヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であり、耐

朽性、耐湿性も高い。良材であり、建築など広く用いられる。

クスノキ　Cinnamomum camphora Presl クスノキ科　図版４

横断面：中型から大型の道管が、単独および２～数個放射方向に複合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、大きく膨れ上がった

ものが存在する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。軸方向柔細胞や放射組織の中には、油を含み大きく膨

れ上がったものが存在する。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で１～３細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかに

は、しばしば油を含み大きく膨れ上がったものが見られる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは、関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布す

る。常緑の高木で、通常高さ25m、径80cmぐらいであるが、高さ50m、径5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強い。保存性が高く芳香がある。建築、器具、楽器、船、彫刻、ろくろ細工など

に用いられる。

イスノキ　Distylium racemosum Sieb. et Zucc. マンサク科　図版５

横断面：小型でやや角張った道管が、ほぼ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向

に向かって黒い線状に並んで見られ、ほぼ一定の間隔で規則的に配列する。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は比較的少なく15前後のものが

多い。放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で、ほとんどが１～２細胞幅である。

以上の形質よりイスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。

常緑の高木で、高さ20m、径１mに達する。耐朽性および保存性の高い材で、建築、器具、楽器、ろ

くろ細工、櫛、薪炭などに用いられる。

チャンチンモドキ　Choerospondias axillaris (Roxb.) Burtt et Hill ウルシ科　図版６

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、単独あるいは２～３個複合して配列する環孔材である。孔

圏部外の道管は、単独あるいは２～３個複合して散在する。道管の径は徐々に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、１～５細胞幅ぐらいである。放射組織中に水平樹脂道が
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見られる。

以上の形質よりチャンチンモドキに同定される。チャンチンモドキは、現在では九州南部（鹿児島

県、熊本県）に分布する落葉の高木であるが、自生であるのか外来であるのかは不明である。

草本　grass

木材の形質を呈していない。またタケ亜科に存在する並立維管束の配列も見られない。外観から葦

などの草本と考えられる。

モモ　Prunus  persica  Batsch 核　バラ科

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。食用

となる栽培植物であり、西南日本を中心に多くの遺跡から出土し、弥生時代から古墳時代にかけて多

くなる。

５．所見

同定の結果、吉塚祝町遺跡第２次調査出土の木材のうち、古代の柱材４点は、イスノキ１点、チャ

ンチンモドキ３点であった。古代末～中世前期では、御敷本体、把手ともにヒノキであった。また繊

維状の遺物は、草本であった。中世～近世では、井戸桶、紡織具はスギ、栓、陽物はマツ属複維管束

亜属、井戸側はクスノキであった。用材としては、古代以降は全国的に針葉樹が多くなり、当該調査

でもヒノキ、スギ、マツ属複維管束亜属の針葉樹材が多い。

ヒノキ、スギ、マツ属複維管束亜属は、温帯域および下部の暖温帯を中心に分布する針葉樹で、いず

れも大きな材がとれる。ヒノキ、スギは良材である。スギは雨量の多い地域に多く、マツ属複維管束

亜属は二次林を形成するアカマツと海岸林を形成するクロマツとがある。クスノキとイスノキは、照

葉樹林の主要構成要素であり、クスノキは西南日本の沿岸平野に多く九州や瀬戸内の沿岸の遺跡に特

有に多い選材である。イスノキは、材質は耐朽性にすぐれ細かい細工にも良好で器具類にも適する。

いずれの樹種も本遺跡周辺もしくは近隣に生育する樹種で、時代によっては流通によってもたらされ

たと考えられる。チャンチンモドキは、現在では、九州南部の限られた地域に分布しているが、自生

であるのか外来であるのか不明であり、遺跡からは吉野ヶ里遺跡の井戸枠材の出土例があるだけで、

本遺跡のチャンチンモドキ材は極めて珍しい選材であり、時期も古代とやや新しい。九州南部からも

たらされたのであろうか。チャンチンモドキの種実は、中・南部九州の縄文時代から弥生時代の遺跡

に散見される。

チャンチンモドキの同定に際しては、奈良教育大学の金原正明氏に御教示いただいた。
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表
１
　
吉
塚
祝
町
遺
跡
第
２
次
調
査
に
お
け
る
樹
種
同
定
結
果

�  YZI-２.A区.SP����
　 モモ核 

吉塚祝町遺跡第２次調査出土の種実 

���mm

モモの種実出土地点

Ａ区 SP4362 4個体分

Ｂ区 SX2408 3個体分

Ｂ区 12区下層 2個体分

Ｂ区 13区3層 1個体分



１．J　SX2408　東側　栓　マツ属複維管束亜属 

３．H　SK2435　御敷　把手　ヒノキ 

２．K　24区包含層　紡織具　スギ 

吉塚祝町遺跡第２次調査の木材  Ⅰ 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 
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４．F　SE3335　井戸側　クスノキ 

６．B　SB2420　SP-10　柱材　チャンチンモドキ 

５．D　SB2420　SP-29　柱材　イスノキ 

吉塚祝町遺跡第２次調査の木材  Ⅱ 

: 0.5mm横断面 : 0.5mm放射断面 : 0.5mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.1mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.5mm放射断面 : 0.2mm接線断面 
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＜付編３＞
吉塚祝町遺跡出土銅鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査

（株）九州テクノリサーチ TACセンター
大澤正己

概要

古代と中世の遺構（土坑やトレンチ）から出土した銅・鉄関連遺物を調査して、次の点が明らかに

なった。

（１）Ｂ区の古代（7世紀中葉から後半）は銅の鋳造が行なわれていた。緑青を吹く土師器破片は、

坩堝もしくはドロス（銅溶融面上を漂う軽質スラグ）掻き出し具などの転用が想定され、ドロス状銅

滓も確認できた。溶解銅は酸化溶出（溶脱）の著しい純銅であった。共伴遺物に板状滓や椀状滓が存

在する可能性をもつ。

（２）Ａ区の中世遺構からは鍛冶関連遺物が出土する。椀形鍛冶滓は、除滓や成分調整を目的とした

精錬鍛冶滓で、二酸化チタン(TiO2)を2.10％含む。鉄塊系遺物は表皮スラグにウスタイト（W stite：

FeO）を晶出し、材質は亜共析（＜0.77％C）から過共析（＞0.77％C）域の高炭素鋼であった。この

出土遺物から鍛冶作業は鍛冶原料鉄の調達が想定される。

１．いきさつ

吉塚祝町遺跡は、福岡市博多区吉塚二丁目に所在する弥生時代から中世に及ぶ複合遺跡である。こ

のうち古代の遺構からは官衙的要素の強い緑釉陶器や石帯（銅製バックル含む）、銅鋺などを出土す

る。また、中世の集落跡からは鍛冶関連遺物の検出をみた。この両方の遺物を通して当時の手工業生

産の実態を把握する目的から金属学的調査の運びとなった。なお当遺跡の敷地は、つい最近までスレ

ート工場であって、近年の土壌環境の変化によるものかＡ区の分析値に異常がみられた。（注1）

２．調査方法

２－１．供試材

Table1に示す。Ｂ区出土遺物10点、Ａ区出土遺物2点の調査である。

２－２．調査項目

（１）肉眼観察

分析調査を実施した遺物の外観上の特徴を記載した。

（２）マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投影

機の5倍・10倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲にわたって、組

織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

（３）顕微鏡組織

滓中に晶出する鉱物及び銅・鉄部の調査を目的として、光学顕微鏡を用い観察を実施した。観察面は

供試材を切り出した後、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、#600、#1000、及びダイヤモンド粒子

の3μと1μで順を追って研磨している。なお金属組織の調査では腐食（Etching）液に銅には酢酸・

硝酸・アセトン混合液、鉄には5％ナイタル（硝酸アルコール液）を用いた。
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（４）ビッカース断面硬度

鉄滓中の鉱物と、金属銅・鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計（Vickers Hardness

Tester ）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136゜の頂角をもったダイヤモン

ドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料

は顕微鏡用を併用した。荷重は特に記載のない場合、200gfで測定している。ただし一部100gfで測定

したものもあり、その場合には本文中に荷重を記載した。

（５）EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査

化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定を目的とする。

分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性Ｘ線を分光後に

画像化し、定性的な結果を得る。更に標準試料とＸ線強度との対比から元素定量値をコンピューター

処理してデータ解析を行う方法である。

（６）化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化硅素（SiO2）、酸化アルミニウム（Al2O3）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、

酸化カリウム（K2O）、酸化ナトリウム（Na2O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO2）、酸化

クロム（Cr2O3）、五酸化燐（P2O5）、バナジウム（V）、銅（Cu）、：ICP（Inductively Coupled Plasma

Emission Spectrometer）法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

３－１．古代の遺物（Ｂ区出土品）

（１）YZI2-1 土師器（銅付着）

①肉眼観察：不整台形状で表面（内面）の約2/3は黒色溶融ガラスを付着して、その一部に緑青を点

在させた土師器破片である。器種は甕が推定されて大きさは7×5cm程度、厚みは0.8cm前後を測る。

甕を直接坩堝や取鍋への転用に結び付けると、溶銅の表面積が広く酸化が懸念され、かつ、肉が薄く

て保温性からも問題を残す。該品は溶銅の表面に浮遊するドロス（dross：金属を溶かす際に湯面上

に浮かぶカスを指す。金属の酸化物を主成分として、これに不純物の酸化物や溶剤を結合した一種の

スラグである）の掻き出し具として使用した可能性がある。

②マクロ組織：Photo.7の上段に示す。土師器断面の胎土は、色調差から3層に分かれて、その上面に

黒色ガラス（ドロス）が付着して金属銅と粒状銅酸化物の混在が観察される。

③顕微鏡組織：Photo.１の①～⑤に示す。①は黒色溶融ガラス中の酸化銅粒（左側）と最表層（右側）

の珪酸塩ガラスである。②③の青灰色粒状結晶は酸化銅と曲片状結晶の銅－鉄酸化物を示す。④⑤は

金属銅の組織である。酢酸・硝酸・アセトン腐食液でエッチング（etching）を施した。銅素地に多角

形結晶（α相）が晶出し、組成は純銅である。これには淡灰色斑点から樹状晶状の影があるのは亜酸

化銅（Cuprite：Cu2O）と推定される。

④ビッカース断面硬度：硬度測定の圧痕写真は紙面の都合から割愛した。測定値を以下に列記してお

く。銅素地は62Hvで純銅とみなされる。青灰色粒状結晶の2点の測定値は202Hv、206Hvであった。

青灰色基地は226Hvで両者は銅の酸化物に同定される。

⑤EPMA調査：２視野の分析を行った。Photo.18と19である。Photo.18は酸化銅を対象とした。反射電

子像（COMP）に粒状結晶と長柱状結晶を示す。1の番号をつけた粒状結晶の特性X線像は白色輝点
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が銅（Cu）と酸素（O）に集中し、定量分析値は91 .3％Cu－8 .7％O組成であった。亜酸化銅

（Cuprite：Cu2O）に同定される。２の番号のつく長柱状結晶は白色輝点が銅（Cu）、鉄（Fe）、酸素

（O）に強く、チタン（Ti）、アルミ（Al）には弱く表われる。定量分析値は47.4％Cu－30％Fe－

17.1％O－3.1％Ti－2.4％Al組成である。銅－鉄酸化物で、チタンとアルミを微量に固溶する。

Photo.18の反射電子像のみを改めて眺めると、白色粒状結晶と淡灰色長柱状結晶は鍛冶滓組織のウス

タイト（FeO）とファイヤライト（2FeO・SiO2）組織によく似た結晶構造である。

次は銅素地と青灰色樹状晶模様を対象とした分析結果である。Photo.19に反射電子像（COMP）と

特性X線像を示す。銅素地は3の番号をつけた個所の定量分析値は99.1％Cu－0.9％Ag組成で純銅であ

る。銀（Ag）を微量含むのは銀回収の「合せ吹き」以前の様相を表わすもので古代・中世代の遺物

を証明する。青灰色樹状晶は明暗をもつので、2点の分析を行った。4の番号のつく定量分析値は

89.2％Cu－8.9％O－1.0％I－0.3％Cl組成である。また5の番号は92.1％Cu－7.9％O組成である。2個所

とも銅酸化物の亜酸化銅（Cu2O）に同定される。Photo.18の亜酸化銅の酸素量と大差ない結果であっ

た。銅素地に発生した樹状晶亜酸化銅はCu原子の多い初相（α）が酸化を受けて外周部に分布する

粒状化結晶へと進展するのだろう。なおI（ヨウ素）の検出は、その由来は不明瞭である。

（２）YZI2-2 炉壁片

①肉眼観察：不定形に割れた8ｇ足らずの小さな炉壁片である。厚さは1cm前後の薄手で、内面は溶

融ガラス化し、２ヶ所に鉄銹を残す。外面の胎土は練りが甘く、短く切ったスサや砂粒が混和されて

いる。

②マクロ組織：Photo.７に示す。断面は上面が胎土で下側がガラス化溶融物である。マクロ的に捉え

られる金属粒の包含は認められない。サンプルは少量の充当で視野全面を埋め尽くす程の採取はでき

なかった。

③顕微鏡組織：Photo.１の⑥～⑧に示す。溶融ガラス化部分は珪酸塩で白色微小鉄粒や淡灰色木ずれ

状結晶の細いファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が晶出する。微小鉄粒は胎土中に混入した砂

鉄由来の析出物らしい。⑥の胎土中に潜り込んだ鉄粒は、鋳造中の派生物の可能性をもつ。

④EPMA調査：Photo.13の反射電子像（COMP）はPhoto.1の⑧と同一視野である。6の番号のつく白色

結晶は特性X線像の白色輝点が鉄（Fe）に集中し、定量分析値は100％Feで金属鉄（Fe）に同定され

る。7の番号のつく淡灰色木ずれ状結晶は白色輝点が鉄（Fe）、珪素（Si）マグネシウム（Mg）など

に強く集中し、定量分析値は22.1％Fe－22.0％Si－7.0％Mg－33.0％O組成であった。鉱物相は、かん

らん石類（olivine groupe）に属し、Fayalite Magnesianに同定できよう。当結晶は分析面積が小さ

い為。周囲のガラス質成分の情報が混入した可能性が窺われて、6.9％Al－3.1％Ca－3.4％K－2.1％Na

組成を拾い出している。8の番号は基地の黒色ガラスである。定量分析値は、23.6％Si－10.2％Al―

9.8％Ca－4.5％K－2.2％Na－35.6％O組成から珪酸塩に同定できる。このガラス基地は検鏡において

淡く紅色を呈し、銅の酸化溶出からの銅（Cu）分の検出を期待したがそれは叶わなかった。

次にもう一視野分析を行った。Photo.14に示す。3種の鉱物相と紅色を呈する基地ガラスを調査対

象とする。反射電子像の9の番号は外周部は銹化するが芯に金属鉄を残す球状鉄である。特性X線像

は鉄（Fe）に白色輝点は集中し、定量分析値は100％Feだった。10の番号のつく淡灰色木ずれ状結晶

は、白色輝点が鉄（Fe）、珪素（Si）、マグネシウム（Mg）に強く集中し、定量分析値は40.1％Fe－

18.0％Si－8.5％Mg－30.0％Oでファイヤライト　マグネシアン（Mg・Fe）O・SiO2が同定される。

Photo.13の鉱物相に比べてこちらは太く周辺からのノイズ（noise）は入らず予想できる組成値が得ら
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れている。11の番号のついた微小鉄粒集合体は74.9％Fe－20.5％O－1.0％Ti－2.5％Al－1.1％Mg組成

だった。胎土混入砂鉄由来の鉄粒が想定される。最後に12の番号のつく灰色盤状結晶は、35.8％Fe－

12.4％Al－13.6％P－33.0％O組成であった。ヘーシナイト（Hercynite：FeO･Al2O3）系鉱物であろうか。

高〔P〕傾向が気掛りとなる。こちらの視野からも紅色の要素となる銅の酸化溶出は未検出に終った。

物的証拠を欠くが当炉壁も銅鋳造関連遺物の中から抽出された1点であろう。

（３）YZI2-3 銅滓（ガラス質）

①肉眼観察：平面は不定形状で7g弱と小型の完形滓である。色調は灰色で、部分的に光沢質灰黒色を

呈する。気泡は1mm径以下のものが局部的に発生する。

②マクロ組織：Photo.8の上段に示す。多孔質で粗く、その間隙の大部分を白色粒状鉱物が埋める。

なお、左側の大気孔の周辺ではガラス質鉱物の珪酸塩が少量分布する。

③顕微鏡組織：Photo.2の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のウスタイトと淡灰色不定系結晶

のファイヤライト、これに共析鋼～過共析鋼レベルの鉄粒が存在する。特別な特徴をもつ滓ではない。

④ビッカース断面硬度：Photo.２の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は424Hvであ

った。ウスタイトの文献硬度値（注2）の450～500Hvの下限を僅かに切るがウスタイトに同定される。

（４）YZI2－4 ドロス状銅滓

①肉眼観察：3ヶ所に瘤状突起をもつ1.5gの小型のガラス質滓である。該品は表層が赤色と黒色部分

で光沢を有し、酸化銅からの発色と予測される。軽質滓でYZI2-1の須恵器破片の掻き取り具でもって

溶銅表面から掻き集められた可能性を提示しておきたい。

②マクロ組織：Photo.8に示す。断面の全面がガラス質で0.1～1.0mm径の気泡を多く発した滓である。

巨視的には鉱物相は観察され難いが外周部に注目すると、微細な赤色斑点状銅粒の点在が確認できる。

③顕微鏡組織：Photo.2の④～⑥に示す。微小気泡を多発する暗黒色ガラス基地に微小銅粒と針状結

晶の銅―鉄酸化物が分布する。それらは表層側に集中する点を注目しておきたい。該品は溶銅表面に

浮遊するドロス（軽質スラグ）の一種で，湯面上から掻き集められた可能性が高いことは肉眼観察で

述べた通りである。

（５）YZI2－5 椀状滓

①肉眼観察：平面が不整台形状を呈する椀状滓の中核部破片である。側面全面が破片となり74gを測

る。上面表層は滑らかで酸化雰囲気に曝されて紫紅色を発する。また、広い範囲で茶褐色銹化物で覆

われる。破面は光沢質の暗灰色で、中小の気孔が散在するが緻密で重量感をもつ滓である。下面には

5mm程の細かい木炭痕を残す

②マクロ組織：Photo.９に示す。断面の上下表層側に発生した気孔は、0.6mm径以下の小円形である

が、その内側になると1～2mmを呈する歪な空隙といった感じの気孔が目につく。内部鉱物相は、淡

灰色長柱状結晶が明瞭に現われるが、上下面の表層側には白色粒状が散見される。

③顕微鏡組織：Photo.2の⑦に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のウスタイト、淡灰色長柱状結晶のフ

ァイヤライト、これらの間隙を暗黒色ガラス質スラグが埋める。銅滓か鍛冶滓か判定の決め難い結晶

構成である。

④ビッカース断面硬度：Photo.2の⑦に示す。白色粒状結晶の硬度測定結果である。硬度値は484Hvで

ウスタイトに同定される。
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⑤化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（Total Fe）46.93％に対して金属鉄（Metallic Fe）0.06％、

酸化第1鉄（FeO）53.82％、酸化第2鉄（Fe2O3）7.20％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋Al2O3＋

CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は34.39％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）を3.54％を含む。砂鉄

特有成分の二酸化チタン（TiO2）0.21％、バナジウム（V）0.01％、ジルコニウム（ZrO2）0.03％など

低値で、酸化マンガン（MnO）も0.08％は少ない。更に銅（Cu）は0.01％と低く、硫黄（S）0.02％、

五酸化燐（P2O5）の0.32％など特別多くはない。化学組成からも銅滓を顕著に表わす傾向はなく、然

りとて鍛冶滓とは断定できない数値である。

（６）YZI2－6 土師器破片（銅付着）

①肉眼観察：平面は不整扇状を呈する土師器甕の破片である。内面下側の半分以上が強く被熱して黒

色ガラス化し、一部に緑青を吹く。YZI2－1土師器破片同様に、これは溶解銅の表面に浮遊するドロ

ス(軽質スラグ)の掻き集めに使用された転用具であろう。湯面と空間の境界となる汀線も不鮮明なが

ら土師器に現われる。また、下側破断面にも黒色ガラス滓を付着しているのは看過できぬ現象である。

土師器甕破片は坩堝や取鍋への転用・再利用は考え難く、ドロス掻き具取り具として機能した可能性

は高い。

②マクロ組織：Photo.9の下段に示す。断面の上部は黒色溶融ガラスに包まれて銅粒が遺存する。土

師器胎土内面までの熱影響は及んでなくて粘土鉱物セリサイトは健全である。坩堝や取鍋としての転

用は否定的となる。

③顕微鏡組織：Photo.3の①～⑤にはモノクロ組織、Photo.22にはカラーで示す。まずPhoto.3の①～⑤

を述べる。①は土師器内面表層に付着した不整楕円形状の銅粒と黒色ガラス（ドロス）その下方は土

師器胎土である。銅粒は酢酸・硝酸・アセトン腐食（etching）を施した。不整楕円形状の銅粒は大部

分酸化を受けて白色部分の一部に金属銅を残す。②③は①の銅部分の拡大組織である。銹化銅に囲ま

れた銅は多角形結晶（α相）を現わして純銅であった。ただし、酸化の進行は著しく金属銅といいな

がら亜酸化銅（Cu2O）との共存となる。④⑤は銅粒外周部の拡大で溶融ガラス化スラグ中に酸化溶

出した銅の微細粒を示す。これは銅―鉄酸化物を伴うもので、EPMAで詳述する。

Photo.22はカラーによる銅の酸化溶出の状況を克明に調査した。銅粒は初晶部から酸化を始めて粒

状組織となり、溶出銅の濃淡は間歇溶出を推定させる。銅の酸化溶出は純銅で顕著に認められる現象

である。

④ビッカース断面硬度：photo.22の④に硬度測定の値を示した。銅素地は58Hv、淡黄色粒状結晶は

225Hv、同色盤状結晶部208Hvである。硬度値はYZI2－1土師器付着銅とも近似する。

⑤EPMA調査：土師器付着のドロス中の銅関連は、2視野の分析を行った。まずPhoto.20に銅素地とそ

の領域内に派生する暗色斑点を対象とした結果を示す。14の番号で前者の定量分析値は99.7％Cu－

0.3％Cl組成から純銅であり、後者の13の番号では90.4％Cu-9.6％O組成から亜酸化銅（Cu2O）が同定

された。

次はPhoto.21に移る。銅粒から酸化溶出した銅からの派生物と考えられる青灰色粒状結晶に15の番

号をつけた。定量分析値は91.6％Cu－8.2％O組成から亜酸化銅（Cu2O）であり0.3％Clを固溶する。

Photo.20の亜酸化銅に近似した分析値である。16の番号は青灰色粒状結晶の隙間である。こちらは

36.2％Cu－18.2％Fe－23.0％O組成から銅―鉄酸化物が同定される。ただしこちらには16.2％Si－1.2％

Al－3.5％As－1.2％Tiが固溶する。珪酸系に銅（Cu）の随伴微量元素の砒素（As）を含み、砂鉄特有

成分のチタン(Ti)を微量含む。これらも当然酸化物となる。
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更にカラー写真で紅色を呈して銅の酸化溶出を代表させる17の番号は10μｍ平方エリアの定量分析

を行った。値は22.4％Cu－6.5％Fe－22.6％Oの組成が主体をなす。銅―鉄酸化物であり、これが

22.4％Si－4.4％Al－7.8％Ca－2.0％Mg－2.6％K－1.9％Na組成のガラス成分の珪酸塩中で共伴する。

1.7％Asも加わる。

（７）YZI2－7 板状銅滓

①肉眼観察：平面が不整台形状を呈する12ｇ弱の小型で薄板状(9mm前後)のガラス質滓である。内面

は細かい気泡が散在した溶融ガラスで、側面は全面が破面化する。また外面の表層には灰白色の被熱

土が薄く固着する。炉壁片や坩堝破片などの可能性も看過できないが、溶解炉内で静止溶銅上に溜ま

った軽質スラグの一種とも受け取れぬことはない。表層には微細な茶褐色の銹化物が点々と固着する。

②マクロ組織：Photo.10の上段に示す。多孔質黒色ガラスが断面の半分以上を占め、両端に白色粒状

結晶が晶出する。また、中央表層側に銹化鉄の痕跡がみられる。

③顕微鏡組織：Photo.4の①②に示す。ガラス部分の組成は割愛して、白色粒状結晶のウスタイトと、

淡灰色長柱状結晶のファイヤライトの晶出、これに②左側で観察されたフェライト基地に初析セメン

タイトの黒色針状組織の析出した状況を提示した。銅粒の検出は叶わなかった。銅関連遺物としての

決め手は欠くが、これを優先的に関連遺物に当てはめることもできない。

④ビッカース断面硬度：Photo.4の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は433Hvであっ

た。ウスタイトの文献硬度値の下限を僅かに切るがウスタイトに同定される。

（８）YZI2－8 銅滓？

①肉眼観察：平面が不整台形状を呈する25g強と小型のガラス質滓である。色調は表裏ともに赤く発

色し、肌は光沢質の黒色で、細かい気泡を多発する。

②マクロ組織：Photo.10の下段に示す。断面は銹化物の集合体か、通常見慣れぬ組織である。視野の

左側の約半分は軽質スラグ主体の暗色ガラス、右側になると明灰色盤状の銹化物となる。左暗色部に

赤色発色の源となろう銅粒を求めたが不発に終った。

③顕微鏡組織：Photo.4の③～⑤に示す。③は暗色スラグの組織である。非晶質の珪酸塩には細かく

亀裂が走る。④⑤は赤色発色個所の銹化鉄を示す。ここからは特別の情報は得られなかった。

④ＥＰＭＡ調査：Photo.16に示す。分析対象は黒色ガラスと銹化鉄の接点で赤色発色個所である。反

射電子像（COMP）に23の番号をつけた。ここは珪素（Si）と酸素（O）に白色輝点が集中し、定量

分析値は51.4％Si－48.6％O組成が得られた。珪酸（Quartz：SiO2）が同定される。また、24の番号の

ついた明灰色部は67.7％Fe－28.0％Oでゲーサイト（Goethite：α－FeO･OH）に同定される。これに

は1.7％Si－1.2％Al－1.0％Pを固溶する。赤色発生部から銅は検出されなかった。

（９）YZI2－9 椀状滓

①肉眼観察：平面が不整台形状で、352g弱とやや大型厚手(48mm)の椀状滓破片である。側面の4面が

破面化する。表面には茶褐色の土砂が分厚く固着する。滓の地の色調は暗灰色で、破面中央には横方

向に広がる大型気泡をもつが非常に重量感のある滓である。

②マクロ組織：Photo.11の上段に示す。断面は0.2～1.5mm径の気泡が多発する素地に白色鉱物相が晶

出した何の変てつもない組織である。

③顕微鏡組織：Photo.4の⑥に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のウスタイトと淡灰色盤状結晶のファ
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イヤライトから構成される。

④ビッカース断面硬度：Photo.4の⑥の中央に硬度測定の圧痕を示す。硬度値は429Hvであった。ウス

タイトの文献硬度値は450～500Hvである。この下限を僅かに切るがウスタイトに同定される。

⑤化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（Total Fe）は48.40％に対して、金属鉄（Metallic Fe）は

0.01％以下、酸化第1鉄（FeO）48.21％、酸化第2鉄（Fe2O3）15.62％の割合である。ガラス質成分

（SiO2＋Al2O3＋CaO＋MgO＋K2O＋Na2O）は30.30％で、このうちにに塩基性成分（CaO＋MgO）を

3.26％含む。砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）0.33％、バナジウム（V）＜0.01％、酸化ジルコニ

ウム（ZrO2）0.02％は平均的な値である。随伴微量元素のうち酸化マンガン（MnO）0.10％、銅（Cu）

0.01％以下、硫黄（S）0.02％、五酸化燐（P2O5）0.40％など低値であるが酸化クロム（Cr2O3）のみ

は0.07％と高めである。福岡平野内での高〔Cr〕系砂鉄製錬滓は時折り見掛けるが（注3）、小数1桁台

の値であり今回の椀状滓と、何のように繋がるのかは今後注目しておこう。

銅・鉄何れからの排滓なのか決め手が捉えられぬ結果であった。ただし、高〔Cr〕系を根拠にすれ

ば鍛冶滓とも発言できぬこともないが、これも今回調査の供試材間の相対的比較からの言及なので類

例をみてゆきたい。

（10）YZI2－10 椀状滓

①肉眼観察：平面が不整台形状で、やや偏平な椀状滓の約1/4破片である。上面は細かい凹凸をもつ

が比較的平坦で、銅の酸化溶出か、酸化雰囲気に曝されたのか紫紅色を呈する。破面は光沢の強い灰

色で、中小の気泡が散在するが緻密質。下面は細かい木炭痕を残す。

②マクロ組織：Photo.11の下段に示す。断面は0.2～0.8mm程の気泡を多発するなかに、白色粒状結晶

が晶出している。緻密な滓である。

③顕微鏡組織：Photo.5の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のウスタイトが凝集晶出し、その

粒間を淡灰色盤状結晶のファイヤライトが埋める。局部的に微小金属鉄粒が認められる。

④ビッカース断面硬度：Photo.5の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は439Hvであっ

た。ウスタイトに同定される。

⑤化学組成分析：Table2に示す。鉱物組成にウスタイトの凝集晶出があったように鉄分が多くてガラ

ス質成分の低下した滓である。すなわち全鉄分（Total Fe）は62.02％に対して、金属鉄（Metallic Fe）

0.01％以下、酸化第1鉄（FeO）65.67％、酸化第2鉄（Fe2O3）15.69％の割合である。ガラス質成分は

13.09％と少なく、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）は2.29％を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタ

ン（TiO2）は0.17％、バナジウム（V）0.01％以下、同じく酸化ジルコニウム（ZrO2）も0.01％以下と

少ない。しかし酸化マンガン（MnO）は0.17％と大きな低下はない。五酸化燐（P2O5）の0.58％の若

干高め以外は他の随伴微量元素も少なくて酸化クロム（Cr2O3）0.01％以下、硫黄（S）0.01％、銅

（Cu）0.01％であった。該品は銅関連遺物としての特徴を鉱物組成や化学組成から求めても確りとし

た答えは得られない。しかし鍛冶滓を想定すると、銑鉄の下げ脱炭や「卸し」に際しての排滓に結び

つけやすい。

３－２　中世の遺物（Ａ区出土品）

（１）YZI2－11 椀形鍛冶滓

①肉眼観察：平面は不整楕円形状で60g弱と小型の偏平な椀形鍛冶滓である。表面全体が茶褐色酸化

土砂に覆われて、滓表面の観察は困難である。側面に1箇所瘤状の鉄銹化物があり、その周辺には亀
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裂が走る。

②マクロ組織：Photo.12の上段に示す。断面内部は気泡や間隙をもち、多孔質な滓である。含鉄部は

鉄が溶け出してその輪郭線のみが観察される。

③顕微鏡組織：Photo.5の④～⑧に示す。鉱物組成は④～⑥でみられるように白色粒状結晶のウスタ

イトと淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライトが暗黒色ガラス質スラグ中へ晶出する。⑦⑧は銹化鉄で

ある。鍛冶鉄であるが腐食が激しくて金属鉄は銹びて組織の痕跡さえ残さないまでに酸化は進む。

④ビッカース断面硬度：Photo.5の④に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は431HVでウス

タイトに同定される。

⑤化学組成分析：Table２に示す。当鉄滓はチタン分が多いのが特徴である。すなわち、全鉄分

（Total Fe）は42.96％に対して金属鉄（Metallic Fe）0.01％以下、酸化第１鉄（FeO）35.06％、酸化

第２鉄（Fe2O3）22.46％の割合である。ガラス質成分33.31％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）

4.59％を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン（TiO2）がB区滓に比べて１桁多くて2.10％、バナジウ

ム（V）0.01％以下、酸化ジルコニウム（ZrO2）0.02％であった。酸化マンガン（MnO）0.15％、酸化

クロム（Cr2O3）0.01％以下、硫黄（S）0.04％、五酸化燐（P2O5）が0.9％と高めは砂鉄系としては以

外であった。原料鉄の高〔P〕の影響があることはYZI2－12の項で述べる。銅（Cu）は0.01％に留め

る。該品は地元の低チタン酸化砂鉄を製鉄原料として製錬された鉄塊の再溶解で除滓・成分調整を計

った精錬鍛冶滓に分類される。

（２）YZI2－12 鉄塊系遺物

①肉眼観察：果実の種を連想させる46gの小型の鉄塊系遺物である。資料表面は風化と内部の含鉄部

分からの銹汁の噴出で銹膨れを起こし、これに黒褐色の酸化土砂が固着する。表層は亀裂がみられ、

重量感を残すので金属鉄の遺存度は良好と予測できた。特殊金属探知機でL（●）反応がある。

②マクロ組織：Photo.12の下段に示す。銹化鉄のゲーサイト（Goethite：α－FeO･OH）に囲まれた中

核部に亜共析（＜0.77％C）から過共析（＞0.77％C）域の炭素鋼を遺存する。外周部は酸化土砂と表

皮スラグ、これに銹化鉄のゲーサイトが重なる。

③顕微鏡組織：Photo.６の①～⑨に示す。①は表皮スラグの鉱物相、凝集ウスタイトである。該品は

製錬系鉄塊が再加熱を受けた熱履歴を残すものである。前述したYZI2―11椀形鍛冶滓との鍛冶操業

の流れを同じくする可能性は大きかろう。②～⑦はナイタル腐食（etch）を施した金属組織である。

②③は白色部がフェライト（Ferrite：純鉄）、層状組織はパーライト（Pearlite）で亜共析組織、④は

左側は付着スラグのウスタイト、右側内面は全面層状組織のパーライトで共析組織、⑤にパーライト

域の拡大組織を示す。また⑥⑦はパーライト地に白色針状の初析セメンタイトを析出した過共析組織

である。金属組織は一部にフェライトを晶出するが高炭素系の鉄塊であった。

④ビッカース断面硬度：Photo.６の⑧はフェライトの硬度圧痕で値は92Hv、⑨は過共析域での基地の

パーライトは250Hvの値を得た。両者は組織に見合った値である。

⑤化学組成分析：Table2に示す。酸化土砂や表皮スラグ含みなので酸化物定量分析で表示した。全鉄

分（Total Fe）52.49％に対して金属鉄（Metallic Fe）3.83％、酸化第１鉄（FeO）29.53％、銹化鉄含

みで酸化第２鉄（Fe2O3）が多くて36.75％の割合となる。更にガラス質成分も汚染物質の影響から高

めで19.26％を占める。砂鉄特有成分の二酸化チタン（TiO2）は0.11％、バナジウム（V）0.01％、酸

化ジルコニウム（ZrO2）0.03％は鉄塊系遺物にしては多くて砂鉄系をしっかり表示する。随伴微量元

素としては酸化マンガン（MnO）0.11％、酸化クロム（Cr2O3）0.02％、銅（Cu）0.01％は問題ないが、
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硫黄（S）の0.09％、五酸化燐（P2O5）1.24％と高めは些か気掛りな値である。糸島半島から福岡平野

の賦存砂鉄は低チタン酸性砂鉄で、高〔S〕高〔P〕傾向はありえない。還元剤木炭の高〔P〕傾向や

炉材粘土からの侵入、高温操業といった要因も配慮しなければならないが、しかしそれらを上回る数

値である。これはやはり自然界以外からの影響があったといわざるを得ない。

A区はB区の銅関連作業とは異なり鍛冶関連の操業であったことは２点の調査遺物から想定できる。

４．まとめ

（１）吉塚祝町遺跡のB区では、7世紀中葉から後半において、銅鋳造作業が行なわれていた。これを

実証するのが緑青吹きの土師器甕破片2点とドロス状銅滓の出土である。3点の遺物には金属銅粒が遺

存して、組成は純銅だった。好運にもこれらの純銅粒は軽質スラグのドロス（dross：湯面上に浮か

ぶカス）に守られて銹化消滅しなかったが、本来は酸化溶出が激しくて保存され難い傾向が窺われる。

Photo.22に銅の酸化溶出状況を提示した。

（２）銅粒を付着した土師器破片の器種は甕である。甕は表面積広く、肉薄で、坩堝や取鍋への転用

は問題が多い。1つの土師器甕破片は溶融ガラスを付着する側で破断面にも滓がまわり込む。銅溶解

炉内の湯面に浮遊する軽質スラグの掻き取り具としての転用を考えた。甕片内面に残る軽質スラグの

汀線からもドロス掻き取り具説を補強する。

（３）銅粒を遺存した3点の遺物は、土坑出土品である。（注4） 共伴遺物は炉壁片や椀状滓があり、

こちらからは銅粒の検出がなく、その帰属に問題を残す。しかし同じ土坑出土品で銅鋳造関連遺物の

蓋然性は高く、Photo.22の銅の酸化溶出状況をみれば銅の消滅の可能性は十分にありうることだろう。

（４）A区の中世（13世紀後半～14世紀前半）は鍛冶作業が想定できた。出土品は2.10％TiO2含みの

椀形鍛冶滓がある。除滓と成分調整を図った精錬鍛冶滓に分類できる。更にその鍛冶工程を経た可能

性をもつ鍛冶原料鉄の鉄塊がある。表皮スラグにウスタイト（FeO）の晶出があり、亜共析（＜

0.77％C）～過共析（＞0.77％C）組成の鋼だった。硬質刃物類の原料になりうるレベルだった。最後

に吉塚祝町遺跡A区出土遺物を鉄生産工程の流れの中に模式的に表現するとFig.1の如くなる。

５．銅鋳造工房から出土した含低銅椀状滓に対する見解

銅鋳造作業では不純物として必ず鉄酸化物（W stite：FeO）系滓が排出される。本項ではこの現

象の理由付けを中心に述べてみる。

吉塚祝町遺跡B区では、７世紀中葉から後半に銅関連の鋳造作業があった事は、ドロス状銅滓（軽

質含銅滓）の検出や、溶銅表面に浮遊するドロス掻き取り具としての土師器甕破片（破砕面にガラス

質スラグを付着）の出土から裏付けられた。特に両者は銅粒及び銅－鉄酸化物結晶を晶出し、ドロス

製　  鉄 
製  　錬 

（砂鉄原料） 
（鉄滓鉱物相） 
ウルボスピネル 
マグネタイト 
ウスタイト 

精錬鍛冶 
精錬鍛冶 

 
 

ウスタイト 

 
高温鍛接 
（沸し鍛接） 

 
ウスタイト 

鍛練鍛冶 
低温成型 
（素延べ） 

 
ファイヤライト 

 
低温加工 
（火造り） 

 
ガラス質スラグ 

YZI－��　椀型鍛冶滓 
　　　　　　　　　　　吉塚祝町遺跡Ａ区出土鉄滓・鉄塊系遺物 
YZI－��　鉄塊系遺物 
 

｝ 
Fig.１鉄生産工程流れの一覧（砂鉄系） 
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としての共通性が見出せた。

当遺跡では、比較的高純度系の含鉄粗銅塊を原料として、小型溶解炉もしくは坩堝でもって再溶解

し、製品化を計る操業が想定できる。しかし、共伴遺物としては椀状滓が存在し、こちらの鉱物組成

はウスタイト（W stite：FeO）とファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）を晶出し、化学組成は高

鉄分（47～62％　Totale Fe）で、随伴微量元素は少なく銅（Cu）も0.01％以下と低値で銅の匂いの

しない鍛冶工房出土の椀形鍛冶滓に酷似する組成であった。これはA区の椀形鍛冶滓に分類した結果

を思い出して頂ければ、その複雑な様相は理解して頂けるであろう。この様に銅鋳造には不純物とし

ては鉄酸化物が必ず絡み、銅粒が存在すれば事は簡単に理解されるが、それが無いので混乱をきたす。

筆者は過去に銅鋳造に関する遺跡から、出土した椀状滓を椀形鍛冶滓と見間違えた苦い経験をもつ。

繰返しになるが椀状滓は銅鋳造前の含鉄粗銅塊の不純物（主に鉄）除去に伴う再溶解で生じた滓の可

能性が高い。この不純物の鉄は、銅鉱石の脈石由来で、その帰属源はFig.2に示す通りである。（注5）

記述の内容が少々他にずれてきた。元に戻す。

1991年に福岡県今川遺跡から出土した椀状滓を調査した。その結果は鉱物相にウスタイト＋ファイ

ヤライト、化学組成は高鉄分・低銅成分から鍛冶滓に分類し報告した。検出遺構は1.4ｍ径の鋳銅関

連遺構が想定できる地下構造物であり、これの縁に椀状滓が散布する状態であった。今から25年前の

生産遺跡に対する認識の浅い時期での報告である。（注6）遺構図と滓の鉱物相及び分析値をFig.3に示す。

それから10年以上経った1992年になって北九州市所在の尾崎遺跡から今川遺跡に類似する遺構が発

見された。出土遺物は緑青吹き坩堝、羽口、貫入銅塊らと共に無銅椀状滓の検出であった。こちらも

遺構図と鉱物相・分析値をFig.4に示す。当遺跡の椀状滓も鉱物組成や化学組成は共に鍛冶滓的組成

であった。この時点から銅を含まぬ椀状滓も共伴遺物とのセット関係からみて、銅関連遺物と判別す

るようになった。（注7）

今回調査の吉塚祝町遺跡の調査結果における大きな成果は、ドロス掻き取り具として機能した土師

器甕破片に付着残存した銅粒からの酸化溶出（溶脱）状況が捉えられた事である。銅は純銅成分でド

ロス状ガラスに取り囲まれながら、酸化を受けると粒状化を呈し、これから金属銅の一部は外部へ向

けて溶出消滅してゆく様相が窺われた。Photo.21のEPMA結果と共に、Photo.22のカラー写真で、その

辺の挙動をみていただければ幸いである。この場合銅の酸化溶出は純銅で起こり、不純物の多い　

（Matte）や金属砒化物（Speiss）では遺存して消滅は免れる事例が多いようである。（注8）Ｂ区出土

椀状滓から純銅の酸化溶出痕跡をかなり丁寧に観察してみたが残念ながら今回はそれらを捉えきれな

かった。

銅関連遺物は椀状滓に止まらず、羽口、大口径送風管、炉壁、坩堝など銅粒は未検出ながら鉄と酸

化物のみの遺存されるケースも起りうる。残された鉄にのみ注目し、鉄関連遺物と判定を下すのは慎

むべきであろう。例えば飛鳥を代表する古代寺院川原寺寺域北端の金属工房（Ⅲ期の藤原宮期：７世

紀末～８世紀初頭）から釜鋳型が出土している。（注9）この鋳型に鉄銹が付着していて、これの分析結

果にもとずき鋳鉄鋳物の羽釜生産が行なわれたとして、これが我が国における本格的な鋳鉄鋳物の生

産の開始と解釈されている。（注10）しかし銅鋳造においても鉄銹は発生することは前述してきた通り

である。ここで８世紀代の鉄生産の動向を俯瞰した時、半地下式竪形炉による鋳造用銑鉄の供給開始

は８世紀中葉以降まで待たねばならぬ。獣脚鋳型の出土例や竪形炉操業実験を合せて考ええると（注11）

７世紀末から８世紀初頭の銑鉄鋳造開始説は更なる検討が必要ではないかと考える次第である。また

当方の報告のなかにも鉄の検出から銅鋳造を無視して鉄だとの発言した例もある。今後は広い視野に

立って充分に検討すべきと自戒している。
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ただし一方では、銅生産・鋳造に際して銅・鉄二液の共存はありえないと否定的な発言がなされて

いる向きも有る。Fig.5に示すポテンシャル図を根拠にした考えである。（注12）確かに1300K（1027℃）

の条件のもとでは銅と銑は存在しないであろう。しかし、これに対してFig.6の銅・鉄・硫黄の三元

系状態図を見たときに、スラグ溶液で少量の硫黄が存在し、1300℃以上の温度が確保されれば銅・鉄

二液共存域は有りうることである。前提条件を充分に見極めての発言が必要となる。

以上のように銅の消滅の後の鉄の存在は生産遺構において看過できぬ問題点を孕むものである。銅

は純銅であれば酸化溶出し易く消滅の可能性大という事象を提げて筆を擱く。

注
（１）発掘調査担当　福岡市教育委員会埋蔵文化財課よりのご教示、スレート工場は1956年12月設立、1996年に廃絶。

（２）日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968.

ウスタイトは450～500Hv、マグネタイトは500～600Hv、ファイヤライトは600～700Hvの範囲が提示されている。

また、ウルボスピネルの硬度値範囲の明記がないが、マグネタイトにチタン（Ti）を固溶するので、600Hv以上であ

ればウルボスピネルと同定している。それにアルミナ（Al）が加わり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とす

る固溶体となると更に硬度値は上昇する。このため700Hvを超える値では、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体

の可能性が考えられる。

（３）大澤正己（2003）「桑原石ヶ元古墳群出土鉄滓の金属学的調査」『福岡市九州大学統合移転用地内埋蔵文化財発

掘調査報告書　元岡・桑原遺跡群2』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第744集）福岡市教育委員会

11号墳出土の炉内滓に0.45％Cr2O3があったので、既報告（＞0.3％Cr2O3）を調べると8つの類例があった。蛇紋岩含み

の三郡変成岩にはクロムを含むことが知られている。井澤英一先生よりのコメント。

（４）土坑はSK1396とSK1398の2基で、両者は隣合い一部を切合っている。銅関連遺物の出土は前者でYZI2－6土師器

甕破片を含む40.6g、後者はYZI2－2、3、4を含めて101.7gを出土した。この2つの土坑の下にSP2159遺構があり、

YZI2－1土師器甕破片の検出をみた。主要銅関連遺物は、ほぼ1箇所から検出されたと言っても過言ではなかろう。

（５）大道和人、大澤正己2005「滋賀県甲賀市鍛冶屋敷の調査」～鉄をめぐる解釈について～『鋳造遺跡研究資料

2005（日本古代の鋳物生産）』鋳造遺跡研究会　Fig.1の「産銅・鋳造工程における鉄の存在」図面は各鋳銅関連遺跡

においても汎用性をもつもので遺跡を変えて今回も使用した。

（６）大澤正己1981「今川遺跡出土の椀形鍛冶滓の調査とその考察」（『今川遺跡』津屋崎町文化財調査報告書第４集）

津屋崎町教育委員会

（７）大澤正己1992「尾崎遺跡出土鋳銅関連遺物の金属学的調査」（『尾崎遺跡』九州縦貫自動車道関係文化財調査報

告書29、北九州市埋蔵文化財調査報告書第118集）北九州市教育文化事業団

（８）①大澤正己・鈴木瑞穂2002「宝満山遺跡群第23次調査出土鉄・銅生産関連遺物の金属学的調査」『宝満山遺跡

群・蒲田遺跡｣』（福岡県文化財調査報告書　第169集）福岡県教育委員会

②大澤正己・鈴木瑞穂2003「菩提遺跡出土鋳銅関連遺物の金属学的調査」『菩提遺跡』（一般国道201号線仲哀改

善工事関係埋蔵文化財調査報告）福岡県教育委員会

③大澤正己・鈴木瑞穂2003（谷口遺跡出土鍛冶、鋳造関連遺物の金属学的調査）『谷口遺跡』木次町教育委員会

（９）松村恵司2005「川原寺寺域北端の金属工房」『鋳造遺跡研究資料（日本古代の鋳物生産）』鋳造遺跡研究会

（10）五十川伸矢2005「日本古代の鋳鉄羽釜」『鋳造遺跡研究資料（日本古代の鋳物生産）鋳造遺跡研究会

（11）①穴澤義功2003「古代製鉄に関する考古学的考察」『近世たたら製鉄の歴史』編者　雀部実・館充・寺島慶一

丸善フラネット株式会社

②大道和人2003「半地下式竪形炉の系譜」『考古学を学ぶⅡ～考古学研究室開設五十周年記念』（同志社大学考

古学シリーズⅧ）松藤和人編

（12）『講座・現代の金属学　製錬編2 非鉄金属製錬』日本金属学会　1980

（13）Schlegel and Schuller 1952 「Liquidus surface of the iron－Copper－Sulfer System・『Z・Metallkunde，

43；421
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Fig.２　産銅・鋳造工程における鉄の存在
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Fig.３　今川遺跡の遺構と分析結果
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Fig.４　尾崎遺跡の遺構と分析結果
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Fig.５　M-S-O系　硫黄-酸素ポテンシャル（1300K）

Fig.６　銅・鉄・硫黄　三元系状態図
Schlegel and Schuiier
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Photo.１　土師器（銅付着）・炉壁の顕微鏡組織

YZI2―2

炉壁
⑥×400 中央：炉壁胎土中の
微少金属鉄粒、ナイタル etch
亜共折組織
⑦×100⑧×400 
白色粒：微小金属鉄、
ファイヤライト晶出

YZI2―1

土師器（銅付着）
金属部：酢酸・硝酸・アセトンetch
①×25 試料内面表層
左側：付着銅粒、右側：ガラ
ス質滓
②×100③×400 銅粒表層、
付着滓拡大
酸化銅・銅一鉄酸化物晶出
④×100⑤×400 銅粒拡大
銅粒、素地：多角形結晶
樹枝状初晶：銹化進行

①

③

⑤

⑥

⑧⑦

④

②
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Photo.２　椀形滓・ドロス状銅滓の顕微鏡組織

YZI2―5

椀状滓
⑦×200 硬度圧痕：484Hv
ウスタイトか、＋ファイアラ
イト晶出

YZI2―4

ドロス状銅滓
④×100 軽質ガラス
表層部明色粒点在：微小金属
銅
⑤×100⑥×400 
銅粒と針状組織の銅一鉄酸化
物折出

YZI2―3

銅滓？
①×200 硬度圧痕：424Hv
ウスタイトか
②×400 中央：微小金属鉄粒
ナイタル etch 共折組織
③×400 中央：銹化鉄粒
過共折組織痕跡

①

③②

⑤

④

⑥

⑦
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Photo.３　土師器（銅付着）の顕微鏡組織

YZI2―6

土師器（銅付着）
金属部：酢酸・硝酸・アセトン etch
①×25 上側：内面表層付着
銅粒、ガラス質滓～土師器胎土
②×100③×400 銅粒部拡大
暗色部：初晶部か、銹化進行
素地：純銅
④×100 銅粒外周部、付着滓
拡大、酸化銅晶出
⑤×400 ガラス質滓拡大、銅
一鉄酸化物晶出、微小銅粒散
在

③

④

⑤

②

①
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Photo.４　銅滓？・椀状滓の顕微鏡組織

YZI2―9

椀状滓
⑥×200 硬度圧痕：429Hv
ウスタイトか、＋ファイヤラ
イト晶出

YZI2―8

銅滓？
③×50 ガラス質滓
④×100⑤×400 銹化鉄

YZI2―7

板状銅滓？
①×200 硬度圧痕：433Hv
ウスタイトか、＋ファイヤラ
イト晶出
②×100 左側：銹化鉄部、過
共折組織痕跡、右側：滓部、
ウスタイト・ファイヤライト

①

③

⑤

⑥

②

④
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Photo.５　椀状滓の顕微鏡組織

YZI2―11

椀状滓
④～⑥滓部
④×200 硬度圧痕：431Hv
ウスタイト
⑤×100⑥×400 ウスタイト
・ファイヤライト
⑦×100⑧×400 銹化鉄部
金属組織痕跡不明僚

YZI2―10

椀状滓
①×200 硬度圧痕：439Hv
ウスタイト＋微細ファイヤラ
イト晶出
②×100 ウスタイト

③×400 中央：微小金属鉄粒
ナイタル etch、白銹鉄組織

⑤

⑦

②

①

③

④

⑥

⑧
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Photo.６　鉄塊系遺物の顕微鏡組織

YZI2―12

鉄塊系遺物
①滓部：硬度圧痕：471Hv
ウスタイト
②～⑨金属鉄部、ナイタル etch
②×100③×400 亜共折組織
④×100⑤×400 共折組織
⑥×100⑦×400 過共折組織
⑧×200 亜共折組織（フェラ
イト結晶）92Hv
⑨×200 過共折組織（素地：
パーライト）250Hv

④

⑥

②

⑧

①

③

⑤

⑦

⑨
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Photo.７　上段：土師器（銅付着）（YZI2―1）のマクロ組織（×5）
下段：炉壁（YZI2―2）のマクロ組織（×5）
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Photo.８　上段：銅滓？（YZI2―3）のマクロ組織（×5）
下段：ドロス状銅滓（YZI2―4）のマクロ組織（×10）
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Photo.９　上段：椀状滓（YZI2―5）のマクロ組織（×5）
下段：土師器（銅付着）（YZI2―6）のマクロ組織（×5）
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Photo.10 上段：銅滓？（YZI2―7）のマクロ組織（×5）
下段：銅滓？（YZI2―8）のマクロ組織（×5）
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Photo.11 上段：椀状滓（YZI2―9）のマクロ組織（×5）
下段：椀状滓（YZI2―10）のマクロ組織（×5）
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Photo.12 上段：椀状滓（YZI2―11）のマクロ組織（×5）
下段：鉄塊系遺物（YZI2―12）のマクロ組織（×5）
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Photo.13 炉壁のＥＰＭＡ結果（YZI2―2）

YZI 2 -2（ 1）

Si K
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Photo.14 炉壁のＥＰＭＡ結果（YZI2―2）

COMP
×600 Si O

AlFe

CaTi

MgP

YZ I 2 -2（ 2）
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Photo.15 土師器（銅付着）のＥＰＭＡ結果（YZI2―6）

COMP
×700 Si K

AlCu

CaPb Ti

MgFe O

YZ I 2 -6（ 3）

Na
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Photo.16 銅滓？のＥＰＭＡ結果（YZI2―8）

COMP
×800 Si O

AlFe

SP

YZ I 2 -8
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Photo.17 土師器（銅付着）の銅粒・銅一鉄酸化物析出状況（YZI2―1）
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Photo.18 土師器（銅付着）のEPMA結果（YZI2―1）

COMP
×1000 Al

OCu

Fe

Ti

YZ I 2 -1（ 1）
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Photo.19 土師器（銅付着）のEPMA結果（YZI2―1）

COMP
×100 I

OCu

Ag

YZ I 2 -1（ 2）
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Photo.20 土師器（銅付着）のEPMA結果（YZI2―6）

COMP
×600 As

OCu
YZ I 2 -6（ 1）
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Photo.21 土師器（銅付着）のＥＰＭＡ結果（YZI2―6）

COMP
×700 Si K

AlCu

CaFe P

MgTi O

YZ I 2 -6（ 2）

Na



－ 239－

ドロス付着 

Photo.22 土師器（銅付着）の銅の酸化溶出状況（YZI2―6）

①

②

マクロ組織

外観写真 実測図

×5 ×50

×100

×400

マクロ組織

③

④

⑤

208Hv

225Hv

58Hv
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Photo.23 炉壁・ドロス状銅滓・銅滓の銅酸化溶出個所の探索

×100YZI2―2 炉壁

YZI2―2 炉壁

YZI2―4 ドロス状銅滓

×400

×100

×100

×100

×400

×400

×400

×400YZI2―8 銅滓？

YZI2―4 ドロス状銅滓

YZI2―2 炉壁

YZI2―4 ドロス状銅滓

YZI2―8 銅滓？

YZI2―4 ドロス状銅滓
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